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1.調査地違景 (航空写真、南より)



序

本書は、平成11年度から平成14年度までに、市道中村～桑原線 1工区の道路改良工事

に伴って実施した束本遺跡 6次調査、桑原遺跡 2次調査、桑原遺跡 4次調査の埋蔵文化

財の発掘調査報告書です。

本遺跡の所在する桑原地区は、石手川南岸に位置し平地部には弥生時代～古墳時代の

集落が数多く存在し、丘陵部には古墳が数多く確認されています。なかでも樽味高木遺

跡からは「船」の絵が描かれた弥生土器片が出土し、東本遺跡 4次調査では弥生時代後

期の周堤帯を伴う円形竪穴式住居址が見つかっています。そして樽味四反地遺跡 7次調

査、 8次調査では古墳時代初頭の西日本最大級となる掘立柱建物址が見つかるなど重要

な発見が相次いでおり、松山平野内で注目される地域となっています。

今回報告する束本遺跡 6次調査、桑原遺跡 2次調査、桑原遺跡 4次調査からは弥生時

代～中世までの多種に及ぶ遺構・遺物が見つかっています。特に束本遺跡 6次調査の弥

生時代後期の竪穴式住居址からは、銀冶に関係する鉄片などが出土し、集落内における

鉄器生産に関連する資料を得る事ができました。その他、桑原遺跡 4次調査の 4区で見

つかった自然流路からは、弥生時代から中世までの土器、石製品、木製品など貴重な遺

物が大量に出土しました。

本書の刊行にあたり、当遺跡の発掘調査についてご指導 。ご協力を頂きました関係各

位、ならびに関係機関に厚くお礼申し上げます。

本書が埋蔵文化財の調査・研究の一助となり、ひいては文化財保護・教育文化の向上

に寄与できることを願っております。

平成17年 3月 31日

財団法人松山市生涯学習振興財団

理事長 中 村 時 広
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例 言

1.本書は、松山市教育委員会 。 (財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが平成■年■月
～平成14年 9月 までに実施した松山市道中村桑原線 1工区建設に伴う事前調査報告書である。

2.遺構の実測は、担当調査員および岡崎政信、栗林和孝、保島秀幸、峰本幸代、広田美知子が行
った。遺構の撮影は、担当調査員と大西朋子が行った。

3.遺構は呼称を略号で記述 した。竪穴式住居址 iSB、 清 iSD、 土坑 :SK、 柱穴 :SP、 自
然流路 :SR、 掘立柱建物址 :掘立、倒木跡 :倒木である。

4.本書にかかわる図面の作成は、相原浩二、武正良浩、吉岡和哉、岩本美保、村上真由美、木下
奈緒美が行った。

5。 遺物の接合および復元は青野茂子、徳田弘子、西川千秋、松本美代子、渡部英子、丹生谷道代、

矢野久子、多知川富美子、村上真由美、岩本美保、木下奈緒美が行い、実測・製図は村上真由美、

岩本美保、木下奈緒美が担当した。

6。 遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

7.本書に使用した方位はすべて真北である。

8.本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターで保管している。

9.調査及び報告書作成においては、愛媛大学下条信行、田崎博之、村上恭通の諸先生方には御指

導と御教示を賜った。記して感謝申し上げます。

10.本調査における基準点測量と航空写真撮影は、 (株)国際航業に業務委託した。

11.本調査における自然科学分析は、 (株)古環境研究所に業務委託 した。

12.写真図版は、遺構の撮影を担当調査員と大西朋子が行い、遺物の撮影と図版作成は大西朋子が

行った。

13.本書の執筆は相原浩二、武正良浩が分担執筆した。本書の編集は相原浩二が行い、栗田茂敏、

武正良浩、吉岡和哉の協力を得た。

~ 
‖ ―
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図版46 1.4東 区遺構検出状況 (北より)    2.4東 区 S D401完掘状況 (西より)

図版47 1.4東 区掘立401検出状況 (南より)  2.4東 区 S R401遺物出土状況 (西より)

図版48 1.4東 区 S R401遺物出土状況 (西より) 2.4東 区 S R401遺物出土状況 (北より)

図版49 1.4束 区 S R401遺物出土状況 (北東より)2.4東 区 S R401土層 (南より)
図版50 1.4東 区 S R401完掘状況 (北東より)  2.4東 区完掘状況 (西より)

図版51 1.S R401下層出土遺物①

図版52 1。 S R401下層出土遺物②

図版53 1,S R401下層出土遺物③

図版54 1,S R401下層出土遺物④

図版55 1.S R401下層出土遺物⑤

図版56 1.S R401下層出土遺物⑥

図版57 1.S R401下層出土遺物⑦

図版58 1.S R401下層出土遺物③

図版59 1.S R401下層出土遺物③

図版60 1.S R 401下層出土遺物⑩ (701.713)、 S R401中層出土遺物 (715.727.728)、 S R401上

層出土遺物 (763,764)、 S P411出土遺物 (772～ 774)

桑原遺跡 4次調査地 -5区 の調査―
図版61 1.調査前風景 (南東より)
図版62 1.西壁土層 (南より)
図版63 1.遺構完掘状況 (北より)

2.遺構検出状況 (北より)

2.S K 534完掘状況 (東より)

2。 現地説明会風景
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第 1章 はじめに

調査に至る経過

1999(平成■)年 5月 25日 、松山市者卜市整備部道路建設課 (以下、道路建設課)よ り松山市道中

村～桑原線 (松山市東本町～桑原町)道路改良工事に伴う埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委

員会文化財課 (以下、文化財課)に提出された。

確認願いが申請された束本 1丁 目外は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地『No。82 束本遺物包

合地』『No.157 桑原遺物包含地』内にあり、周知の包蔵地として知られる。申請地周辺はこれま

でに数多くの調査が行われ、弥生時代～古墳時代にかけての集落関連遺構が確認されており、松山

平野の主要な遺跡地帯として知られている。

文化教育課では、確認願いが申請された地点について遺跡の有無と、さらにはその範囲や性格を

確認するために、試掘調査を実施する事となった。試掘調査は、建設工事の工程や既存建物の立ち

退き状況によって数回に分けて実施した。1999(平成■)年 9月 、申請地の東端にあたる桑原 3丁

目359ぃ 1外と申請地西端の束本 1丁 目■7‐6外の 2ヶ所において 1回 目の試掘調査を実施した。試掘調

査の結果、遺構 。遺物が検出され、弥生時代～中世に至る集落関連の遺跡があることを確認した。

この結果を受け文化財課、 (財)松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターと道路建設課の三

者は発掘調査について協議を行い、本格調査を実施する事となった。調査は、弥生時代～中世の集

落構造の解明と範囲確認を主目的とし、1999(平成■)年■月～2002(平成14)年 9月 迄に野外調

査を実施した。

第 1図 調査対象地位置図 (S=1:4,000)
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第 2章 遺跡の概要

1.地理的環境

松山平野は県下最大の平野であり、主に重信川によって形成された扇状地である。その支流の一

つである石手川は、高縄山に源を発し平野の北東部を南西方向に向け横断しながら小野川と重信川

に合流し伊予灘に注ぐ河川である。この石手川は溝辺町周辺から南西に向かって大規模な扇状地を

形成する。その扇状地の石手川左岸、標高34m～ 38mに今回の調査地は立地する。

束本遺跡、桑原遺跡が立地する扇状地面は、約23,000年前の姶良 (AT)火山灰の降下・堆積期に

はすでに段丘化していたと推定されている。しかし、この火山灰層直上に火山灰混じりの砂礫層が

堆積していることから、この地で姶良火山灰の降下・堆積後に短期間の洪水のような現象が起こっ

たと推測される。しかし、その後は小河川の流路に沿って、部分的に小規模な洪水や砂礫の堆積が

起こったが、石手川本流による激しい洪水に襲われることなく、縄文時代や弥生時代の遺跡の立地

については、安定した地形環境であったと推定されている 〔平井幸弘1989〕 。

2.歴史的環境

本遺跡一帯は桑原地区と称され、数多くの遺跡が存在する。古代この地区は「和名抄」による温

泉郡五郷のうちの桑原郷で、後世桑原郷は桑原村、正円寺村、樽味村、松末村、三町村、東野村、

畑寺村、新百姓村 (現束本町)、 小坂村、枝松村、中村の十一ヶ村に区分されている。

これまでの調査で弥生時代～古代にかけての竪京式住居址・土坑・溝などの集落遺構が検出され

同地区における集落の存在と規模が明確になり始めている。ここでは、近年に調査された遺跡を中

心に桑原地区の遺跡の展開を概説する。

旧石器時代

当地区に限らず、松山平野全域においても、これまでに旧石器時代の明確な遺構は発見されてい

ない。しかし、樽味遺跡・樽味四反地遺跡においてはポケット状に堆積したAT火山灰土を確認し、

東本遺跡 4次調査地ではAT火山灰の一次堆積層を確認している 〔高尾和長1996〕 。

縄支時代

束本遺跡 4次調査地では、縄文時代早期にあたる6,300年前のアカホヤ火山灰層が検出されている。

このアカホヤ火山灰層中と下層の上面から先土器時代末から縄文時代早期以前の石器が見つかって

いる。また、アカホヤ火山灰降下以前の雄積層中から焼上を検出している。これらのことから同調

査地では、縄文時代早期以前の遺跡が存在したことが想定されている。このほか、樽味立添遺跡・

桑原田中遺跡からは刻目突帯をもつ土器が各 1点が出土している。

弥生時代

前期では、樽味遺跡より前期前半の土坑 (SK5)と 溝 (SD4)、 樽味高木遺跡からは前期後

半の土器を検出し、桑原田中遺跡 2次調査地でも土器片を検出している。

中期では、樽味高木遺跡 1～ 3次調査地から中期後半の土器が出土している。特に 2次調査地の
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SBlと 3次調査地のSXlか らは資料性の高い土器が出上している。樽味四反地遺跡 5次調査地
のSB8か らは弥生時代中期後半～後期初頭の遺物が出土している。
後期では、調査地北部の樽味高木遺跡 2次調査地からは後期の竪穴式住居址、樽味四反地遺跡 2

～ 5次調査地から弥生時代後期末の竪穴式住居址を検出しており、この地域に弥生時代後期～後期

末にかけて集落が広がっていたことを示すものである。遺物では樽味立添遺跡の包合層中より『貨泉』

の出土がある 〔梅木謙-1989〕 。また、樽味高木遺跡3次調査地からは「船」を描いた線刻 (絵画)

土器が出上している 〔梅木謙-1992〕 。また、調査地の北側に隣接する束本遺跡5次調査地では円

石

0東本遺跡 6次調査地
0東本遺跡 4次調査地
0枝松遺跡 4次調査地
0枝松遺跡 3次調査地
0東本遺跡
0桑原稲葉遺跡

0桑原遺跡 4次調査地
0桑原高井遺跡
0桑原田中遺跡
0桑原本郷遺跡
0樽味四反地 6・ 8次調査地
0樽味遺跡

0桑原遺跡 2次調査地
0樽味立添遺跡
⑫樽昧高木 2次調査地
0樽味高木 3次調査地
0樽昧高木遺跡
0樽味四反地遺跡 4次調査地

0経石山古墳
0三島神社古墳
0東野お茶屋台遺跡
0畑寺竹ヶ谷古墳群
④湯築城跡

第 2図  調査地周辺の主要遺跡分布図 (S〓 1:25,000)
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形竪穴式住居址 5棟、方形竪穴式住居址 2棟が検出されている。これら住居址は、方形竪穴式住居

址 1棟を除く全てにベッド状施設が付設されている。円形竪穴式住居址であるSB5は 、炭化材や
焼土の検出状況から焼失住居と考えられている。

西部、南部においても集落址が検出されている。調査地の西側に隣接する、束本遺跡 4次調査地

からは大型・中型・小型の竪穴式住居址を検出している。大型住居であるS B 203で は周堤帯を検出

し、 S B 302か らは破鏡が出土している 〔高尾和長1996〕 。束本遺跡 2次調査地では、竪穴式住居址

2棟と掘立柱建物址や土坑が検出されている。枝松遺跡 3次調査地では、貼り付けによる高床部を

もつ竪穴式住居址が検出されている。桑原稲葉遺跡では、円形と方形の竪穴式住居址 1棟を検出し

ている。

調査地南部の桑原高井遺跡では、竪穴式住居址 5棟のほか土坑が検出されている。住居址には円

形と方形の二種類があり、これらは壁体に沿って周溝がめぐる。このうち、 2号住居址は平面形態

が六角形を思わせるような円形を呈する。柱穴は中心部に 1本と壁体に沿って 6本の計 7本からなり、
ベッド状施設を付設している 〔森光晴1980〕 。

古墳時代

古墳時代では、樽味四反地遺跡 6次調査地で弥生時代後期末～古墳時代初頭の区画溝と柵列を伴

うと考えられる総柱構造の大型掘立柱建物址 1棟を検出している 〔小玉亜紀子1999〕 。さらに、南

側に隣接する同8次調査地からも総柱構造の大型掘立柱建物址 1棟が検出されている 〔加島次郎2003〕 。

この他に、 6次調査地からは古墳時代中期～後期初頭頃の竪穴式住居址を多数検出し、これらの住

居址からは滑石製の臼玉やガラス小玉、弱翡製の勾玉が出土している。桑原遺跡 3次調査地からは、

弥生時代後期～古墳時代初頭の溝 1が検出されている。樽味高木遺跡の竪穴式住居址や土坑からは

5世紀代の須恵器・土師器の甕・壼・高イなどが出土している。また、桑原本郷遺跡では、 5世紀
後半の方形竪穴式住居址や掘立柱建物址が検出され、さらに包合層より滑石製の臼玉100点余りが須

恵器と共に出土している 〔栗田茂敏1987〕 ①樽味立添遺跡からは10数棟の竪床式住居址と掘立柱建

物址 (古墳時代後期以降)を検出し、樽味四反地遺跡 5次調査地においても6棟の竪穴式住居址を

検出している 〔高尾和長1998〕 。桑原遺跡 5次調査地では、溝から6世紀代と考えられる斎串や木

錘などが出上している。

桑原地区では、集落関連遺構だけではなく前方後円墳である経石山古墳と二島神社古墳の 2基が

古くから知られている。経石山古墳は全R・48.5mを測り、 5世紀末に時期比定されている 〔森光晴1980〕 。
三島神社古墳は全長45mを測り、初期畿内型の横穴式石室を内部主体にもつ。出土遺物より6世紀

前葉に比定されている 〔森光晴1986〕 。この二島神社古墳は、発掘後に削平され消滅している。

また、桑原地区の東側丘陵部には東野お茶屋台古墳群、畑寺竹ヶ谷古墳群、畑寺古墳群が存在する。

東野お茶屋台古墳では周溝から5世紀後半の須恵器が出土している。東野お茶屋台遺跡 5次調査地

では、 7世紀初頭の横穴式石室が調査されている。畑寺竹ヶ谷古墳においても周清内から須恵器や

直刀が出土している。畑寺古墳群内にある6世紀中頃～後半の畑寺 6号墳では、内部主体は不明な

がら埴輪列を検出している 〔河野史知1997〕 。

古代 。中世

樽味四反地遺跡 5次調査地のSRlか らは 7～ 8世紀の土器と共に須恵器の硯 4個体が出土して
いる 〔高尾和長1998〕 。硯は、松山平野では希少な資料であり注目される。樽味四反地遺跡では10
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世紀代に比定される溝 SDl・ SD2が 検出されている。また、樽味遺跡のSDl・ SD2か らは
14世紀後半、SD3。 SK5か らは15世紀代の上師器が出土している。特にSDlは 集落境界の溝
として位置づけられている。なお、樽味遺跡一帯は14～ 16世紀にかけて当地方で権力を握っていた

河野氏の支配範囲に入っていたのではないかと考えられている 〔宮本一夫1989b〕 。

また、桑原地区は中世河野氏から重視された出雲房宗賢が居住し、地名を姓として桑原城を築き、

子孫もまた河野氏譜代の旗頭として統治したところとされている。
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第 3章 調査の概要

調査の経緯

調査地は、松山東部環状線に接する東本 1丁 目■7‐ 6か ら東に向かい、市道桑原130号線につきあ

たる桑原 4丁目359-2ま での全長650m、 道路幅員18m、 調査対象面積は■,700ド である。調査にあた

っては、道路部分の土地の買収や家屋の撤去に伴って試掘調査を行い、遺構 。遺物が確認された地

点について順次本格調査を行なった。

追跡名については、字名を付けないこととし、これまでに束本町内では 1次～ 5次の調査が行われ、

桑原町では 1次の調査が行われている。したがって今回の調査地は束本町内を束本遺跡 6次調査地、

桑原町内を桑原遺跡 2次 。4次調査地として調査を進めた。ただし、束本遺跡 6次調査地の 2区は

桑原町となるが調査の都合上、束本遺跡 6次調査地とした。

各遺跡名の位置と調査地番、面積、調査期間は以下に記した。

第 3図 調査地と調査区位置図
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●束本遺跡 6次調査地

調査地呑   1区  束本 1丁目■7‐6、 ■8

2区 桑原 6丁目767、 7661、 765… 1

調査面積   900m2(1区328m2、 2区572m2)

調査期間   2000(平成12)年 3月 6日 ～同年 6月 30日

●桑原遺跡 2次調査地

調査地番   桑原 4丁目35餅 1、 359-2

調査面積   230m2

調査期間   1999(平成■)年■月29日 ～同年12月 17日

●桑原遺跡 4次調査地    下

調査地番   1区  桑原 4丁目715ぃと、715‐4

2区 桑原 4丁目718、 718‐ 1

3区 桑原 5丁目9‐ 12、 9‐8

4区 桑原 5丁目9‐2、 9‐41

5区 桑原 5丁目10‐ 10、 10‐■

調査面積   1,348m2(1区 205m2、 2区 420m2、 3区271m2、 4区300m2、 5区152m2)

調査期間   2000(平成12)年 7月 6日 ～2002(平成14)年 9月 13日

1区 2000(平成12)年 7月 6日 ～同年 7月 27日

2区 2000(平成12)年 7月 28日 ～同年12月 1日

3区 2001(平成13)年 4月 6日 ～同年 8月 17日

4区 2002(平成14)年 4月 16日 ～同年 9月 13日

5区 2001(平成13)年 8月 22日 ～同年 9月 28日

- 8 -



第 4章

束本遺跡6次調査地

-1区 の調査 ―





第 4章 1区の調査

調査の経緯

1区は調査対象地の西端にあたり、調査前は造成地である。 1区の調査面積は328m2で ある。以下、

調査工程を略記する。

2000(平成12)年 4月 24日 より重機により表土等の掘削を開始する。

5月 1日 ～ 5月 12日 、遺構の検出作業を開始 し、周堤帯を伴う円形竪穴式住居址 1棟 と方形竪穴

式住居址 1棟の他、柱穴などを検出する。調査区に国土座標に載った 5mの メッシュ杭を設定し、遺
構配置図を作成する。高所作業車を利用し遺構検出状況の写真撮影を行う。

5月 15日 竪穴式住居址 S B101、 102な ど遺構の掘り下げを開始する。
5月 18日  S B 101出土遺物の測量。 S B 102の焼土精査を行い焼土の分布状況を測量する。

5月 23日  S B 101主柱穴、床面、炉、周堤帯の精査を行う。

5月 29日  S B 101の調査を終了し、写真の撮影を行う。

5月 30日  S B 102の焼土除去作業と遺物検出作業を開始する。埋土中より鉄片を検出する。

6月 6日  S B 102の床面の精査を行う。

6月 20日  S B 102の調査を終了し、写真の撮影を行う。

6月 22日  竪穴式住居址を除く遺構の完掘と測量図の作成を終了する。
6月 24日  一般市民を対象とした現地説明会を開く。
6月 26日  S B 101の貼り床の除去作業を行う。

第 4図 調査区位置図

(S=1:2,000)
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1区 の 調 査

6月 27日  S B 101の周堤帯の盛土の除去作業を行う。

6月 29日  S B 101の測量終了後、 1区の全体清掃を行う。

6月 30日 高所作業車を利用し1区遺構完掘写真の撮影を行い現場作業を終了する。

2.層位 (第 6図 )

本調査区の基本土層は、第 I層現代の造成土、第Ⅱ層灰色土 (現代耕作土)、 第Ⅱ-1層灰白色土、

第Ⅲ層黒褐色土、第Ⅳ層暗褐色土、第V層灰黄色上 (黄色土ブロック混)、 第Ⅵ層淡黄褐色土、第

Ⅶ層黄褐色粘質土、第Ⅷ層黄褐色粘質土 (粗砂混)である。層厚は第 I層 88cln、 第Ⅱ層12crn～ 2Clcm、

第Ⅱ-1層 2cm～ 6cm、 第Ⅲ層 4cm～ 10cm、 第Ⅳ層 6cm、 第V層 10cm～ 14cm、 第Ⅵ層 3cm～ 8

cm、 第Ⅶ層18cm～ 30cm、 第Ⅷ層14cm～22cmを測る。このうち第Ⅲ層、第V層、第Ⅵ層は束本遺跡

4次調査の土層分析結果より火山灰と考えられる。第Ⅲ層は、アカホヤ火山灰で調査区の北西部に

みられるが調査区中央部付近から東側と南側は削平のため遺存しない。第V層、第Ⅵ層はAT火山

灰の 2次堆積層である。

遺構の検出は、第Ⅳ層暗褐色土上面で行い弥生時代と中世以降の遺構を検出した。検出した遺構

は竪京式住居址 2棟、土坑 1基、柱穴57基である。これらの遺構は本来、第Ⅲ層より上部からの掘

りこみである。

H=35.50m

A

ヽ

I 造成上 (真砂土)
■ 灰色土 (現代耕作土)
I11灰自色土 (床土)
m 黒褐色土 (アカホヤ)
Ⅳ  暗掲色土

V灰 黄掲色上十黄色土ブロック混 (AT)
Ⅵ 淡黄褐色土 (AT)

Ⅵ I黄褐色粘質土

ⅥH黄掲色粘質土 (粗砂混 )

□ 砂 レキ層

0                    2m

(S=1:40)

第 6図 北壁土層図
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束 本 遺 跡 6次

3.遺構と遺物

〔1〕 弥生時代
1)竪穴式住居址 (SB)
検出した 2棟の住居址は、弥生時代後期の住居址である。平面形態は円形と方形の 2種類がある。

円形の物は大型で、方形の住居は中型である。

S B101(第 5。 7～ 9図、図版 3～ 5)

1区の南西隅に位置する。平面形態は、南側の一部が調査区外となるために全容は明らかではな

いが検出状況から円形を呈するものと考えられる。規模は直径10.00m、 壁高は0,15m～ 0.30mを測る。

この住居の特徴には炉を2カ 所もつ他、周堤帯が付設される。

周堤帯は幅0.50m～ 1.20m、 厚さ最大で0,30mが遺存し、住居外側を0,30m程度掘り下げた部分に盛

り土によって築造されている。盛り土は、 2層ないし3層に分層できる。

主柱穴はSPl～ SP6ま での 6本を検出した。これらの柱穴は、周堤の盛り土を切って住居内
側に掘り込まれていた。平面形態は、円形のものと楕円形を呈するものがある。規模は直径0.40m～

0.50m、 深さ0.45m～ 0.60mを測る。柱穴間は、2.20m～ 2.80mを 測る。柱痕跡は、検出できなかった。

炉址は、住居中央のやや南側に位置する。南側の浅い土坑 (炉 1)と 北側の深い土坑 (炉 2)が

ある。炉 1は、約1/2が調査区外となり全容は不明である。平面形態は、長方形を呈するものと考え

られる。検出規模は長軸1.73m、 短軸0.60m、 深さ0.05m～ 0。 15mを測る。深さは、西側にむかって浅

くなる。炉壁沿いには、北側から東側にかけて幅15cm～ 20cm、 深さ2cm～ 5cmの小溝が巡る。炉

底全面から、厚さ lcm～ 2cmの炭層を検出した。炉 2の平面形態は、不整形である。検出規模は長

軸85cm、 短軸60cm、 深さ30clxlを 測る。埋土は、茶褐色土で炉底近くでは焼土を合む。炉底からは、

炭層を検出した。その他の施設としては、周壁溝、貼床、土坑 1基を検出した。

周壁溝は、周堤帯を挟むように外側と内側に検出した。規模は外側、内側とも幅 9cm～ 25cm、 深

さ3 cln～ 10cmを測る。外側の周壁溝は、住居の北西側と東側の一部では途切れる。内側の周壁溝は、

主柱穴 SP3～ SP6の 断面精査の結果、柱京を切っていることを確認した。この周壁溝は、住居
の東狽1では他の部分より幅が広くなっている。

貼床は、厚さ lcm～ 8cmを測り炉の周囲を除く住居全体にみられた。また、住居内に 4カ所と周

堤帯に 1カ所の焼土を検出している。

土坑は、住居北西部で検出したS K104である。 S K104は 、周堤帯の盛土を切って掘られている。

東側約2/8が上部から1/2～ 1/3程度の深さで現代坑によって削平される。平面形態は、東西に長い楕

円形を呈する。検出規模は長軸70cm、 短軸52cm、 深さ35cmを 測る。埋土は、暗褐色土である。埋土

中には、土坑底近くで焼土粒が混じる。土坑底では、炭層を検出した。

遺物は、住居内埋土と炉址、床面、土坑から土器片、砥石、鉄鏃、ガラス小玉のほか桃核とみら

れる種子が出土している。

出土遺物 (第 10・ ■図、図版 9～■)

甕形土器 (1～ 12) 1の 口縁部は緩やかに外反する。口縁端部外面はヨコナデによりやや拡張
される。 2の 口縁端部はナデによりわずかに凹む。口縁部内面にハケメ調整を施す。 3の口縁端部

は断面「コ」字状を呈する。 4は口縁部片で内面に横方向のハケメ調整を施し外面には縦方向のハ

-14-



1区 の 調 査

H‐3430m

C

舗
‐
‐

．
Al

SK104

現代坑

7C'

ｍＨ
・
３４ ３〇

一
Ｄ

【 7E

□ 焼土

1茶褐色土
2灰色粘質上に黄色土粒混 じる
3黒掲色土
4灰黄色土
5焼土
6黒色土
7黒灰色土

H‐ 3450m

-15-

I 造成上 (真砂土)
I 灰色土 (耕作土)
I卜 1灰白色土 (床土)
4 灰色土 (現代坑埋■)
5 茶褐色土
を89:: 1 盛士
13黒色土

6 灰色粘質上に黄色■粒混じる (貼床) 14黒灰色■に費色土粒混じる
7 皓茶褐色■           16掲 灰色土
8 茶掲色土に黄色土粒混じる    16黒 色瑞質土 (炭層)

o      1      2      3m

(S=1:60)第 7図 SB101測量図



束 本 遺 跡 6次

一―

H‐3410m

A

ェ
ｌ
ω
ド

ュ
０
３

ロ

彎| 1茶褐色土
2黒色粘質土 (炭 )
3灰色粘質土十黄色土ブロック

H言3410m

C

第 8図 SB101炉測量図

ケメ調整を施す。端部は内外面のナデにより沈線状に凹む。 5～ 7の口縁部は「く」字状に外反し

端部は丸味のある断面「コ」字状を呈する。外面の調整は肩部から口縁部にかけてタタキ痕を残す。

内面はハケメ調整を施す。 7の口縁部外面には指頭痕を残す。 8の口縁部外面は肩部から口縁部に

かけてハケメ調整を施す。内面口縁部にもハケメ調整を施す。 9～ 12は底部片である。 9の底部は

上げ底。10の底部は丸みをもち突出し不安定な平底である。■の底部は小さく突出する平底である。

底面にタタキロを残す。12の底部は丸みのある小さな尖り底である。

壷形土器 (13～23) 13の 口縁部は外反する。調整は内外面ともハケメ調整を施す。14は直立す

る頸部に大きく外反し水平に開く口縁部をもつ。口縁端部は下方に肥厚する。15は長頸壼で頸部に

沈線文を施す。16～ 22は複合口縁壺である。16の口縁接合部は「コ」字状を呈する。拡張部には波

状文を施す。17～ 21の 口縁接合部は「く」字状を呈する。17の拡張部は無文である。18の拡張部に

は波状文を施す。口縁端部は丸くおさめる。19の回縁拡張部は短く内傾してのびる。回縁端部はわ

ずかに凹む。20は炉 2か らの出土である。接合部端面には上下 2列の半裁竹管文を施し、日縁拡張

部には波状文を施す。22は頸部の外反が弱く拡張部が直立気味に立ち上がる。23は底部片である。

丸みのある小さな底部でやや突出する。

鉢形土器 (24～36)24～ 28は内湾して立ち上がる口縁。底部は不安定な丸底である。外面にタ
タキロを残す。24は住居内S K 101よ り出土したものである。24の口縁端部は面をなす。26の 口縁端

部は丸くおさめる。29は内湾気味に立ち上がる口縁で端部は尖り気味に丸くおさめる。底部は丸い。

30の底部は小さな平底。31の底部は丸みをおびた小さな平底である。32は小さな平底、33は椀タイ

プのものである。34の 口縁部は短く外傾し、口縁部内面に稜をもつ。口縁端部は尖り気味。35の胴

(S=1:40)
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1区 の 調 査

部は丸 く、日縁部は直立して短く立ち上がる。日縁端部は丸くおさめる。36は肩部が張 り外反する

長い口縁のものである。肩部と口縁部の内面接合部には、接合痕跡を残し明瞭な稜をなす。

高邦形土器 (37・ 38)37は 口縁部片で外反して開く口縁部。内外面ともヘラミガキを施す。38

は脚部で裾は大きく開く。外面にヘラミガキを施す。

器台形土器 (39)39は脚部片で、円孔を穿つ。

支脚 (40・ 41)40は角状突起をもつ支脚の底部片である。41の底部は上げ底で、受部は凹んで

傾斜する。

炉 謂

晦

勃 35

ξミ写]うララを0

＼
＼
建 名

民ミ〔〔:蓼ヨ::''ラフを8 劃115(洋娩6 蝕7▽N34

昂F三三三平こ三=て子3

2  級I
｀
C5晦

1::!§::i4+

土器の実測図はS=1:10
石器、鉄器の実測図はS=1:5

越 iO

＼骸 2

0      1      2      3m
|

(S=1:60)
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東 本 遺 跡 6次
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1区 の 調 査
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第11図  SB101出土遺物実測図 (2)
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束 本 遺 跡 6次

ガラス小玉 (42)住居西側で周堤帯検出作業時に出土したものである。色調は青色を呈する。
砥石 (43)色調は黄白色を呈する。材質は砂岩である。
鉄鏃 (44～ 47)44～ 47は有茎式の鉄鏃である。44に は木片が付着している。
不明品 (48)棒状の鉄片である。一部に木片が付着する。錐状工具の可能性も考えられる。
時期 出土遺物より弥生時代後期末に埋没したものと考える。

S B102(第 5図 。第12～14図、図版 5～ 7)

1区の東端に位置する。全容は、東側の一部が調査区外となるために明らかではない。平面形態は、

検出状況から隅丸方形ないし隅丸長方形を呈すると考えられる。規模は、全容のわかる西側は一辺

が5。 20m、 北側は2.50m、 南側は3.00mの検出長を測る。壁高は0.14m～ 0.28mを測る。内部施設として

は柱λ、土坑、周壁清を検出した。床面は、貼床を検出しないことから住居掘削底面と考えられる。

柱穴は、主な柱穴として 8基 (SPl～ SP8)を 検出した。SPl～ sP4は 、掘削方法に特
徴をもつ。住居底面から直径30cm～50cmの範囲で深さ6cm～ 12cmを 円錐状に掘ったのち、さらに

隅丸長方形状に30cln～ 40clnの 深さで掘り下げている。平面・断面形態とも漏斗状を呈する。 SP5。

6の平面形態は隅丸長方形、SP7は 円形を呈する。 SP8の 平面形態は楕円形を呈する。深さは
SPl～ SP7が 44cm～ 52cm、 SP8は 6cmを測る。柱穴埋土から遺物は出土 していない。住居内
で検出したその他の柱穴については平面形態が円、楕円形を呈し直径 4cm～ 14cm、 深さ5cm未満の

柱穴である。埋土は黒色土、褐色土である。主柱穴については、掘られた深 さよりSPl～ SP7
が考えられる。

土坑は 2基 (S K101・ S K 102)を検出している。 S K101は、SPlに 切 られるため全容は不明
である。 S K101の 検出規模は東西方向42cm、 南北方向48cm、 深さ8cmを測る。埋土は、黒色粘質

上である。 S K101か ら遺物は出土 していない。 S K102は住居床面で検出したものである。平面形

態は円形を呈する。検出規模は直径90cm、 深さ62cmを測る。埋土は赤褐色粘質上で、住居内で見つ

かった他の遺構埋土とは異質である。 S K 102か ら遺物は出上していない。

周壁溝は、住居の壁体に沿って巡るが南西隅では途切れる部分がある。検出規模は幅12cm～ 20cln、

深さ2cm～ 4cmを測る。このほか、この住居内には床面から埋土にかけて多量の焼土を検出した。

焼土は、住居内にあるSPlと S K101を 中心とした周囲に帯状となって巡る。検出規模は幅50cm
～160cm、 厚さは最大で18cmを測る。焼土中から遺物は出上していない。

遺物は、住居床面と埋土中より土器片の他、石包丁、砥石、管玉、鉄鏃、鉄片が出上している。

鉄片については、ほとんどが住居内埋上を洗浄した結果、見つかったものである。

出土遺物 (第 15。 16図、図版12～ 14)

甕形土器 (49～ 53)49・ 50は 口縁部片。49は口縁端部外面がやや肥厚する。50は口縁端部が肥厚

し上方にのびる。51～ 53は底部片で小さな平底である。

壷形土器 (54～56) 54は頸部片。斜位の刻目凸帯文を貼付する。55は複合口縁の回縁部片。接

合部外面に刺突文、口縁拡張部外面に 2条の凹線を施す。56は長頸壺の頸部片である。口縁端部は

丸くおさめる。外面にヘラミガキが施されている。

鉢形土器 (57～ 60) 57は底部から内湾 して上方にたちあがる口縁部。口縁端部は丸くおさめる。

底部は小さな平底である。58～ 60は屈曲する口縁部を有するものである。58は外反して開く口縁部。
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1区 の 調 査

口

|:

◎

:◎

③

1黒色粘質土 (褐色土混)5焼 土 [コ
2黒色粘質±       6暗 褐色土
3黒褐色粕質±      7黒 褐色土
4暗掲色粘質±      8赤 褐色粘土 0                   2m

(S=1:40)

第12図 SB102測量図 (1)
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束 本 遺 跡 6次

H‐ 3420m

H=3420m

1黒色粘質土

2暗褐色粘質土
3黄褐色粘質粗砂
4乳自色粘質土
5黒色粘質土 (暗褐色土混 )

0                    2m

(S=1:40)

第13図 SB102測量図 (2)

口縁端部は丸みをもつ。59の底部は小さく突出するタイプで、胴部は偏球形を呈する。内外面とも

ヘラミガキを施す。60は外反して開く口縁部。口縁端部は丸みを帯びる。底部は欠失。内外面とも

丁寧なヘラミガキを施す。

石包丁 (61)直線刃のもので両端に狭りが施される。材質は、結晶片岩。
砥石 (62～65)62～ 64は堆積岩。京者[嶋滝産に類似する。65は小片である。色調は黄白色を呈

する。材質は砂岩製。

管玉 (66)緑色を呈する碧玉製の管玉である。直径0.6cln、 長さ0.9cm、 重さ0.52gを 測る。

第14図 SB102出 土遺物測量図
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1区 の 調 査

鉄鏃 (67)鏃身部片である。
鈍 (68)切先片である。
釣針軸 (69)釣針の軸と考えられる破片である。遺存長8.3cmを測る。
鉄片 (70～ 108) 72～ 79は三角状鉄片である。80は二又状鉄片である。87～ 98は棒状を呈する。

99～ 108は小片である。104には木片の付着が認められる。

時期 出土遺物より弥生時代後期末には埋没したものと考える。

〔2〕 中世
1)柱 穴
S P183(第 17図、図版 7-2)

調査区中央部のやや西側に位置する。平面形

態は、円形 を呈する。規模は直径26cm、 深 さ

21cmを測る。埋土は、褐灰色土である。柱床底

より、ほぼ完形の土師器不 1点が出土した。

出土遺物 1∞は口径11.銃、器高3.mを測る。

底部は回転糸切り。板状圧痕を残す。

時期 出土遺物より15世紀後半～16世紀前半。

〔3〕 その他の遺構
1)土坑
S K103 (第 5図 )

S K 103は 調査区南東部、 S B102の 南側に位

置する。平面形態は、隅丸長方形を呈する。検

出規模は長軸9飾、短軸協�、深さ12clnを測る。
埋土は、 S P 183と 同じ褐灰色土である。遺物は、

出土していない。

時期 S P183と 埋上が同じ事により15世紀以

降と考える。

2)柱 宍

柱穴は50基余りを検出している。掘立柱建物

の復元はできていない。検出した柱穴の規模は

直径 8cm～ 35cm、 深さ4cm～ 20cmを測る。埋

土は、褐灰色上である。遺物は、どの柱穴から

も出土 していない。

これ らの柱穴の時期については、埋土が SP
183と 同じ事により15世紀以降と考えられる。

0              25cm

(S=1:10)

第17図  SP183測量図

H=34.10m

0                 1ocm

(S=1:3)

第18図  SP183出土遺物実測図
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束 本 遺 跡 6次

4.小結

本調査区では、弥生時代と中世の遺構 。遺物を検出した。

(1)層 位

本調査区では束本遺跡 4次調査で確認されたアカホヤ火山灰、AT火山灰を検出した。第Ⅲ層が

アカホヤ火山灰、第 V、 Ⅵ層がAT火山灰にあたる。第Ⅲ層は、調査区の北西部に厚さ4cm～ 10cm

が堆積する。束本遺跡 4次調査では、アカホヤ火山灰の下層から石器と焼上を検出している。本調

査区においては、アカホヤ火山灰である第Ⅲ層下層からの遺構・遺物は検出しなかった。しかしな

がら、束本遺跡 4次調査地から東側の火山灰の堆積状況を確認したことは一つの成果といえる。

(2)弥 生時代

本調査区で検出した弥生時代の遺構は、円形の大型住居 1棟、方形の中型住居 1棟である。なお、

住居規模の区分については、東本遺跡 4次調査の報告書に従った。

円形の大型住居 S B 101は 、幅0.50m～ 1.20mの 周堤帯をもつ直径10.00mの 住居である。南側が調査

区外のため未検出である。内部施設は 6本の主柱穴を検出し、住居内には二つの炉と考えられる土

坑がある。炉の構造は、炉 1が隅丸長方形で浅く、炉 2は不整形で深い。二つの炉は、異なる形態

を示 している。

方形の中型住居 S B 102は、埋土に多量の焼土が含まれるという特徴をもつ。遺物には土器片、石

器、管玉、鉄片がある。石器には、京都の鳴滝岩に類似する砥石が出土している。鉄片には、鉄器

制作中に生じる藝で切断されたと思われる三角状鉄片、二又状鉄片、棒状鉄片が出上している。こ

れら出土遺物よりS B 102は 、鉄器製作の工房址である可能性が高い。

この二つの住居の時期は、 S B 101・ S B 102と も弥生時代後期後葉から末葉の遺物が出上している。

よって住居の埋没時期を弥生時代後期末葉に時期比定でき、同時期に並存していたものと考えられる。

(3)中 世

調査区で検出した中世の遺構には柱床 S P 183が ある。柱穴内からは、完形の土師器不 1点が出土

している。遺物の出土状況から、柱穴内祭祀に関わるものであろう。
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遺物観察表 一凡例一

(1)以下の表は、本調査区の遺物の計浪I値及び観察一覧である。

遺物観察表は相原浩二、村上真由美、岩本美保が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について①

法  量  欄   ( ):推 定復元値。

調  整  欄   土器の各部位名称を略記。
例)口→口縁部、拡→拡張部、月同中→胴部中位、胴底→胴部～底部

胎土 。焼成欄   胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 3)→「 1～ 3 mmの砂粒 。長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表l SB101 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

1 甕
口径 (155)

残高 4.0
外反する口縁。口縁端部は面をもち、
2条の沈線を施す。

⑩ ナデ→施文
Θヨヨナデ

ナデ 橙色
石・長 (1～働
◎

9

2 甕
口径 (143)

残高 4,8
外反する口縁。口縁端部は肥厚す
る。口縁部端面はナデにより凹む。

⑩ ナデ

Θ煙)ハケ(10本/
cm)→ナデ

Эハケ(10A/m)
→ナデ
のナデ

にぶい褐色
にぶい橙色

石 (1～■)
長 (1～ 4)
◎

9

3 甕
口径 (13.5)

残高 3.4
外反する口縁部。口縁端部は面を
もつ。

ヨヨナデ
Эナデ
Dハケm本/前
→ナデ

にぶい橙色
長(D
◎

9

4 甕
口径 (14.8)

残高 45

口縁部は直口気味に立ち上がり、
端部付近で外反する。端部に1条
の沈線を施す。

⑭ ナデ
Эハケt休/m)
→ナデ

ハケ(10本 /cm)
→ナデ 橙色

石・長 (1～働
金
◎

9

5 姿
口径 (141)

残高 63

口豚部tよ外上方に開く。口稼潮もと
胴部の境は内外面とも明瞭な稜を
なす。

タタキ9～ 3本/cln)
Dナデ
⑩ハケ15～ 16本
/cm)

明赤褐色
にぶい赤褐色

石・長(1～0
◎

9

6 甕
口径 (144)

残高 6.0
口縁端部は丸く仕上げる。 タタキ0～体/clla) ナデ 聴

随
石。長(卜働
◎

9

甕
口径 (140)

残高 6.5
やや外反する口縁部。端部に面を
もつ。

タタキ(3本/cm)
→ハケは2本/cln)
(指頭痕あり)

Эハケ往0本/on)
Dハケ(5～ 6本/
cm)

にぶい黄橙色
橙色

長 (1～働
金
◎

9

甕
口径 (11,9)

残高 4.2
外反する口縁部片。口縁端部は指
押さえにより端部が凹む。

アヽケ(13本 /cm)
Dハケ仕3本//unl
Dハケ住3本/伽 )
→ナデ

浅黄橙
石粒(1～

"◎
9

甕
径

高

底

残
底端部を指でつまんでいることによ
りやや上げ底。立ち上がりをもつ。

⑩ハケ(8～ 9本/
cm)

⑬ナデ

ハケ0～ 9本 /cnl)
→ナデ

橙色
明赤褐色

石・長(1～→
◎

9

甕
径

高

底

残
丸味をおびた平底。底端部は突出
している。

ナデ(工具痕あり) ナデ(工具痕あり)
灰褐色
黒色

石.長 (1～3.5)
金
ω

9

甕
径

高

底

残
(28)
72 小
さな平底。底面にもタタキ痕あり。 タタキ(2～レ膨/c4)

ハケ0本 /cal)→
ナデ上げ(指頭痕
あり)

にぶい褐色
にぶい黄橙色

石。長(1～佛
◎

9

甕 残高 4.1 丸味のある尖底。 タタキ(2本 /c14)
ハケ(11本 /cm)
→ナデ

にぶい橙色
橙色
石。長(1～→
◎

9

霊

口径 (18.0)

残高 36
外反する口縁部破片。端部は丸味
をおびた面をもつ。

巨Dヨコナデ

Эハケ(4本 /cm)
→ナデ

ハケ(4本 /cm)→
ナデ

にぶい黄橙
石。長(1～動
◎
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SB1 01 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

笠

口径 (19.5)

残高 43
そり気味に外反する口縁。端部は
下外方に垂下する。

⑩ ヨコナデ

◎ハケ(6本/cm) ハケ(6本/cnl) 橙色
石・長但～→
◎

壺 残高 7.5
やや外傾する細長い頸部片。上に
■条、下に9条の横洗線文を施す。

ハケ(6本 /c14)
→ヘラミガキ
→施文

ナデ→工具による
なで上げ(指頭痕
あり)

掲色
明褐色

石・長 (1～

"◎

壺 残高
複合口縁。口縁拡張部片。櫛描波
状文を施す。

②ナデ→施文
⑪ヨコナデ

ハケ(10本/cm)
→ナデ にぶい橙

石・長(1～0
◎

士笙 残高 42 複合口縁。口縁拡張部片。
ハケ(6～ 7本/cm)
→ナデ

ハケ俗～7本/cm)
→ナデ 浅黄橙

にぶい橙
石。長 (1～9
◎

壷
口径 (16.9)

残高 3.1
複合口縁。国縁部に7条の櫛描波
状文を施す。

② ナデ→施文
⑬ ノヽケ(け /ヽm
→ナデ

ナデ 浅黄橙
石・長 (1～4)
◎

壺
口径 (153)

残高 3.2
複合口縁。無文。

⑩ ナデ
Θハケ0本/cln)
→ナデ

⑩ ナデ

咆Dハケ(9本 /
cm)→ナデ 騨唯

石・長 (1～劾
◎

霊

口径 (18.1)

残高 34
複合口縁。口縁部に8条の櫛描波
状文、接合部に2列の半裁竹管文
を施す。

②ナデ→施文
Эハケ(8本/cm)
→ナデ

ナデ
色
橙
橙
黄
黄
浅

石(1～0
長(1～動
◎

壺
口径 (120)

残高 40
複合口縁。口縁端部は丸味をおび
ている。無文。

ハケ(4本/cm)
→ナデ

ハケ(4本 /cm)
→ナデ にぶい橙色

長(1～9
◎

壷
口径 (13.0)

残高 8.6

複合口縁。無文。頸部は直立気味
に立ち上がり、拡張部ほ直立気味
に立ち上がりやや内湾する。

色リナデ
Эハケ(1赤/orl
→ナデ

ハケ(13本 /cm)
→ナデ 灰褐色

灰黄褐色

石。長(1～35)
金
の

士空
径

高

底

残
小さな平底。

アヽケ(7本/cm)
→ナデ

ハケ(8本/cm)
→ナデ 浅黄橙

にぶい黄橙
石・長但～D
◎

鉢
径

高

口

残
やや内湾気味に上外方向へ立ち
上がる。国縁端部は面をもつ。

竹つナデ
⑩タタキ謀/甑)
(指頭痕あり)

ノヽケ(4本/cm)
→ナデ 橙色

石・長 (1～9
◎

鉢
径

高

底

残
不安定な丸底。底部より上外方向
へ立ち上がる。

タタキ(3本/cm) ヘラミガキ
にぶい橙色
橙色

石・長 (1～0
◎

鉢
口径 (14,0)

器高 80
内湾気味に立ち上がる口縁。不安
定な丸底。

9ナ デ
⑩ヘラケズリ
→ナデ

ハケ(5～ 6本/cm)
→ナデ 浅黄橙色

石。長 (1～働
金
◎

鉢 残高 46 不安定な丸底。内湾気味に立ち上がる。

タタキ(3本/cm)
→ナデ

(指頭痕あり)

工具によるナデ
(指頭痕あり) 橙色

石。長 (1～働
◎

鉢
口径 (134)

残高 59 内湾気味に立ち上がる口縁。
⑩ ナデ

⑩ タタキ(2本/cm)
→ナデ

ナデ
浅黄橙色
橙色

石・長 (1～り
金
◎

鉢
径

高

口

器

(80)

5.6

底部より内湾気味に立ち上がる口縁。
端部は尖り気味に丸くおさめる。

③ナデ
延三Dハケ(9～ 10本
/cm)→ナデ

ハケ(9～10本 /cna) 橙色

く‐一
く‐一
◎

石
長

鉢
径
径
高

口
底
器

医部より内湾気味に立ち上がる国縁。
端部は尖り気味に丸くおさめる。小
さな平底。

⑩タタキ(4本 /cm)
→ナデ
Qナデ

ナデ 浅黄橙色
石・長(1～0
◎

鉢
径

高

底

残
小さな丸味をおびた平底。

⑩ハケ(6～■本/
cla)

⑬ナデ
ハケ6本/cm) 赤褐色

石・長位～労
金
◎

鉢
底径 (16)

残高 55
小さな丸味をおびた平底。

⑩ミガキ
〇ナデ 工具によるナデ

にぶい黄橙色
灰黄色

石・長 (1～9
金
◎

鉢

径
疫
Ｌ
島

口
底
器

底部より内湾気味に上外方向に立
ち上がる口縁。やや平らな丸底。

Θナデ
⑩タタキ(3本/c4)
Qナデ

ナデ
橙色
明赤褐色

ぐ１ゃ
金
◎

長

鉢
口径 (103)

残高 5.5
外傾する口縁部。口縁部内面に稜
をもつ。

0ナデ
◎ハケ

“

本/m)
→ナデ

③ハケ0本 /cm)
⑩ハケ(6本 /cm)
→ナデ

浅黄橙色
石・長 (1～0
◎

11

鉢
口径 (7.1)

残高 69
口縁は短くわずかに外傾する。端
部は丸味をおびている。

◎ナデ
⑩ハケ守本/clll) ナデ 明黄橙色

赤褐色

石・長 (1～働
金
◎

鉢 残高
肩を張る胴部から外上方へ開く口
縁部。

ハケ(6本/cm)
→ナデ ナデ

にぶい橙色
橙色

石・長 (1～り
◎

高邪
口径 (214)

残高 31
不部片。外反する国縁。口縁端部
は面をもつ。

⑩ ナデ
⑩ハケは2本/卿 )
→ヘラミガキ

ハケ(6本/cm)
→ヘラミガキ にぶい貢橙色

石・長 (1～鋤
◎

束 本 遺 跡 6次
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SB101 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

高邪
底径 (110)

残高 22 ゆるや
かに広がる裾部。

ハケ(8本/cm)
→ヘラミガキ ナデ

にぶい橙色
灰褐色

石・長 (1～射
◎

器台 残高 77 脚柱部片。円孔
の痕跡が4ヶ所残る。 ヘラミガキ

ハケは本/cm)
→ナデ 明赤褐色

長(1～ハ
◎

支脚
底径 (10.0)

残高 80 外に広がる裾部片。中空。
廼Dナデ
⑩タタキ(レ膨/Qnl

ナデ
にぶい黄橙色
褐灰色

石。長 (1～

"金
◎

支脚
径

高

底

器
やや凹みのある受け部。上げ底。 ナデ 強い指ナデ

にぶい黄橙
にぶい橙

石・長 (1～2)
◎

1区 の 調 査

表2 SB101 出土遺物観察表 玉類

番号 品種 遺存状態 材質,色
法  量

備考 図版
長さ(cm) 菫径 (cm) Fし径 (cm) 重量 (g)

小玉 完形 瘍詭
表3 SB101 出土遺物観察表 石製品

番 号 器種 残存 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

砥石 ほぼ完形 砂岩 16890

表4 SB101 出土遺物観察表 鉄製品

番 号 器種 遺存状態 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

鉄 鏃 ほぼ完形 鉄製 木片付着

鉄鏃 ほぼ完形 鉄製

鉄鏃 ほぼ完形 鉄製

鉄鏃 ほぼ完形 鉄製

錐 不 明 鉄製 2.453 木片付着

表5 SB102 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

(内画)
色調

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
回径 (17.8)

残高 2.7
外反する口縁。口縁端部は面をもつ。 ナデ(指頭痕あり)

ハケ(11本/cm)
→ナデ

浅黄橙色
にぶい黄橙色

石・長(1～9
◎

甕
径

高

底

残
口縁端部は肥厚し上方にのびる。

⑩ハケ(7本 /cm)
→ナデ
〇ナデ

ハケV本/cnl)
→ナデ
(指頭洟あり)

にぶい黄橙色
褐灰色

石。長 (1～0
◎

甕
口径 (13.4)

残高 3.7
平底。

⑩ ナデ
◎ アヽケ(7～8本/
cm)

ハケ(7～ 8木/cm) にぶい褐色
右・長は～働
金
◎

甕
径

高

底

残
小さな丸味をおびた平底。 ナデ ナデ(指頭痕あり) 橙色 勲

◎

甕
径

高

底

残
(30)

2.7
小さめの平底。 ナデ

ハケ(8本/cm)
(指頭痕あり)

褐灰色
にぶい黄橙色

石・長 (1～労
◎

壷
残高 3.2

頸部片。亥J目凸帯文。
◎ハケ9本/cm)
◎ナデ→施文 ナデ(指頭痕あり) に

ぶい橙色
石・長 (1～

"◎
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SB102 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壺 残高 3.1
複合口縁。口縁拡張部片。刺突文
が施される。

ヨコナデ
→施文

ナデ にぶい橙色
長徹)
◎

壺
径

高
口
竣
(7.8)

76
直口気味に立ち上がる頸部をもつ。
口縁端部は丸味をおびている。

⑭ ナデ
0ヘラミガキ ナデ

明褐色
にぶい橙色

石・長(1～動
◎

鉢

口径 (11.8)
底径  39
蒔
=事
 9q
やや内湾気味に立ち上がる口縁。
口縁端部は丸い。

ナデ ハケ9～ 8本/cm) 灰黄褐色
石・長(1～0
金
ω

鉢
口径

残高

外反する口縁。端部は丸味をおび
ている。肩部が張る。

國Dナデ
Эハケ0本/cm)
D′サ砲本/c耐→ナデ

◎ハケ(8本/cm)
⑩ハケ(8本/cm)
→ナデ

にぶい黄橙色
灰白色

石。長但～ハ
◎

鉢 残 高 偏球な胴部。
ハケ位0本/cm)
→ヘラミガキ

ハケ俗本/cln)
→ヘラミガキ

にぶい橙色
橙色

石・長(D
◎

鉢
口径 (22.5)

残高 9.6
外上方に大きく開く口縁部。

巨Dナデ
③′サt麻 /cm→ナデ
◎ヘラミガキ

ヘラミガキ
にぶい橙色
にぶい褐色

石・長 (1～り
金
◎

束 本 遺 跡 6次

表6 SB呵 02 出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質
法   量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 完形 結晶片岩

砥 石 完形
堆積岩

(京都・鳴滝岩 ?)
39.17

砥石 完形
堆積岩

(京都・鳴滝岩?)
152.60

砥 石 完形
堆積岩

(京都・鳴滝岩 ?)
29.52

砥石 1×2cmの破片 砂岩 (3.2) 7,75

表7 SB102 出土遺物観察表 玉類

番号 品種 遺存状態 材質・色
法  量

備考 図版
長さ(cm) 宣径 (cm)

'し
径 (cm) 重量 (g)

管玉 一部欠損
碧玉

暗オリーブ灰色

上

下
052

表3 SB102 出土遺物観察表 鉄製品

番号 器種 遺存状態 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

鉄鏃 鏃身部 鉄製 2,83

飽 切先のみ 鉄製 (27)

釣針軸 欠損 鉄製 228

鉄片 不明 鉄製 253

鉄片 不明 鉄製 木片付着

三角状鉄片 完形 鉄製

三角状鉄片 完形 鉄製
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SB102 出土遺物観察表 鉄製品

番号 器種 遺存状態 材質
法   量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

三角状鉄片 完形 鉄製

三角状鉄片 完形 鉄製 204

三角状鉄片 完形 鉄製 112

三角状鉄片 完形 鉄製

三角状鉄片 完形 鉄製

三角状鉄片 完形 鉄製

二又状鉄片 完形 鉄製 272

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不 明 鉄製

鉄片 不明 鉄製 204

鉄 片 不明 鉄製

鉄片 不明 鉄製 木片付着

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不 明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不 明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不 明 鉄製

鉄片 不明 鉄製 0.51

鉄片 不 明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不明 鉄製 050

鉄片 不明 鉄製

1区 の 調 査
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表9 SP183 出土遺物観察表 土製品

束 本 遺 跡 6次

SB102 出土遺物観察表 鉄製品

番号 器種 遺存状態 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

鉄片 不 明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

100 鉄片 不明 鉄製

鉄片 不明 鉄製 0.29

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不明 鉄製 0.07

鉄片 不 明 鉄製 木片付着

鉄片 不 明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

鉄片 不明 鉄製

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

`内

面Ⅲ
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

郵

宿
娠
里
居

口
底
器

11.3
7.2

3_0

底部より、上外方向へ立ち上がる。
口縁端部は丸い。不安定な平底。

Θヨヨナデ
◎回転糸切り
→板状圧痕

ヨヨナデ
(指頭痕あり) 灰白色

石・長 (1～跡
◎
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第 5章

束本遺跡6次調査地

-2区 の調 査 ―





第 5章  2区の調査
1.調査の経緯

2区は、 1区 から市道と水路を挟んだ東側に位置する。調査地の標高は東端で33.Om、 西端で

34.Omを測る。調査前の現況は、耕作地である。調査地の東側には、調査地を南北に縦断する水路と

畦道があり東西に分断されている。このことから2区は、水路と畦道より西側を 2西区、東側を 2

東区とに区分けを行い調査を行った。以下、作業工程を順次略記する。

2000(平成12)年 3月 6日  2西区、 2東区を重機による掘削を開始する。
3月 10日 重機による掘削を終了する。遺構検出作業を行い柱穴、土坑、自然

流路を検出する。

3月 13日 遺構検出状況の写真撮影を行う。
3月 14日 検出した中世の遺構の精査を行う。
3月 15日  S K201の遺構・遺物の測量作業と写真撮影を行う。

3月 17日 柱穴や土坑の完掘後、人力によって自然流路 S R201の掘削を開始する。
4月 12日  S R201の土層図作成を開始する。

4月 17日  S R201の掘削を終了する。

4月 18日 完掘状況の写真撮影を行なう。
4月 19日 ～ 4月 21日  2区の埋め戻 しを行い 2区の調査を完了する。

桑原稲

臨吾霊蓬醒麟 2区 3区
選

!峙

0                            1oom

第19図 調査区位置図
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束 本 遺 跡 6

X,92220

|

現代坑

西岸

SR201

一〇３鬱
―

次
　
　
．ｘ

2西区

――‐Y!‐65670

一 Y!‐6S660

一 Y:‐65650

一 Y:■65640

420図 遺構配置図
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2区 の 調 査

層仁と(第 21～ 23図、図版1作2)

調査区の基本層序は第 I層現代の耕作土、第Ⅱ層橙灰色土、第Ш層黒灰色上、第Ⅳ層暗灰色土、

第 V層茶褐色粘質土 (責色土がブロック状に混じる)、 第Ⅵ層黄色土 (上部に茶色上がブロック状
に混 じる)、 第Ⅶ層明灰色粗砂である。第Ⅱ層は現代の床土にあたり、調査区全域に見られる。第

Ⅲ層は層厚 5cm～ 20cmを測る。 2西区では全体に見られるが、 2東区では西側で途切れる。第Ⅳ層
は層厚 4cm～ 18cmを測る。 2西区の西側を除いた全域に見られ、中世の遺物を包合する。第V層、

第Ⅵ層はAT火山灰の 2次堆積層と考えられる。第Ⅶ層以下は砂礫層となっている。
遺構の検出は、基本的に第V層上面で行った。その結果、 2西区の北西部と 2東区の南東部を除
いた調査区のほぼ全域が自然流路 (SR201)上になる事が判明した。さらに 2東区においては、この

自然流路の埋土である①層黄灰色土の上面で遺構を検出した。 2東区で検出した遺構は自然流路 1条、

土坑14基、柱穴69基である。

H=3420m

H=3420m

H=34.20m
I 耕作土
Ⅱ 橙灰色土

皿 黒灰色土

Ⅳ 晴灰色土

V茶 掲色粘質土 (黄色土ブロック混 )
Ⅵ 黄色土 (上部に茶色土ブロック混)
Ⅶ 明灰色糧砂

① 黄灰色上 (SR201埋土)

2m

(S=1:40)

第21図  2西区西壁土層図
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束 本 遺 跡 6次

H=34.20m

SR201

H=34.20m

SR201

H=3420m

H=3420m

H=34,20m I耕作土
Ⅱ 橙灰色土

Ⅲ 黒灰色土

Ⅳ 暗灰色土

① 黄灰色土 (SR201埋土)

第22図  2西区南壁土層図

-38-



2区 の 調 査

H=33.30m

H=33,30m

H=33.30m

0                 2m

(S-1:40)

H=33.30m

H=33.30m
I耕作土
I橙灰色土
Ш黒灰色土

Ⅳ皓灰色土

Ⅵ 黄色土 (上部に茶色土ブロック混)

① 黄灰色土 (SR201埋土)

第23図  2東区東壁・南壁土層図

(S=1:40)
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束 本 遺 跡 6次

遺構と遺物

〔1〕 弥生時代～中世
この時期に該当する遺構は自然流路 1条である。

1)自 然流路 (SR)
S R201(第 24・ 25図、図版15-2・ 17)

S R201は、 2西区の北西部と2東区の南東部の一部を除いた調査区のほぼ全域を占める。第V層、

第Ⅵ層を切り北東方向から南西方向に向かって流れる。掘削は、調査上の都合により検出した流路

中央部を幅 4m程度の トレンチ状に掘削を行った。検出規模は幅37.50m、 深さは最深で1.50mを 測る。

土層は、上層から 1～ 3層に分層した。 1層は黄灰色上で層厚 6cm～ 24cmを測る。 2層は茶褐色

土で層厚 4cm～ 41clnを測る。 3層は砂礫層である。層厚は最大で130cmを測る。細砂・粗砂・砂礫・

微砂・粘質上で構成される。 3層中には、黒色粘土やブロック状となったAT火山灰が含まれる。

遺物は、 1～ 3層中で弥生時代～中世の遺物が出土した。 3層中からは弥生土器、須恵器、勾玉、

石器が出土している。 2層中からは須恵器、土師器、緑釉陶器が出土している。 1層中からは須恵器・

土師器が出土している。

3層出土遺物 (第2627図、図版18)

110～■9は弥生土器である。■0は底部片である。くびれる底部でやや上げ底である。調整は内外

面ともナデ調整である。底部内面に指頭痕を残す。■1は平底の底部。調整は内外面ともナデ調整で

ある。底部内面に指頭痕を残す。■2は底部片でやや内に凹む小さな平底。調整は内外面とも磨滅の

ため不明である。■3は平底の底部で器壁が厚い。調整は内外面ともナデ調整である。■4・ ■5は丸

みを帯びた小さな平底である。調整は内外面ともナデ調整である。■6はわずかに突出した小さな平

底である。調整は外面に工具によるナデ調整を施し、内面はナデ調整である。■7は高邦の脚部と郷

部の接合部片である。調整は内外面ともナデ調整である。■8は角付きの支脚片である。受部中央に

孔が穿たれる。調整は外面ハケのちナデ調整を施す。内面はナデ調整で指頭痕を残す。■9は円柱状

の支脚で受部は中央部が円形に凹む。底部には溝状の凹みが見られる。調整はナデ調整である。

120は土製の勾玉である。長さ4.Ocm、 径1.7cm、 孔径0.2cm、 重さ16.46gを測る。121は残存1/2の

石包丁で両端に狭りをもつものである。材質は緑色片岩製である。122・ 123は石鏃で材質はサヌカ

イトである。

124～ 134は須恵器である。124・ 125は必身で、124の受部は上方に短くのびる。立ち上がりは内傾

し口縁端部は尖り気味に丸くおさめる。色調は灰色を呈する。125の受部は水平に伸びる。口縁端部

は丸くおさめる。色調は灰白色を呈する。126は邦の口縁部片である。国縁端部は丸い。口縁端部内

面の直下に凹線が 1条巡る。色調は灰白色を呈する。127'128は高台付きのjThで ある。127の高台端

面は丸く、128の 高台端面は水平に接地する。129'1301よ 長頸壺である。129は胴中位の文様帯に刺

突文が施される。130の脚端部は外に肥厚する。端面は水平に接地する。131は脚付壺の脚部と考え

られるものである。脚端面は中央部が凹む。調整は内外面ともヨコナデ調整である。色調は灰白色

を呈する。脚端面は水平に接地する。132～ 134は甕である。132は外反して立ち上がる国縁部。口縁
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2区 の 調 査
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2区 の 調 査

端部近くで外に肥厚 して上方にのびる。口縁端部は丸 くおさめる。色調は外面が灰色、内面は灰白

色を呈する。133は外反する日縁部。口縁端部はやや肥厚し端面は丸 くおさめる。口縁部外面はカキ

メ調整が施される。内面は回転ナデ調整である。色調は外面が灰白色、内面は灰色を呈する。134は

外反する口縁部。口縁端部は肥厚 して丸い。口縁部外面はカキメ調整が施される。内面は回転ナデ

調整である。色調は外面が赤灰色、内面が明褐灰色を呈する。

2層出土遺物 (第28・ 29図、図版 19・ 20)

135～ 141は須恵器である。135は 不身である。受部は上方に短 くのびる。色調は灰色を呈する。

136は高邦で堺部と脚部の接合部片である。色調は灰色を呈する。137は壷の底部片である。高台端

部は丸みを帯びた面をもつ。色調は外面が鈍い黄橙色、内面は明褐色を呈する。138～141は不である。

138は輪高台。高台端面は丸い。色調は灰色を呈する。139の色調は外面が暗青灰色、内面は灰色を

呈する。140は推定底径7.3cmである。底部は糸切りである。色調は内外面とも灰白色を呈する。141

の底部はヘラ切りと思われる。色調は灰色を呈する。

142・ 143は近江系緑釉陶器である。142は胴部片で外面に沈線が施されている。143は底部片である。

高台底部内面に明瞭な段を有する。

144～ 147。 162～ 170。 181～ 183は土師器の椀タイプのものである。146。 181～ 183は内黒の上師器

椀である。146は推定口径14.9cmを 測る。口縁部が外反する。口縁端面は丸い。内面はヘラミガキさ

れる。181は 口縁部が外反する。口縁端部は丸い。内面はヘラミガキが看取 される。182は底部片で

高台端部は面をもつ。183は底部片で高台部が欠損する。内面はヘラミガキされる。180は瓦器椀で

ある。推定回径13.3cmを 測る。日縁端部近くの内面に沈線が巡る。

148～ 156・ 171～ 179は土師器邦である。底部の切り離しは148・ 150～ 153・ 156・ 172～ 174が回転

ヘラ切り、175'179が回転糸切りである。

157～ 161は土師器皿である。157～ 159は完形品である。157は口径9.3cm、 器高1.5cmを測る。調整

は内外面ともナデ調整。底部外面はナデ調整される。色調は内外面とも浅黄橙色を呈する。158は口

径10.3cm、 器高2.4cmを 測る。調整は内外面ともナデ調整である。底部の切り離しは回転ヘラ切りで

ある。159は口径10.Ocm、 器高2.lcmを 測る。調整は内外面ともナデ調整である。底部の切り離しは

回転ヘラ切りである。色調は内外面とも鈍い橙色である。160は推定口径7.7cm、 残高1.4cmを測る。

調整は内外面ともナデ調整である。底部外面もナデ調整される。色調は内外面とも灰白色を呈する。

1層出土遺物 (第 30図、図版20)

184は須恵器こね鉢の口縁部片である。口縁部は上方にのびて端部は丸い。調整は内外面とも回転

ナデである。色調は内外面とも灰白色、日縁部は暗灰色を呈する。

185～ 194は土師器椀である。185は外反する口縁部片である。調整は内外面とも摩滅のため不明で

ある。色調は内外面とも灰白色を呈する。186は口縁部片で、口縁端部は丸い。調整は内外面ともナ

デである。色調は内外面とも灰白色を呈する。187の高台端部は尖 り気味に丸い。調整は内外面とも

ナデである。色調は外面が鈍い橙色、内面は橙色である。188・ 189の高台端部は丸い。190は内黒の

土師器椀である。高台端部は丸い。色調は外面が灰白色、内面は黒色である。191の高台端部は丸い。

調整は内外面とも摩滅のため不明である。192の高台端部は丸 く、少し外に張る。調整は内外面とも
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2区 の 調 査

第27図 SR201 3層出土遺物実測図 (2)

0                                        20cm

(S=1:3)
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2区 の 1調 査
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束 本 遺 跡 6次

も5＼   イ96＼~石 97

Cm

(S=刊 :3)

第30図 SR201 1層出土遺物実測図

ナデ調整である。193の高台端部は丸い。色調は外面が灰白色、内面は淡黄色である。194は内黒の

土師器椀である。高台端部は丸い。調整は外面ナデ調整、内面はミガキが施される。色調は外面が

灰白色、内面は褐灰色を呈する。195は平高台である。調整は内面ナデ調整、外面はヨコナデ調整で

ある。底部調整は摩滅のため不明。色調は外面が橙色、内面は明黄褐色を呈する。196は底部内面の

中央部が盛り上がる。調整は内外面ともナデ調整である。色調は外面が淡黄色、内面は灰白色。197

は瓦器椀の底部片である。

時期 出土遺物より13世紀～14世紀には埋没したものと考える。

〔2〕 中世
中世の遺構は、 2東区の SRl埋 土上で検出した遺構である。検出した遺構は、遺物を出土する
ものが少ない。以下、遺物の出土があった遺構について記述する。

1)土坑 (SK)
S K201(第 31・ 32図、図版161)

S K201は、 2東区の南束部で検出した土坑墓である。平面形態は、円形を呈する。検出規模は直

径35cm、 深さは7cm～ 12cmを測る。土坑内の北側底部より、人間の歯牙を検出した。遺物は、完形

の土師器不が 2点出土している。

出土遺物 (第33図、図版20)

198は日径9.8cm、 底径 5。 3cm、 器高3.5cmを測る。口縁部は内湾 して立ち上がる。国縁端部は丸い①
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2区 の 調 査

底部の切り離しは、回転糸切 りである。199は口径9.8cm、 底径5.3cm、 器高2.9cmを 測る。口縁部は

内湾して立ち上がる。日縁端部は丸い。底部の切り離しは、回転糸切りである。

時期 出土遺物より15世紀と考える。

S K208 (第 31・ 34図 )

S K208は、調査区の北東部で検出した。遺構の北側は、現代の配水管が通るため掘削する事がで

きなかったため全容は不明である。平面形態は、東西に長い溝状を呈する。検出規模は東西6.78m、

南北の最長で1.50m、 深さ8cm～ 15cmを測る。埋土は茶褐色上である。遺物は、小片が多く図化で

きるものが少ない。

出土遺物 (第 35図 )

200は 羽釜の口縁部片である。日縁端部に隆帯が貼り付けられる。201は邦の底部片で底部の切 り

離しは回転糸切りである。

時期 出土遺物より13世紀と考える①

第31図  2東区遺構配置図
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束 本 遺 跡 6次

H=3260m

(S=1:10)

第32図 SK201測量図

(S=1:3)

第33図 SK201出土遺物実測図

S K204(第 31・ 34図 )

調査区の中央部東側で検出したものである。平面形態は、東西方向に長い隅丸長方形を呈する。

検出規模は長軸108cm、 短軸68cm、 深さ24cmを測る。埋土は茶褐色土と茶褐色砂質土 (黄色土混 じ

る)である。遺物は、土器片が数点出土したのみである。

出土遺物 (第35図 )

202は土師器椀である。推定口径■.6cmを測る。日縁部は外反する。口縁端部は丸い。色調は外面

が浅黄橙色、内面は橙色である。203は壼の底部片と考えられるものである。底部外面には糸切り痕

を残す。色調は灰白色を呈する。

時期 出土遺物より■世紀～12世紀と考えられる。

S K202(第 31・ 34図 )

2東区の中央部で検出したものである。平面形態は、円形を呈する。検出規模は直径40cm、 深さ

6cmを測る。埋土は茶褐色土である。遺物は古銭が出上している。

出土遺物 (第 35図、図版20)

205イよ「熙寧元賓」で初鋳年1068年である。

時期 出土遺物より■世紀後半以降。

2)柱穴 (SP)
S P218(第 31。 34図 )

2東区の北側で検出した柱穴である。平面形態は円形を呈する。検出規模は直径36cm、 深さ30cm

を測る。埋土は茶褐色上である。遺物は古銭が出土している。

出土遺物 (第 35図、図版20)

204は 1/2の残存である。残存する「通賓」の字体より「元豊通賓」と考えられる。初鋳年は1078年。

- 50 -



2区 の 調 査
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東 本 遺 跡 6次

201.202 SK208出 土

202.203 SK204 1亀 二L

204 SP218出 土

205 SK202出 E上

0                                        20cm

(S=1:3)

0                              5cm

(S=1:1)

出土遺物実測図第35図 SK208.204.202.SP218

時期 出土遺物より■世紀後半以降。

〔3〕 出土地点不明遺物 (第 36図 )
206～ 218は 、主に第Ⅳ層掘削時と 2東区の遺構検出時に出土 した遺物である。■世紀から15世紀

に比定される土器が出土した。

206は土師器椀の口縁部片である。207は瓦器椀である。208は土師器椀の底部片。内面はヘラミガ

キされる。209。 210は土師器椀の底部片である。211は土師器皿である。212は鍋である。口縁部は

屈曲して内湾気味に上方にのびる。胴部と口縁部境の外面には指頭痕を残す。推定口径32.3clnを 測る。

213は羽釜で胴中位部に鍔がつく。214は羽釜で口縁端部外面直下に隆帯が貼付 される。215～ 218は

羽釜にとりつく脚である。

遺物の時期は206・ 208～210が■～12世紀、207・ 211は 13世紀、212は 13世紀後半から14世紀前半。

213は 14世紀後半。214は 15世紀。215～ 218は 14～ 15世紀に比定される。

4.小結
(1)弥生時代～中世
この時代の遺構は自然流路 S R201である。S R201の最下層である3層は砂礫層で構成され、水
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束 本 遺 跡 6次

流を伴 う堆積層である。この 3層中からは弥生時代後期～ 8世紀代の遺物が出土 している。これら

の出土遺物よりS R201が機能していた時期は弥生時代後期～ 8世紀頃と考えられる。その後 2層の

茶褐色土が堆積するが、層中には砂層の堆積がみられず 2層堆積時には、S R201の機能は失われて

きたものと考えられる。 2層中からは、10世紀後半に比定される近江系緑釉陶器のほか、10世紀後

半～13世紀の遺物が出土している。このことから、 S R201は 10世紀後半頃にはその機能を失い、そ

して中世には完全に埋没してしまったものと考える。

(2)中世
2東区では、S R201の埋土上面で土坑や柱穴を検出した。遺物が出上し時期比定できるものはS

K201、 202、 204、 208、 S P218である。これらの遺構は、出土遺物より■世紀から15世紀に比定で

きるものであった。このうち15世紀の上坑墓であるS K201は平面形態が円形を呈し、規模は直径

35cmを測る。同様な遺構は、本調査地の北50mに ある桑原稲葉遺跡においても数基が検出されてお

り「首塚」と報告されている。このことから本調査地周辺には、この様な土坑墓が数多く営まれて

いる可能性が高いと考えられる。

遺物の出土がなかった遺構については、埋土色が茶褐色土と暗灰色土とに分けられる。茶褐色土

を埋土にもち時期比定できる遺構はS K202、 204、 208、 S P218が ある。これらの遺構の時期は、

■世紀後半～13世紀に比定される。そして暗灰色上を埋土にもつものには、S K201が あり15世紀に

比定される。このことから本調査地では、時期による埋土色の違いが確認できた。今後は、周辺で

調査された遺構の埋土色との対比を行いたい。
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遺物観察表 ―凡例―
(1)以下の表は、本調査区の遺物の計測値及び観察一覧である。

遺物観察表は相原浩二、村上真由美、岩本美保が作成した。

(2)遺物観察表の各掲載について

法 量 欄  ( ):推定復元値。
調 整 欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、拡→拡張部、胴中→胴部中位、胴底→胴部～底部

胎土。焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂。長 (1～3)→「1～ 34ullの砂粒。長石を合む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表10 SR201 3層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
底
残
(80)
6.9
くびれの底部。やや上げ底。 ナデ

ナデ
(指頭痕あり)

にぶい橙色
浅黄橙色

石。長位～り
多
◎

甕
径
高
底
残 平底。 ナデ

ナデ
(指頭痕あり)

淡黄色
浅黄橙色

石・長(1～0

◎

112 甕
径
高
底
残

やや内に凹む小さな平底。
わずかに立ち上がりをもつ。 摩減のため不明

摩滅のため不明
(指頭痕あり)

橙色
浅黄橙色

”鳳
多
◎

石

甕
径
高
底
残 平底。器壁厚い。 ナデ ナデ

明赤褐色
明褐灰色

石・長 (1～謝

◎

甕
径
高
底
残 丸味をおびた小さな平底。 ナデ ナデ にぶい橙色

長 (1)

◎

甕
径
高
底
残 丸味をおびた平底。 ナデ ナデ

浅黄橙色
灰白色

長 (1～9

◎

甕
径
高
底
残 わず力Wこ突出した幻味をおびた平底。工具によるナデ ナデ 浅黄橙色

橙色

石・長(1～9

◎

高邪 残高 5.4 円柱状の脚柱部。器壁は厚い。 ナデ ナデ
橙色
明赤褐色

長(1～働

◎

支脚
底径 (10.9)
器高 111 受

け部突起2ヶの内lヶ残存。中空。
ハケ

“

本/cm)
→ナデ

ナデ
(指頭痕あり)

にぶい橙色
褐灰色

１一
粒石．長く随
◎

支脚
径
径
高

口
底
器

受け部は中央に凹みをもつ。底部
は溝状の凹みが残る。

ナデ ナデ にぶい黄橙色
石。長(1～0

◎

l SR201 3層 出上遺物観察表 玉類

番号 品 種 遺存状態 材質・色
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 直径 (cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

勾玉 完形
製
色
土
橙
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表12 SR201 3層 出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質
法量

備考 図版
長さ(cml 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石包丁 1/2 緑色片岩 (5,5) 30.52

122 石鏃 一部欠損 サヌカイト

123 石鏃 約2/3 サヌカイト 067

束 本 遺 跡 6次

雰こ13 SR201 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

jTN身 口径 (11.2)
残高 30

やや上方に短くのびる受部に内傾
する立ち上がり。口縁端部は、尖り
気味に丸い。

回転ナデ 回転ナデ 灰色 長 (1)

125 不身
口径 (14.7)
残高 4.1

短く水平な受部。内傾する立ち上が
り。口端部は、丸い。焼きが甘い。

回転ナデ 回転ナデ 灰白色
石 (1～動
密
∩

郵
口径 (13.2)
残高 2.8

外傾する口縁。口端部は丸い。内
面上方に凹線が1条。

回転ナデ 回転ナデ 灰白色 即密
◎

lTh
径
高
底
残

高台付。高台端部は丸い。焼きが
甘い。

ナデ ナデ 灰白色 勲多
∩

邪
径
高
底
羨
(9,9)

■2
高台付。高台端面は水平に接す
る。

回転ナデ 回転ナデ 灰白色
桓砂
密

◎

傲

期
壺
残高

扁球形の胴部。胴中位に2条の凹
線。凹線の間に刺突文。

回転ナデ
→施文

回転ナデ 灰白色
微砂粒
黒い石粒
∩

期
壷
底径 (100)
残高 5,7

端部は面をもち水平に接する。 回転ナデ 回転ナデ 灰自色
粒砂
密
◎

微

壷
口径 (10.2)
残高 22

脚付壷。脚端面は水平に接し凹み
をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ 灰白色
長 (1～0
密
◎

甕
口径 (21.3)
残高 56

口縁部は外反して立ち上がり、端部
はやや打巴厚する。

ヨコナデ ヨコナデ
灰色
灰白色

ｔｌ々
密
◎

石

甕
口径 (150)
残高 32

口縁部は外反して立ち上がり、端部
は丸く肥厚する。

Θ回転ナデ
⑬カキメ

回転ナデ
灰白色
灰色

長 (1～ 2
密
◎

甕
口径 (210)
残高 4.3

口縁部は外反して立ち上がり、端部
は肥厚し下方にのびる。

◎回転ナデ
⑪カキメ

回転ナデ
赤灰色
明褐灰色

長 (1)
黒い石粒
ω

表14 SR201 2層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

jTN身 残高 25 受部は、上方に短くのびる。端部は
丸い。

回転ナデ
回転ナデ
ーヨコナデ

灰色
長 (1～9
密
◎

136 高 lTN 残高 2.8 邪と脚の接合部片。
①回転ヘラケズリ
⑩回転ナデ

回転ナデ 灰色
石徹～→
◎

笠
底径 (75)
残高 3.3

高台付。端部は丸味をおびた面をも
つ 。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい黄橙色
明褐色

石・長 (細粒)
金
∩

邪
径
高
底
残 高台付。高台端面は丸い 回転ナデ 回転ナデ 灰 色

長 (1)
密
◎

ITN
底径 (76)
残高 2.3 高台付。

回転ナデ 回転ナデ
暗青灰色
灰色

く‐一
ぐ‐一
ω

石
長

邦
径
高
底
残 平高台。内湾気味に立ち上がる。

⑪回転ナデ
⑥糸切り

回転ナデ 灰白色
石・長 (1～
密
◎

不
径
高
底
残 平高台。

∪回転すテ
Θ回転ヘラ切り
(工具痕あり)

回転 ナデ 灰色
長 (1)
密
の
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SR201 2層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

椀 残高 3.5 内湾気味
に立ち上がる。外面に2条

の沈線を施す。近見産。
ヘラケズリ ナデ 緑色

微砂粒
密
◎

近江系
緑釉

椀
径
高
底
残
(7.2)

16
高台付。内面に1条の沈線を施す。
高台端部に段をもつ。近見産。

ヨヨナデ ヨコナデ 緑色
微砂粒
密
◎

近江系
緑釉

椀
口径 (10,7)
残高 2.7

口縁部はわずかに外反し、端部は
丸 持 。ヽ

ヨコナデ ナデ
にぶい橙色
明褐灰色

粒砂
密
◎

微

椀
口径 (155)
残高 2.4

口縁部はわずかに外反し、端部は
丸い。 摩滅の為不明 摩滅の為不明 灰白色

微砂粒
○

椀
口径 (14.9)
残高 4.8

黒色土器。口縁部は外反し、端部
は丸い。

ヨコナデ ◎ヨコナデ
⑪ヘラミガキ

淡黄色
灰色

石。長 (1)
◎

椀
径
高
底
残

平高台。高台端部はわずかに外に
突出する。

⑩ナデ
◎回転ヘラ切り
(板状圧痕あり)

ナデ にぶい橙色
石・長 (1)
◎

不
径
高
底
残 平底。

⑩ナデ
⑥回転ヘラ切り
(板状圧痕あり)

ナデ 橙色
微砂粒
◎

不
底径 6.4
残高 19 平高台。

⑩ナデ
⑥摩減の為不明

ナデ
(指頭痕あり)

橙色
石。長 (1～劾
◎

不
径
高
底
残 丸味をおびた平底。

⑪ナデ
⑥回転ヘラ切り

ナデ
にぶい橙色
橙色

Ｑ
粒
長
色
∩

石．
褐

イ
径
高
底
残
(74)
1.5
平高台。 嵯］的

ナデ 橙 色
長(1～ 2)
◎

邦
径
高
底
残
(60)
18 平高台。 嵯］的

ナデ 橙色
微砂粒
◎

不
径
高
底
残
(6.7)

1.8
平高台。高台端部は丸い。

⑪ナデ
⑥回転ヘラ切り

ヨコナデ にぶい橙色 副醐◎
邪
径
高
底
残 平高台。 摩減の為不明 ヨコナデ 灰自色

微砂粒
◎

155 邪
径
高
底
残
(65)
2.2
平高台。 摩減の為不明 摩減の為不明 灰白色

微砂粒
◎

邦
底径 (6.0)
残高 27 平底。底部より外傾して立ち上がる。

⑩ヨコナデ
⑥回転ヘラ切り

ヨヨナデ 黄橙色
石・長 (1～

"褐色粒
◎

157 皿

径
径
高

口
底
器

丸味をおびた平底。ゆるやかに外傾
して立ち上がる。口縁端部は丸い。

ナ デ ナデ 浅黄橙色
微砂粒
◎

158 皿

径
径
高

口
底
器

丸味をおびた平底。外傾して立ち上
がる。縁部は丸い。

◎ナデ
⑥回転ヘラ切り

ナデ 浅黄橙色
tl。長 (1,
金、褐色粒
◎

皿

径
径
高

口
底
器

丸味をおびた平底。口縁はわずか
に外反する。

◎ナデ
⑤回転ヘラ切り

ナデ にぶい橙色
微砂粒
◎

皿

口径 (77)
底径 (4.2)
残高 14

丸味をおびた平底。口縁端吉臣わ嗽 。ヽナデ ナデ 灰白色 艶
◎

皿
口径 (90)
残高 1.0

土師皿の口縁部片。端部は丸い ナデ ナデ にぶい黄橙色
石・長 (1)
◎

椀
口径(186)
残高 31

口縁は外傾して立ち上がる。口縁
内面にナデによる凹線が巡る。

ナデ ナ デ 灰白色
微砂粒
○

椀
口径 (181)
残高 2.6

外傾して立ち上がる口縁部片。端
吉トイよ九い 。ヽ

ナデ ナデ
灰黄褐色
明褐灰色

微砂粒
◎

椀
口径 (14.8)
残高 3.0 内湾気味

に立ち上がる口縁部片。
Θナデ
⑪ヘラミガキ

ナデ
灰黄褐色
灰白色

微砂粒
◎

椀
径
高
底
残 高台付。高台端部は丸い ヨヨナデ ナデ 浅黄橙色

石。長(1～労
◎

2区 の 調 査
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SR201 2層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

椀
径
高
底
残

高台付。高台端部は丸い。底部より
ゆるやかに内湾気味に立ち上がる。

ヨコナデ ヘラミガキ
にぶい橙色
浅黄橙色

微砂粒
◎

椀
径
高
底
残 高台付。高台端部は丸い ヨコナデ ヨコナデ

にぶい黄橙色
灰黄褐色 石く‐．２副◎

168 椀
径
高
底
残 高台付底部片。高台端部は丸い 摩滅の為不明 摩滅の為不明

色
色
橙
灰
淡
褐

石。長 (1)
◎

椀
径
高
底
残 高台付。高台端部は面をもつ。

⑪ヨコナデ

⑥ナデ
ヘラミガキ 淡黄色

微砂粒
◎

170 椀
径
高
底
残 高台付。高台端部は丸い 摩減の為不明 摩減の為不明

灰白色
浅黄橙色

長 (1)
褐色粒
∩

杯
径
高
底
残

平高台。
⑪ナデ

⑧回転ヘラ切り
ナデ 褐灰色

石・長 (1～鋤
◎

172 杯
径
高
底
残 平高台。回転ヘラ切り痕が顕著。

⑪ヨコナデ

⑥回転ヘラ切り
ナデ

浅黄橙色
灰白色

微砂粒
◎

杯
径
高
底
残 平底。回転ヘラ切り痕が顕著。

⑪摩減の為不明

⑥回転ヘラ切り
摩減の為不明 橙色 勲金０

杯
径
高
底
残 平高台。

⑪ナデ

⑥回転ヘラ切り
ヨコナデ

にぶい橙色
にぶい赤橙色

長 (1)
黒い石粒
◎

杯
径
高
底
残

平高台。底部より外反気味に立ち
上がる。

⑮ナデ

②回転糸切り
ナデ 灰白色

１一
粒石．長く随◎

杯
径
高
底
残 平高台。外傾して立ち上がる。 ナデ ナデ 灰白色

長 (細粒)
◎

杯
径
高
底
残
(6.5)

2.5

平高台。ゆるやかに内湾しながら
立ち上がる。

摩滅の為不明 摩減の為不明 灰白色
砂粒 (1)
褐色粒
◎

杯
径
高
底
残

平高台。 摩減の為不明 摩滅の為不明
灰白色
淡黄色

石・長 (1～

"○

179 杯
径
高
底
残 平底。回転糸切りが顕著。

⑪ナデ

⑥回転糸切り
ナデ

明褐灰色
灰白色

石。長但～

"◎

瑞
椀
口径 (13.3)
残高 4.8

内湾気味に立ち上がる口縁。
口縁内面に1条の沈線が巡る。

ナデ ナデ 灰色
微砂粒
◎

椀
口径 (13.1)
残高 3.9

黒色土器。外反する口縁。端部は
丸い。

ナデ
◎ナデ

⑪ヘラミガキ
黒色

長徹～働
◎

椀
径
高
底
残
(72)
1,7

黒色土器。高台付。高台端部は面
をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ
灰白色
黒色

微砂粒
◎

椀 残高 14 黒色土器。高台部分が欠損した底
部片。

ナデ ヘラミガキ
浅黄橙色
黒色

微砂粒
◎

表15 SR201 1層 出土遺物観察表 土製品

束 本 遺 跡 6次

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

こね鉢
口径 (225)
残高 3,9

東播系のこね鉢の回縁部分。
外傾する立ち上がり。口端部は肥
厚し直口して立ち上がる。

回転ナデ 回転ナデ 灰白色
長 (1)
◎

椀
口径 (16.9)
残高 27 外反して立ち上がる口縁部片。 摩減の為不明 摩滅の為不明 灰白色 勲

○
椀
口径 (12.2)
残高 4.3

外傾して立ち上がる口縁部片。
端部は丸い。

ナデ ナデ 灰白色
微砂粒
◎

椀
径
高
底
残

高台付。高台端部は尖り気味に丸
tヽ。

ナデ ナデ
にぶい橙色
橙色

微砂粒
◎
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表17 SK208出 土遺物観察表

表18 SK205出 土遺物観察表 土製品

2区 の 調 査

SR201 1層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

(内面)
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

椀 ・
６，

・
８

径
高
底
残 高台付。高台端部は丸い ナデ ヨコナデ 灰白色

長 (細粒 )
金
◎

189 椀
り
８

径
高
底
残 高台付。高台端部は丸い。 ナデ ナデ

にぶい橙色
にぶい黄橙色

長(1～ 3)
◎

椀
底径 (761
残高 2.3

黒巴工希。尚百1V。 局百踊苫
"ほ

丸
�ヽ。底部外面は強いヨコナデイこより
凹凸がある。

ヨヨナデ ナデ 聴絶
石・長 (1～劾
金
◎

椀
径
高
底
残

(6.7)

1.8
高台付。高台端部は丸い。 摩滅の為不明 摩滅の為不明

灰白色
淡黄色

微砂粒
△

椀
底径 (6.8)
残高 2.4

高台付。高台端部は丸く、少し外に
張る。

ナデ ナデ 灰白色
長 (1～ 2)
◎

椀
Ｄ

・
０

径
高
底
残 高台付。高台端部は丸い。 摩滅の為不明 摩減の為不明

灰白色
淡黄色

微砂粒
△

椀
６
．
０，
加

径
高
底
残

黒色土器。高台付。高台端部は丸
い 。

ナデ ミガキ
色
色
白
灰
灰
褐

石。長 (細粒)
◎

イ
ａ
つ

径
高
底
残 平高台。 ⑩ナデ

Θ摩減の為不明
ヨコナデ 橙色

明黄褐色
微砂粒
◎

196 邦
径
高
底
残 平底。底部内面中央が盛り上がる。 ナデ ナデ

淡黄色
灰白色

II・長 (1,
褐色粒
◎

瑞
椀
底径 (4.4)
残高 11 高台付。高台端部は丸い。 ヨコナデ ナデ 褐灰色

微砂粒
◎

表16 SK201出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

198 邪
径
径
高

口
底
器 戴祭謁終∫外面

イ圭室為号雫亀据櫻Θ⑩ヨコナデ
⑥回転糸切り

ヨヨナデ 浅黄橙色
橙色 勲◎

199 郭

径
径
高

口
底
器
罫層昇縄瑞 盤鶴翠規穣
線が明瞭。

◎⑩ヨコナデ
⑥回転糸切り
(続伏麒 あり)

ヨコナデ 橙色 則
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

】】台含 ・
３

５

２０

３
．

径
高
口
残 鶏謝醜翻 1亀鶴 餅Ⅵ予

られる。
ナデ ナデ 橙色

石。長(1～2)
◎

邦 ・
２，

・
３

径
高
底
残 平底。 ⑩ヨコナデ

Θ回転糸切り
ナデ にぶい橙色

微砂粒
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

椀
口径 (116)
残高 3.3

稜をもって外反する口縁部。口端部
は丸い。 摩減の為不明 摩滅の為不明

浅黄橙色
橙色

石。長 (1)
◎

203 壷
径
高
底
残 小さな平高台。 ⑥糸切り ナデ 灰白色

石但～動
褐色粒
ω

表19 SP218出 土遺物観察表 銭貨

番号 銭  名 初鋳年 銭 (mm) 了し(mm) 内側 (mm) 外縁 (mm) 重量 (g) 備考 図版

元豊通賓 】ヒ身に1078 順読
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表20 SK202出土遺物観察表 銭貨

番号 銭  名 初鋳年 銭(mm) 了し(mm) 外縁厚(mm) 内側厚(mm) 重量 (g) 備考 図版

熙寧元賓 】ヒ)に 1068 順読

束 本 遺 跡 6次

表21 出土地点不明遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

椀
口径 (15.4)
残高 2.3

外傾する口縁部片。口端部は丸い。ナデ ナデ
淡黄色
灰自色

微砂粒
◎

瑞
椀
口径 (14.4)
残高 35

口縁部片。わずかに内湾する立ち
上がり。口端部は丸い。

ナデ ナデ
灰白色
灰色

微砂粒
◎

椀
径
高
底
残 高台付。高台端部は丸い。 回転ナデ ヘラミガキ 浅黄橙色

微砂粒
黒い石粒
∩

209 椀
径
高
口
残 高台付。高台端部は丸い。 摩滅の為不明 摩滅の為不明 灰自色 勲

◎
210 椀 残高 1,7 高台付。高台端部は欠損。 ナデ ナデ

灰白色
淡黄色

石 (細粒 )
長 (1～ 3)
◎

211 皿

凱
ａ
ｌ
．

径
径
高

口
底
残

平底。外傾する口縁。
口端部は丸い。

Θナデ

⑧回転糸切り
ナデ

浅黄橙色
にぶい責橙色 艶◎

鍋
口径 (32.3)
残高 4.4

稜をもって、わずかに内湾しながら
立ち上がる口縁。口端部は丸い。

ナデ
(指頭痕あり)

◎ヨコナデ
⑪摩減の為不明 聴髄

石・長 u～働
多
◎

】】台占 残高
胴部より水平にのびる鍔。鍔端部は
丸い。

ナデ
(指頭痕あり)

ハケ(8本 /cm)
→ナデ
r指雨痛ぁb)

にぶい橙色
石・長徹～働
多
の

】】台盛
口径 (23.2)
残高 2.2

口縁部片。内傾した口縁。外面の
口縁端部に隆帯が貼付される。

ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄褐色
石・長住～0
◎

可可竃朕 残高 土師質。脚部。 ナデ にぶい黄橙色
石。長位～9
褐色粒
∩

可可台B 残高 土師質。脚部。 ナデ ナデ にぶい橙色
411・ す莞(1～ Z,
多
◎

】可台占 残高 土師質。脚部。 ナデ
にぶい黄褐色
にぶい褐色

石。長位～0
◎

可】台朕 残高 土師質。脚部。 ナデ 橙色

411° す鵞(1～3,
多
◎
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桑原遺跡2次調査地





第 6章 桑原遺跡 2次調査地

1.調査の経緯
桑原遺跡 2次調査地は、調査対象地の最東端にあたり標高は38.50mを 測る。一連の調査地の中では、

標高が最も高い調査地となる。調査前の現況は果樹園であった。調査面積は230m2で ぁる。以下、調

査工程を記す。

1999(平成■)年 11月 29日

11月 30日

12月 1日

12月 2日

12月 3日

12月 6日

12月 8日

12月 9日

12月 10日

12月 13日

0                            100m

(S=1:2,000)

第37図 調査地位置図

重機による表土の剥ぎ取 りを開始する。

人力によって遺構検出作業を開始する。同日、清などの遺構を検出し、

検出作業を終了する。

遺構検出状況の写真撮影を行う。遺構の掘り下げを開始する。

測量用の仮杭を設定する。

SKl、 SD2、 SD3の 遺構測量を行う。
SDl遺物検出作業を開始する。
SDlの 遺物測量図を作成する。
SDl遺物出土状況の写真撮影後遺物の取り上げを行う。
国土座標軸の設定を行う。 5mメ ッシュのグリッドを設定する。グリッ

ド名称は北から南へA、 B、 C・ ・ 。とし、西から東へ 1、 2、 3・ ・・

とした。同日、調査地と調査区の測量を行う。

SK2の 掘り下げと遺構 。遺物の波I量を行う。
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桑 原 遺 跡 2次

12月 14日  SK2の 土層図を作成し、ベル トの撤去を行う。
12月 15日  SXlの 測量を行う。
12月 16日  遺構 。遺物の測量を全て終了、調査区内の清掃を行う。
12月 17日  遺構完掘の写真撮影を行い、現場調査を終了する。

2.層位 悌39図 )
調査地の基本層位は第 I層灰色土、第Ⅱ層黄橙色土、第Ⅲ層明灰色土、第Ⅳ層黒褐色土、第V層

橙黄色土である。第 I層は、現代の耕作土である。層厚は■cm～ 30cmを測る。第Ⅲ層は、水田床土

である。層厚は 3cm～ 8cmを測る。第皿層は中世から現代の遺物を包含する。層厚は 2cm～ 9cm

を測る。第Ⅳ層は、第Ⅲ層以上に削平されるため部分的に遺存する。層厚は 2cm～ 4cmを測る。第

V層以下は、地山と呼ばれる層である。遺構の検出は、この第V層上面で行った。本調査地ではア

カホヤ火山灰、AT火山灰は検出していない。

的一Ｓ

H=38.80m

≡≡≡≡≡≡≡喜軍≡≡三≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡垂≡≡≡≡≡≡≡三重三三五正三三≡重≡≡≡≡三
=岳

H=38.80m

灰色土 (耕作土 )

黄橙色土 (床土 )

明灰色土

黒褐色土

橙黄色土

黄色土 (固 くしまる)

(S=1:40)

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

2m
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桑 原 遺 跡 2次

3.遺構と遺物
検出した主な遺構は土坑 (SK)2基 、溝 (SD)3条 、性格不明遺構 (SX)1基 である、倒
木痕跡 (倒木)3基 である。出土遺物は土師器、須恵器、瓦器、陶磁器が出土している。検出した
遺構のうち、出土遺物から時期の判るものに溝 SDl、 土坑 SK2、 性格不明遺構 SXlが ある。
〔1〕 中世
1)溝 (SD)
SDl(第 40図、図版22・ 23-1・ 24‐1)
SDlは 、調査地を北東方向から南西方向へのびる溝である。調査区の南壁近くで、西側がテラ
ス状となり幅が広がっている。検出規模は長さ■.20m、 幅1.25m～ 3.35m、 深さ0.32m～ 0.50mを 測る。

埋土は、清底に粗砂層が厚さ3cm～ 4cm堆積し、その上には黒色土が雄積している。出土遺物は粗

砂層と黒色土中から須恵器、瓦器、土師器、石器が出土している。

出土遺物 (第 41。 42図、図版26)

219～222は土師器椀である。219は推定回径13.4cmを 測る。口縁部は短く外反する。日縁端部は丸

い。内面はヘラミガキされる。220は推定回径16.4cmを測る。221は底部片である。底部外面に糸切

り痕を残す。222は底部片で内面にヘラミガキを施す。

224・ 225は 内黒の黒色土器である。共に底部片で内面にヘラミガキが施される。

226～ 229は土師器 lThである。底部の切 り離しは226・ 227。 229が 回転糸切り、228は 回転ヘラ切 り

である。

230～232は土師器皿である。230は口径8.7cm、 器高1.6cmを 測る。内面には煤が付着する。底部の

切り離しは回転糸切りである。231は小片で、底部の切り離しは回転糸切りである。232は推定口径8.4m、

8,4cm、 器高1.4cmを測る。底部の切り離しは回転糸切りである。

223・ 233～244は瓦器椀である。233～ 235の高台端部は面をもつ。236～ 239は 口縁部片である。

240～ 244は底部片で、240。 241・ 243の高台端部は面をもつ。242の高台端部はわずかに面をもつも

のである。244の内面見込み部には斜格子状の暗文が施される。

245は瓦器皿である。推定口径9,Ocm、 器高1.3cmを測る。底部外面に指頭痕を残す。

246～248は須恵器である。246は長頸壼の頸部片である。247は壷の底部と思われる。248は壷と思

われるが口縁部と底部が欠失し全容は不明である。

249'250は 自磁碗である。249は口縁部片で口縁は玉縁となる。250は底部内面見込み部に沈線を

施している。

251は羽釜である。口縁部はやや内湾気味に上方にのびる。口縁端部は丸い。鍔は口縁端部より下

方に貼付される。

252は石鏃である。残長1.5cm、 厚さ0。3cmを測る。材質はサヌカイト製。

時期 ■世紀～13世紀に,ヒ定される遺物が出土 している。出土 した瓦器椀は12後半～13世紀の様
相を示す。このことからSDlは 13世紀代に埋没したものと考えられる。
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桑 原 遺 跡 2次

Hく購180m

A

ｍ

］一Ｂ

1黒色土
2魔ヨ糧砂
3黒色粘質土|

第中国 SDl 測量図
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桑 原 遺 跡 2次
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桑 原 遺 跡 2次

＼

ヽ

―

―

ユ

ヤ

246

10cm

(S=1:3)

252

珍

0              2 5cm

(S=1:1)
第42図 SDl 出上遺物実測図 (2)

2)土 坑 (SK)
SK2(第 43図、図版22-1。 23‐2。 24‐ 1)
SK2は 、SDlを 切って掘られる。平面形態は東西に長い楕円形を呈する。断面形態はすり鉢
状である。西側にはテラス部がある。検出規模は、長軸2.45m、 短軸1.50m、 深さ0.66mを 測る。埋

土は、 3層に分層される。土坑最下層の埋土は、黒色粘質土である。土坑埋土からは、瓦器椀、土

師器椀、土師皿、白磁片が出土している。

出土遺物 (第44図、図版25)

253は土師器椀である。内湾して立ち上がる国縁部で回縁端部はやや肥厚し丸くおさめる。調整は

内外面ともヨコナデである。底部外面に回転糸切り痕を残す。

254は鉢タイプのもので口縁部は屈曲して短く上方にのびるものである。

255。 256は土師器皿である。底部の切り離しは回転糸切 りである。

257～263は瓦器椀である。257～260は底部が欠失する。259の器壁は厚い。261～263は底部片であ

る。263の底部内面には斜格子状の暗文を施している。

風―医
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桑 原 遺 跡 2次

的一Ａ

1黒褐色土に黄色土混じる 4黒色土 (SDl埋土 )
2黒褐色粘質±     5灰 色粗砂 (SDl埋土 )

3黒色粘質±      6黒 褐色土に灰色土混じる(SXl埋土 )

0                    2m

(S=1:40)

第43図  SK2 測量図

264。 265は瓦器皿である。264は ほぼ完形に近いもので口径 9.2cm、 器高2.Ocmを測 る。265は口縁部

片で推定口径9,lcm、 器高 1.5cmを 測 る。

266は白磁碗の口縁部片である。口縁部は薄い玉縁となる。底部内面に見込み部に沈線を巡 らす。

時期 出土 した遺物より12世紀後半～13世紀 と考える。

3)性 格不明遺構 (SX)
SXl(第 38。 43図 )
SXlは 、調査地東側で検出した。上層観察からは、SDlを 切っているものと思われる。東西
方向に長く、平面形態は不整形である。埋土は、黒褐色土 (灰色土が混 じる)である。検出規模は

長軸9.7m、 短軸2.75m、 深さ0.04m～ 0,10mを測る。埋土中より土師器、瓦器、自磁が出土している。

出土遺物 (第46図、図版25)

267・ 268・ 270。 271は土師器椀の底部片である。272～ 274は土師器 lTNの底部片である。269・ 275

～277は瓦器椀の底部片である。278は白磁碗の回縁部片で、国縁部は玉縁である。

時期 出土した遺物より13世紀と考える。

〔2〕 その他の遺構と遺物
遺物の出土が無かった遺構である。溝、土坑、倒木跡がある。
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桑 原 遺 跡 2次
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第44図 SK2 出土遺物実測図

1)溝 (SD)
SD2(第 38図 )
SD2は 、調査地の北西部で検出した。検出規模は長さ6.40m、
測る。埋土は、黒色上の 1層である。遺物は出土していない。

時期 出土遺物が無いため不明。

2)土 坑 (SK)
SKl(第 45図 )
平面形態は、楕円形を呈する。規模は長軸

1,90m、 短軸 1.00m、 深さ0.10m～ o.14mを 測

る。弥生土器片が 1点出土した。

時期 明確な遺物がないため不明とする。

3)倒 木跡 (倒木 )
倒木 1～ 3(第 38図 )

本調査地では、倒木跡 3基を検出した。平

~~255

~:L62

0                   1ocm

(S=1:3)

幅0.36m～ 0.56m、 深さ0.10mを

m

(S=1:40)

第45図 SKl 測量図

⑦

・

黒色土

Ｅ
ｏ
Φ
∞
Φ
＝
〓
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桑 原 遺 跡 2次

第46図 SXl出土遺物実測図

0                  10cm

(S=刊 :3)

と`豊≦を9               脱82

0                   10cm

(S=1:3)

第47図 出土地点不明遺物実測図

面測量を行い位置図の記録だけにとどめた。

4)出土地点不明遺物 (第47図 )
279～ 280は表土掘削時に出土したものである。279は土師器椀。280は瓦器椀。281は瓦器皿。282

は瓦質の羽釜。288は東播系こね鉢である。

4. /Jヽ茄吉

今回の調査では、中世の遺構や遺物を検出した。検出した遺構のうち、注目されるものに土坑 S

K2と溝 SDlが ある。これらの遺構からは、12世紀後半～13世紀代の土器が出土 している。この

ことより、調査地周辺には該期の集落が営まれていたものと考えられる。今後は、桑原地区におけ

る中世集落の構造解明が課題である。また、 SK2と SDlは 切り合い関係が認められた。土層断

面の精査により、SDlが 埋没したのちSK2が 掘られたものである事を確認 した。このことから、

SK2と SDと から出土した遺物は、松山平野における12世紀後半～13世紀代の貴重な資料といえる。
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桑 原 遺 跡 2次

遺物観察表 ―凡例―

(1)以下の表は、本調査区の遺物の計測値及び観察一覧である。

遺物観察表は相原浩二、村上真由美、岩本美保が作成した。

(2)遺物観察表の各掲載について

法  量  欄  ( ):推 定復元値。
調  整  欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、拡→拡張部、胴中→胴部中位、胴底→胴部～底部
胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母。
( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 3)→「 1～ 3 mmの砂粒・長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表22 SDl出 土 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

椀
口径 (134)

残高 4.9 自濠脇 げ
る。外反するヨコナデ ヘラミガキ

淡貢色

灰自色

長 (1)

◎

椀
口径 (164)

残高 45 客獅も稲筈女ポβ
。口端部はヨコナデ ヨコナデ 灰白色

石・長(1～

"◎

221 椀
底径 (64)

残高 23 君諜 ムPる
やかに内湾気味に立

ヨコナデ
ナデ

→ヘラミガキ
灰自色

長(1～

"◎

222 椀
底径 (62)

残高 2.1
高台付。ゆるやかに内湾気味に立
ち上がる。高台端部は丸い。 ヨコナデ ヘラミガキ

黒褐色

褐灰色

石・長 (細粒)

◎

223
瓦器

椀

底径 (6.0)

残高 1,5 房民孫昆穀聾跡燿争で
らわ
摩減の為不明 摩減の為不明 灰黄色

微砂粒
黒い石粒
◎

224 椀
底径 (6.0)

残高 25
黒色土器。高台付。内湾気味に立
ち上がる。高台端部は丸い。 ヨコナデ

ナデ

→ヘラミガキ

浅黄橙色

黒帽色

微砂粒

◎

225 椀
底径(61)

残高 23 詫 龍 威
付。高台端部はわ

ナデ ヘラミガキ
明黄褐色

暗灰色

石・長(D

◎

jTN
口径 (15.8)

残高 48 濠隔蔀程寃暴rに
立ち上がる。口Θ⑩ヨコナデ

①回転糸切り
ナデ

灰褐色

灰白色

石(1～

"◎

227 不
底径 (76)

残高 1.8 商唇i輿瞬 ギ。
Oナデ

D回転糸切り
回転ナデ

灰白色

明黄褐色

石・長 (1～劾

◎

228 邪
底径 (6.6)

残高 10
平底。

⑩ ナデ

◎回転ヘラ切り
ナデ

灰白色

浅黄橙色

長 (卜幼

◎

lTX
底径 (50)

残高 08
平高台。わずかな立ち上がりの高台。

⑩ナデ

〇回転糸切り
回転ナデ

にぶい橙色

浅黄橙色

石。長 (細粒)

◎

230 皿

口径  8_7
底径  5.8
器高 16 系屋惑窃だ界已恣扉窮金♀A蔑舞

央◎ヨコナデ
〇回転糸切り

回転ナデ
浅黄橙色

にぶい黄橙色

石。長(0

◎
煤付着

皿

径
径
高

日
底
残

80)
51)
15 憲顆 :和

こ立ち上がる。口縁端部 Θヨコナデ

〇回転糸切り
ナ デ 浅黄橙色

長(1～鋤

◎
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SDl出土遺物観察表 上製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

232 皿

径

径

高

日
底

残

84)
52)
1.4

思寃暴斃高3式Υぅ月探蓄翼
に凸凹している。

◎ヨコナデ

⑧回転糸切り
ヨコナデ 浅黄橙色

石。長(D

◎

瑞
椀

日径 (15.4)
底径 (55)
号母下慧  4.7

高台付。高台端部は向をもつ。ゆる
やかに内湾気味に立ち上がる。口
端部は丸い。

ナデ

(指頭痕あり)

ナデ

→ヘラミガキ
灰色

長 (1～動

◎

234
瓦器

椀

口径 (15.0)
底径  49
器高  4.9

高台付。高台端部は面をもつ。ゆる
やかに内湾気昧に立ち上がる。ロ
端部は丸くややふくらむ。

ナデ

(指頭痕あり)

ナデ

→ヘラミガキ
灰色

石・長 (1～

"◎

瓦器

椀瓦

口径 (154)
底径 ( 5.5)
器高 53

局 百 付 。局 百 踊 沖 ほ丸 み を FD‐ ひ た

面をもつ。内湾気味に立ち上がる。
口端部は丸い。

ナデ

(指頭痕あり)
ヘラミガキ 暗灰色

石・長(1～0
◎

236
器

椀

口径 (160)

残高 5.4

内湾気味に立ち上がる口縁。口端
部は丸い。外面は指頭痕により凸
凹がある。

ナデ

(指頭痕あり)
ヘラミガキ 灰色

長位)

◎

瓦器

椀

口径 (14,7)

残高 3.9

口端部はやや外反し、丸い。外面
は指頭痕により凸凹がある。

ナデ

(指頭痕あり)

ナデ

→ヘラミガキ
灰色

微砂粒

◎

238 瑞
椀

口径 (15.0)

残高 4.0
内湾気味に立ち上がる口縁。回端
部は丸い。

ナデ

(指頭痕あり)

ナデ

→ヘラミガキ
灰色

長(1～

"◎

239
瓦器

椀

口径 (16.9)

残高 4.2

内湾気味に立ち上がる口縁。口端
部は丸い。

ナデ

(指頭痕あり)

ナデ

→ヘラミガキ

色

色

白

灰

灰

暗

微砂粒

◎

240
瓦器

椀

径
高
底
残

高台付。高台端部は面をもち水平
に接する。

ナデ ヘラミガキ
褐灰色

灰色

微砂粒

◎

241 畔
椀
径
高
底
残

高台付。高台端部は面をもつ。 ヨコナデ ヘラミガキ
暗灰色

灰白色

石・長 (1～

"◎

瓦器

椀

底径 (5.4)

残高 1.5

高台付底部片。高台端部はわずか
に面をもつ。 ナデ 摩減の為不明

暗灰色

灰白色

石 (1～ 2)

◎

243 瑞
椀

底径(52)

残高 2,4

高台付。内側の高台端部で接地す
る。 ナデ ヘラミガキ 暗灰色

微砂粒

◎

244 瑞
椀
底径 (5.2)

残高 2.1

高台付。底部内面に斜格子状のヘ
ラミガキ。

ナデ
ナデ

ー施文ミガキ

色

色

灰

灰

暗

褐

微砂泣

◎

245
瓦器

皿

径
径
高

口
底
器

わずかに外反する口縁。口端部は
丸い。

ヨヨナデ

(指頭痕あり)
ヨコナデ 暗灰色

長 (1～0

◎

246 壺 残高 88 長頸壺の頸部片。 回転ナデ 回転ナデ オリーブ灰色
長(1～

"◎
自然釉

壷
底径 (102)

残高 3.6
平底。底部よりゆるやかに内湾気
味に立ち上がる。

ナデ ナデ
灰白色

灰オリーブ色

長(1～0

◎

248 重 残高 7.1
底面は表面剥離の為調整及び器
形不明。

回転ナデ 回転ナデ 灰色

石 (1～劾
長 (1～ 4)
◎

白磁

碗

口径 (16.8)

残高 3.8

口縁部片。外傾する立ち上がり。口
縁部は断面三角形の玉縁。器面全
体に施釉。

回転ナデ

→施釉

回転ナデ

→施釉
明オリーブ灰色

微砂粒
帽色粒
◎

250 醜
碗

口径 (156)

残高 3.2
外反する口縁部片。見込みに1条
の沈線を施す。

回転ナデ
ー施文
→施釉

回転ナデ

→施釉
灰白色

微砂粒

◎

】Σ全含
口径 (30.0)

残高 4.7
貼り付けられた鍔は、長く水平に外
方向にのびる。口、鍔端部は丸い。 ナデ ナデ にぶい黄橙色 石・長 (1～り 煤付着

桑 原 遺 跡 2次

表23 SDl出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

252 石鏃 約 1/2 サヌカイト 0.55
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表24 SK2出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

椀

径
径
高

口
底
器

高台付。内湾気味に立ち上がる。
口端部は肥厚し丸い。

鉤 ヨヨナデ
Θ回転糸切り
→板状F痕

ヨコナデ 淡黄色
石。長位～0

◎

鉢
口径 (12.0)

残高 4.3
口縁言脚剖日曲して短くL桝このびる。ヨコナデ ヨコナデ

明褐灰色

灰白色

石・長 (1～

"◎

255 皿

径

径

高

口

底

器

平底。わずかに外反する口縁。口
端部は丸い。

Θヨヨナデ

〇回転糸切り
ヨコナデ 灰白色

微砂粒
金
◎

256 皿

径
径
高

口
底
器

平底。口端部は面をもつ。
Θヨコナデ

⑧回転糸切り
ヨコナデ

灰白色

明褐灰色

石・長(0

◎

257 瑞
椀

口径 (153)

残高 4.0
内湾気味に立ち上がる。外面は指
頭痕や強いナデイこより凸凹がある。

9ヨコナデ
0ナデ
(指頭痕あり)

Эヨヨナデ
⑤ハケ0本/cm)
→ナデorミガキ

灰色
石・長位)

◎

258 瑞
椀

口径 (14.2)

残高 4.8

口縁外面に強いナデによる凹線が
見られる。器壁が薄い。

Dヨコナデ
◎ナデ
(指頭痕あり)

ナデ

→ヘラミガキ
暗灰色

石(1～

"◎

259 瑞
椀

口径 (136)

残高 38
内湾気味に立ち上がる。口端部は
丸 寺 。ヽ

①ヨコナデ
⑪ナデ
(指頭痕あり)

ナデ

→ヘラミガキ
灰色

長(1～動

◎

瑞
椀

口径 (16.1)

残高 4.9
わずかに外反する国縁。外面は強
い指頭痕により凸凹がある。

①ヨヨナデ
⑪ナデ
(指頭痕あり)

ナ いア

→ヘラミガキ

暗灰色

灰色

石。長位)

◎

瑞
椀
底径 (5,3)

残高 2.0
高台付。底部より内湾気味に立ち
上がる。高台端部は面をもつ。 ナデ 摩減の為不明 黒褐色 和

◎
262 瑞
椀

径

高

底

残
高台付。高台端部はわずかに面を
もつ。 ナデ 摩滅の為不明

灰色

灰白色

微砂粒

◎

263 瑞
椀
底径 (5.5)

残高 22
高台付。高台は断面三角形。
底部内面に斜格子状のヘラミガキ。 ナデ

ナデ

→施文ミガキ
灰色

微砂粒

◎

瑞
皿

径
径
高

口
底
器

わずかに外反する口縁。口端部は
丸い。

Θヨヨナデ

①摩減のため不明
ヨコナデ 暗灰色

石。長(D

◎

瑞
皿

径

径

高

口

底

器

9.1)
6.1)
15
平底。底部より内湾気味に立ち上
がる。口端部はやや丸い。 ナデ 摩減の為不明 暗灰色

長(1～

"◎

266 醜
婉

口径 (17.0)

残高 5.2

外傾する立ち上がり。口稼部は断
面三角形の玉縁。内面見込みに1
条の沈線を施す。

③延⊃回転ナデ
→施釉
ω 回転ナデ

回転ナデ

→施釉
灰自色

微砂粒
密
◎

桑 原 遺 跡 2次

SXl出土

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
r肉面ヽ

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

椀
底径 (57)

残高 2.2
高台付。高台端部は丸い。
強いナデによる稜線が顕著。

ヨコナデ ヨコナデ 淡黄色
石・長(D

◎

椀
底径 (5.2)

残高 1.4 雇拿笈巨湿毎
。底部より内湾気味

ナデ ナデ
橙色

淡橙色

石。長位)

◎

瑞
椀
底径 (5.6)

残高 1.8 戻倉鯉 ヶ
。高台端部は尖り気

ナデ 摩減の為不明
明黄褐色

灰白色

微砂粒

◎

椀
底径 (6.2)

残高 1.4
高台付底部片。高台端部は丸い ナデ ナデ

灰白色

浅黄橙色

微砂粒
褐色粒
◎

271 椀
底径 (5.2)

残高 19
高台付底部片。断面三角形の高台。
高台端部が面をもつ部分もある。 ナデ ナデ

にぶい黄橙色

暗灰色

長(1～3)

◎

272 杯
径

高

底

残

平底。ゆるやかに肉湾気味に立ち
上がる。 摩滅の為不明 摩滅の為不明

淡黄色

灰白色

微砂粒

◎

273 杯
底径 (

残高
平底の底部片。外傾して立ち上がる。

⑪ナデ

⑧回転糸切り
ヨコナデ 灰自色

石 (1～3)

◎

274 杯
底径 (7.2)

残高 13
平底の底部片。

⑩ナデ

〇回転糸切り
ナデ

浅黄橙色

灰白色
勲
◎
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表26 出土地点不明遺物観察表 土製品

桑 原 遺 跡 2次

S� 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面

(内面
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

275
瓦器

椀

底径 (155)

残高 3.0
高台付。高台端部は尖り気味にお
さめる。 事滅の為不明 摩滅の為不明

褐灰色

黒褐色

微砂粒

◎

瑞
椀
底径 (49)

残高 1.3
高台付底部片。高台端部は丸い オデ ヘラミガキ 暗灰色

石(1～掛

◎

277 瑞
椀
底径 (4.9)

残高 1.1

高台付底部片。高台端部は面をも

=9。

ナデ ヘラミガキ 灰色
微砂粒

◎

白磁

碗

口径 (18.8)

残高 44
口縁部片。口端部は丸い。玉縁に
明瞭な稜をなす。

回転ナデ

ー施釉

回転ナデ

→施釉
明オリーブ灰色 勲密
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

279 椀
底径 (5,7)

残高 1.6
高台付。高台端部は丸い。 ナデ ナデ 灰自色

石・長 (1～鋤

◎

瑞
椀
底径 (42)

残高 1.3
高台付底部片。高台端部は面をも
ヽ9。 ナデ ヘラミガキ 灰色

石住)

◎

281
瓦器

皿

口径 (86)

残高 16
口縁部片。口端部は丸い。 ナデ ヨコナデ 灰色

微砂粒

◎

282
質

釜

瓦

羽

口径 (278)

残高 28
口縁部片。外面の日縁にやや垂下
したタガが巡る。 ナデ ナデ 灰色

長位～労

◎

鉢
口径 (180)

残高 2.5
東播系のこね鉢の口縁部片。口端
部は外上方t朝巴厚する。 ナデ ヨコナデ 灰色

長徹～動

◎
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第 7章

桑―原遺跡4次調査地

-1区 の調査 一





第 7章  1区の調査

1.調査の経緯
桑原遺跡 4次調査地は、調査対象地の中央部にあたる。調査は、調査地の都合により区分けを行

い西から1区、 2区、 3区、 4区、 5区 として調査を行った。

1区は、東本遺跡 6次調査地の 2区より東へ50mに位置する。標高は32.40mである。調査前の現

況は宅地造成地である。調査は平成12年 7月 6日 ～同年 7月 27日 の間に行った。調査面積は205ド で

ある。以下、調査工程を略記する。

2000(平成12)年 7月 6日 重機による表土の掘削を開始する。北壁沿いに幅 lmの東西方向の ト
レンチを設定する。 トレンチの深さは、土層堆積状況と安全対策を考
え地表から下120cmま で掘削を行った。

7月 7日 遺構検出作業を開始する。
7月 10日 遺構確認作業を終了する。測量用の仮杭を設置する。遺構の埋土色を

確認しながら平板測量にて遺構配置図を作成する。

7月 ■日 遺構検出状況の写真撮影を行う。撮影終了後、 S K101、 102と他の遺

構の掘り下げを開始する。

7月 13日 遺構の上場の測量を順次行う。
7月 14日 基準点の設置を行う。国土座標軸に載った 5mメ ッシュのグリッドを

0                          100m

(S=刊 :2,000)

第48図 調査区位置図
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1区 の 調 査

設定する。グリッド名称は北から南へ A、 B、 Cと し、西から東へ 1、

2、 3、 4、 5、 6と した。

7月 17日  S P 103、 115の平・断面の測量を行う。その他の遺構も、掘削の終わ

ったものから順次測量を行う。

7月 19日  S K101の遺構測量を行う。

7月 21日 遺構の完掘と測量を終了し、完掘写真撮影のための掃除を行う。

7月 24日 遺構完掘写真撮影を行う。撮影終了後、土層確認のため北壁沿いに設

定した トレンチを再度掘削する。

7月 25日 北壁 トレンチ壁面の精査を行う。

7月 26日 北壁 トレンチの上層図作成作業を終了する。

7月 27日 重機にて調査区の埋め戻しを行い、調査を終了する。

2.層 位 悌 50図、図版2粋劾

調査区の基本層序は第 I層造成土、第Ⅱ層灰色上、第Ⅲ層褐灰色土、第Ⅳ層黄色土、第Ⅳ-1層

黄褐色粘質土、第Ⅳ-2層灰黄色砂礫、第Ⅳ-3層黄白色粘質土、第Ⅳ-4層明褐色上、第Ⅳ-5

層灰色土 (粗砂混じる)、 第Ⅳ-6層乳白色粘質土、第V層黄褐色土、第Ⅵ層黄色砂質土、第Ⅶ層

灰色砂礫 (礫直径 l cm～ 5 cln)で ある。以下、基本層位の内容を記述する。

第 I層   現代のもので主に真砂土である。層厚は 4 cln～ 27cmを 測る。

第Ⅱ層   現代の耕作上である。層厚は12cm～ 28cmを 測る。

第Ⅲ層   中 。近世の遺物を包合する。調査区の西隅に堆積する。他の場所では検出されない。

層厚は 4cm～ 10cmを測る。

第Ⅳ層と第Ⅳ層-1～ 6は、周辺の調査成果よりAT火山灰の 1次～ 2次堆積層と考えられる。

調査区の西側から東側にかけて厚く堆積する。なお、AT火山灰については目視の確認のみであり、

科学的な分析は行っていないため、明確に 1次・ 2次堆積の判別はできていない。

第Ⅳ層   調査区の西側だけに見られる。上面で遺構を検出している。層厚は最大で30cmを 測る。

第Ⅳ-1層 調査区の西側から第Ⅳ層上から堆積する。調査区の東側では砂層に切られ見られない。

上面で遺構を検出している。層厚は最大で55cmを 測る。

第IV-2層 砂礫で構成され黄色土が部分的に混じる。調査区の東側で途切れる。層厚は 3cm～

12clnを波!る 。

第Ⅳ-3層 粘質上である。調査区の西側から堆積し、調査区の中央部で途切れる。

第Ⅳ-4層 第Ⅳ層と第Ⅳ-5層の間に雄積する。調査区の東側では砂層に切られる。層厚は 3

cm～20cmを測る。

第Ⅳ-5層 第Ⅳ-4層と第V層の間に雄積する。調査区の東側で途切れる。層厚は 2cm～ 10cm

を波Jる 。

第Ⅳ-6層 AT火山灰層と考えられる第Ⅳ層群中の最下層にあたる。調査区中央部から東側に

かけて検出したものである。調査区の東側で途切れる。層厚は 2cm～ 4 clnを測る。
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桑 原 遺 跡 4次

H=3250m

Ⅳ-2

Ⅳ-3

Ⅳ-4

Ⅳ-5

H=32.50m

H=32.50m

H=32.50m

Ⅳ 5

Ⅳ-6

H=3250m Ｉ

Ⅱ

皿

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

東
壁

造成上 (真砂土)
灰色土 (現代耕作土)
掲灰色土 (遺物包含層)
黄色土

黄掲色粘質土 (黄色土ブロック)
灰責色砂礫
黄白色粘質土
明褐色土
灰色土 (粗砂混じる)
乳白色粘質土
責掲色土
責色砂質土
灰色砂礫 (礫直径lcm～5cm)

0                   2m

(S=1:40)

肥 憂堆積層
  を目言告驚砂
4黄色粘質微砂

Ⅵ

Ⅶ

第50図 北壁土層図
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1区 の 調 査

第V層  東側を除く調査区のほぼ全域にみられる。西側から東方向にかけて低くなり谷部となる。
この谷部となった第V層上面に、AT火山灰層である第Ⅳ層と第Ⅳ層-1～第Ⅳ層-6
が雄積する。層厚は最大で44cmを 測る。

第Ⅵ層  北壁中央部の第V層下で検出した。層厚は不明である。
第Ⅶ層  北壁の西側で第V層下で検出した。東方向に低くなり、 トレンチ底より下となる。
この他、調査区の東側には第Ⅳ-1層を切るように砂層が検出された。自然流路の痕跡とも思えた
が遺物の出上が無かったことから、調査は行っていない。

遺構の検出面は、調査区の西側は第Ⅳ層上面、それ以外は第Ⅳ-1層上面となる。検出した遺構は
土坑 3基、柱穴118基である。検出した遺構は、遺物のを出土するものが少なく、遺物から時期比定

できる遺構は少ない。これらの遺構は本来、第Ⅲ層以上からの掘り込みと考えられる。

3.遺構と遺物

〔1〕 中。近世
1)土坑 (SK)
S K101(第 51図 )

調査区の西側で検出した遺構である。平面形態は、南北に長い隅丸長方形を呈する。検出規模は長

軸374cm、 短軸 120cm、 深さ15cm～ 33cmを波Iる 。埋土は褐灰色上の 1層である。遺物は埋土中より

上師器、用途不明の円盤状土製品などが出土した。

出土遺物 (第 52図、図版30)

284。 285は鍋である。284の 国縁部はゆるやかに外反して水平にのびる。口縁端部は丸い。色調は

外面が褐灰色、内面が暗灰色を呈する。285は 内湾 して立ち上がる胴部から屈曲して水平に短くのび

る日縁部。口縁端部はやや肥厚して丸くおさめる。色調は、内外面とも褐灰色を呈する。

286は用途不明の円盤状土製品である。一部が欠損する。直径4.8cln、 厚さ0.6cmを 測る。

287は石錘と思われる石製品である。長さ10。4cm、 幅7.7cm、 厚さ1.2cmを測る。材質は緑色片岩。

時期 出土した鍋の形態より16～ 17世紀と考える。

S K102 (第 53図 )

S K 102は 、調査区中央部の南壁沿いで検出した遺構である。遺構の南側は調査区外となる。検出

状況から、平面形態は、隅丸長方形になるものと思われる。検出規模は南北100cm、 東西92cm、 深さ

8cm～ 20cmを測る。埋土色は褐灰色土である。土坑の南側には直径36cm、 土坑底面からの深 さ

10cmを測るピット状の掘 り込みがある。

遺物は、埋土中から土器の細片が数点出土したのみで時期比定できる遺物の出土は無かった。

時期 埋土色は、 S K 101と 同色であるものの出土遺物が無いために時期は不明とする。

S K103(第 54図 )

調査区西側での検出で、 S K101の北側に隣接する遺構である。平面形態は、円形を呈する。検出

規模は直径280cm、 深さ84cmを測る。埋土は三層に分層される。 1層は黄灰色土、 2層は褐灰色土で
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第51図 SK401 測量國

0                                        20cm

住 1:3)

Cm
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1区 の 調 査

ある。 1層中には径 3 cln～ 10c�程度の礫が多数みられた。土坑の掘り方は、二段掘りとなっている。
遺物は 2層中より、土師器、陶器などが出土 した

出土遺物 (第 55図、図版30)

288は鍋である。内湾して立ち上がる胴部から、屈曲して水平気味に短くのびる口縁部。口縁端部

は肥厚して丸くおさめる。色調は、内外面とも鈍い褐色を呈する。外面には煤が付着する。

289は唐津焼きの皿である。推定口径10.8cm、 器高3.2cmを測る。胴部は、高台から緩やかに内湾 し

て立ち上がる。高台は露胎である。底部内面には胎土目が見られる。

290は台石と考えられる石片である。片面に使用痕跡が認められる。材質は砂岩である。

時期 289の唐津焼きより16世紀末～17世紀前半と考えられる。

2)柱 文 (SP)
S P103 (第56区])

調査区の南東隅で検出したものである。平面形態は円形を呈する。検出規模は直径 18cm、 深 さ25

cmを測る。埋土色は褐灰色を呈する。柱痕跡は検出していない。遺物は、埋土中より上師器郭の口

縁部片が一点出土した。

出土遺物 (第 57図 )

291は土師器不の口縁部片である。推定口径■.5cmを測る。色調は灰白色を呈する。

時期 遺物の全容が不明なため明確ではないが14世紀以降か。

H=3320m

1褐灰色土

0                 1m

(S=1120)

第 53図  SK102 測量図
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1区 の 調 査

S Pl15(第 56図 )

調査区の北束隅で検出したものである。平面形態は、円形を呈する。検出規模は直径27cm、 深さ

19cmを測る。埋土は褐灰色上である。柱穴の南よりには、柱痕跡を検出した。検出規模は直径12cm、

深さ19cmを測る。埋土色は灰色上である。遺物は、柱穴埋土中より土師器の羽釜が出土した。

出土遺物 (第 57図 )

292は羽釜の回縁部片である。推定回径21,7cmを測る。口縁端部外面に隆帯が貼付される。色調は

内外面とも鈍い橙色を呈する。

時期 出土遺物より14世紀後半と考える。

3)出 土地点不明遺物 (第 58図 )
293～ 295は重機による表土掘削時に出土したものである。

293は土師器椀である。口縁部は短く外反する。色調は、内外面とも鈍い黄橙色を呈する。

294・ 295は土師器邦である。2941ま底部から緩やかに内湾する国縁部である。295は底部から直線

的に外上方に立ち上がる国縁部である。底部の切り離しは回転糸切りである。

SPl15

H=3320m H=33.10m

1褐灰色土

50cm

(S=1110)

第56図  SP103・ SPl15 測量図

１

２

９

９

２

２

SP103出 土

SPl15H_L

~~▽
292

0                  10cm

(S=1:3)

第57図 SP103・ SPl15 出土遺物実測図
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94   5

0                 10Cm
|

(S=ヽ :3)

第58図 出土地点不明遺物実測図

4.小結

(1)層位
本調査区でもAT火山灰層を検出した。AT火山灰層は、調査区で確認された第V層の上に進積

する。第V層は、調査区の西側から束方向に下がることから調査区内で谷地形を形成するものと思

われる。調査区の北壁 トレンチ壁面の上層精査の結果、この谷部にAT火山灰層が堆積する状況を

示すものであった。

(2)遺構
今回の調査では土坑 3基、柱穴■8基を検出した。検出した遺構は、出土遺物が少なく時期が明確

に比定できるものが少なかった。出土遺物から明確に時期比定できる遺構は土坑 2基、柱穴 1基に

とどまる。ここでは、遺物の出土がなかった遺構の時期について考える。

時期比定できた遺構にはS K101、 103、 SP■5が ある。時期はS K 101が 16世紀～17世紀、SK
103は16世紀末～17世紀前半、SP■ 5は 14世紀後半となる。これらの遺構の埋土色は、褐灰色を呈

する。他の出土遺物が無かった遺構についても、殆どの遺構が埋土色は褐灰色を呈する。このこと

から、褐灰色土を埋土にもつものは14世紀～17世紀頃の遺構と考えられる。

そのほか、本調査区からは古墳時代以前の遺構・遺物は全く確認できなかった。
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1区 の 調 査

遺物観察表  ―凡例 ―

(1)以下の表は、本調査区の遺物の計測値及び観察一覧である。

遺物観察表は相原浩二、村上真由美、岩本美保が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について

法 量 欄   ( ):推 定復元値。
調 整 欄   土器の各部位名称を略記。

例)日→日縁部、拡→拡張部、胴中→胴部中位、胴底→胴部～底部
胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 3)→「 1～ 3mmの砂粒 。長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表29 SK103出土遺物観察表 土製品

表30 SK103出土遺物観察表 石製品

表27 SK101出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

284 鍋
口径 (330)

残高 3.3
外反する口縁部片。口端部は丸い。

色リナデ
Эハケ6本/cm)
→ナデ

ナデ
色

色

灰

灰

褐

暗

微砂粒

◎
煤付着

鍋
口径 (33.2)

残高 2.4
内面に稜をもって外反する口縁。口
端部は肥厚している。 ナデ

ハケ偲本/cln)
→ナデ 褐灰色

石・長 (1～労

◎
煤付着

286 円盤
４

　
０
．

さ

径

厚
円盤状土製品。 ナデ

◎明褐灰色

◎帽灰色

微砂粒

◎
量
催
重
１５

SK101出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 引目(cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

287 石錘 一部欠損 緑色片石 77 192.76

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 (外面)

(内面〕
色調

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

288 鍋
口径 (23.0)

残高 3.2 属写妬巖!為斜臨籠こ元i奪
ヨコナデ

(指頭痕あり)
ヨコナデ にぶい褐色

石。長 (1～

"褐色粒
◎
煤付着

皿

口径 (108)
底径 (52)
号
=梓
慧  32

唐津焼。底部内面に胎土日あり。
釉
ガ
↓施

回転ナデ

→施釉

髄

髄

灰

赤

⑩

①

微砂粒
密
◎

番号 器 種 残 存 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

290 台石 約 1/4 砂岩 8240
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表31 SP103出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

(肉面)
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邦
口径 (11.5)

残高 2.6

口縁部片。外傾して立ち上がる。口
端部は丸い。

ヨコナデ ヨコナデ 灰白色
微砂粒

◎

桑 原 遺 跡 4次

表32 SPl15出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調

(外面)

(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

292 可】警a
口径 (21.7)

残高 1.5
内径して立ち上がる口縁。口端部
に隆帯が貼付される。 ナデ ナデ にぶい橙色 石・長(1～か 煤付着

表33 出土地点不明出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調

(外面)

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

椀
口径 (14.3)

残高 3.8

口縁部片。内湾気味に立ち上がり
回端部でわずかに外反する。

ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄橙色
微砂泣

◎

lTN

口径 (11.2)
底径 (7.3)
号辞梓
=  2.3

内湾気味に立ち上がる口縁。口端
部は丸い。

Θヨヨナデ

⑧回転糸切り
ヨコナデ 橙色

微砂粒

◎

295 邦

径

径

高

口
底

器

底部より外傾して立ち上がる口縁。
平底。

Θヨコナデ

○回転糸切り
ヨコナデ 淡橙色

長(0

◎
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第 8章

桑原遺1跡4次調査地

-2区 の調査 一





第 8章  2区の調査

調査の経緯

2区は、桑原遺跡 4次調査地の 1区より市道を挟んだ東10mに位置する。標高は33.70m～ 33.85m

を測る。調査前の現況は、造成地と耕作地である。調査は2000(平成12)年 7月 28日 ～同年 12月 1

日の間に行った。調査面積は420mつである。以下、調査工程を略記する。

2000(平成12)年 7月 28日 調査区を確認後、重機により第Ⅳ層上面まで掘削を開始する。
8月 1日 第Ⅳ層上面で遺構を検出したため、遺構検出作業を開始する。
4日 第Ⅳ層上面の遺構を平面的に捉える事ができず、全体の検出作業を断
念し検出した部分のみの平面測量を行う。

7日 基準点の設置を行う。国土座標軸に載った 5mメ ッシュのグリッドを
設定する。

9日 第Ⅳ層の検出した部分の掘削を行い、写真撮影を行う。撮影終了後、
遺構の測量を行う。

10日 現代坑 (建物跡の基礎部)の掘り下げを行う。
16日 第Ⅳ層を掘り下げ、第V層上面と第Ⅶ層の遺構検出作業を開始する。
21日 第V層上面、第Ⅶ層上面の遺構検出作業を終了し、遺構検出の写真撮
影を行う。S K207の 掘り下げを開始する。

25日  S K207の 遺構測量を行う。

i‖   す  と,

絆ぞgt]5区

0                           1oom

(S=1:2,000)

第59図 調査区位置図
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OB
SD201

桑 原 遺 跡 4次

Y:‐ 65520

Y:‐65519

Y:-65500

Y:‐65490

10mO

(S零 11160)

第60図 1遺構配置図

０３２磁
―
―

Ｘ

南壁 トレンチ
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2区 の 調 査

31日 掘立201の掘削を行う。

9月 5日 掘立201の遺構測量を行う。

6日  S K207、 掘立201の完掘写真撮影を行う。

7日 調査区西側の第V層、第Ⅵ層を第Ⅶ層上面まで掘り下げる。

14日 第Ⅶ層上面で S D201を検出する。
18日 南壁沿いに土層確認用の トレンチを設定する。

28日  S D201の精査を終了する。

10月 16日 第Ⅸ層上面まで、第Ⅶ層以下の掘削を行う。

31日 第Ⅸ層上面で倒木跡を検出。
11月 17日 倒木跡や他の遺構の平板測量を行う。
29日 倒木跡の測量を終了する。

12月 1日 調査区の完掘状況の写真撮影を行い、現場作業を終了する。

2.層位 ぃ6咽 )

本調査区では第 I層から第 X層 までの土層を確認した。調査区の基本層序は第 I層黄灰色上、第

Ⅱ層灰色上、第Ⅲ層黄灰色上、第Ⅳ層褐灰色上、第 V層暗灰褐色土、第Ⅵ層黄褐色粘質土、第Ⅶ層

黒色土、第Ⅷ層茶色上、第Ⅸ層黄色粘質土、第 X層黄灰色砂礫である。以下、基本層位の内容を記

述する。

第 I層 主に真砂土であり現代の造成土である。層厚20cm～ 60cmを測る。

第Ⅱ層 現代の耕作土である。調査区全域に見られる。層厚12cln～ 24clnを 測る。

第Ⅲ層 水田耕作の床土と考えられる。主に西側で厚くなる。層厚 2cm～ 9cmを測る。

第Ⅳ層 調査区全域で見られる。中 。近世の遺物を包含する。上面で遺構 (S D203～ S D212)

を検出した。層厚 4cm～20cmを 測る。

第V層 西側に見られ、調査区中央部よりやや東側で途切れる。上面で遺構 (S K207)を 検出し

た。層厚 3 cln～ 10cmを測る。

第Ⅵ層 西側に見られ、調査区中央部よりやや東側で第V層と共に途切れる。上面で遺構 (S D201)

を検出した。層厚 2cm～ 10cmを測る。

第Ⅶ層 調査区全域で見られる。調査区の西側で厚く堆積し、東側では削平により薄い堆積となる。

上面で遺構 (掘立201)を検出した。層厚は 2cm～22cmを 測る。

第Ⅷ層 調査区の西端と東側に見られる。中央部では見られない。層厚 2cm～ 12cmを測る。

第Ⅸ層 粘質土で調査区全域で見られる。層厚は70cm以上を測る。

第 X層 旧石手川水系の砂礫層と考えれる。調査区中央部での検出である。調査区中央部に上堤

状の高まりをもつ。

遺構検出については、最初に第Ⅳ層上面で溝などの遺構を確認した。しかし、第Ⅳ層の上色と遺

構埋土色とが同じ色調のため、検出作業において遺構全体を平面的に捉えることができなかった。

このため遺構の検出は、第Ⅳ層除去後の第V層～第Ⅶ層上面で行った。検出した遺構は掘立柱建物

址 1棟、柱穴58基、土坑 4基、溝13条である。
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H=3400m

桑 原 遺 跡 4次

Ⅸ

Ⅲ

Ｖ

Ｍ

H=3400m

Ⅲ

Ｖ

Ⅵ

H=3400m

ー

H=3400m

黄灰色土 (造成土 )

灰色土 (現代耕作土 )

黄灰色土 (床土 )

褐灰色土 (中～近世包含層 )

暗灰褐色土 (固 くしまる)

黄褐色粘質土 (粗砂混じる)

黒色土 (下層は茶色を帯びる)

茶色土

黄色粘質土

黄灰色砂礫

第61図  南壁土層図

0                2m

(S=1:50)

Ｉ

Ⅱ

皿

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ
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区 の 調 査

第62図 中世以降の遺構配置図

○

・
Vi・65520

Y:‐65510

Y:-65500

YI・654.90

P田

南璧 トレーンチ
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桑.原 遺跡 4-次

3.遺構と遺物

〔1〕 中世
1)掘立柱建物址 (掘立 )
掘逆 01(第 62・ 鉛図)

調査区西側で東西2間XI南北 2間を検出した。桁行長は5・00町、梁行は4145血を測る。各柱穴聞は
2,00m■&00mを測り、柱穴間が最も長いのは南側柱穴P7と P6の間力滑.oomを測る.。 柱穴の辛面形
態はP4は不整形、他は円形を呈する。検出規模は直径25cm～ 45cln、 深さ15cm～50cmを測る。退
土は主に灰色上であるが、P4の柱穴埋土に1ま焼土も見られた。
験出した全ての柱穴では、柱痕跡を検出したる柱痕跡の平面形態は、全て円形を呈する。検出規模

〓螢
許
ユ

７

・

Ｐ《的呼‐鉤
〓

一
　

　

一Ｈ

I

◎ Pl

⑪

Ｐ

I③
P6 ♀ 『

こ
Ｏ
ｏ
．承
了
〓

1灰色土
2暗疲色土
e原白色土
4焼土

(柱痕埋土 )

?可~「す司医+――――――fm
(S■1160)第63.図1掘立201測量図

864図 掘立204出土遺物実測図

0            刊Ocm

‐ 98 -
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2区 の 調 査

は直径 8cm～ 22cm、 深さ15cm～50cmを波Iる 。埋土は暗灰色土である。遺物は、P4の柱痕埋土よ
り土師器の小片が出上している。他の柱穴からの出土遺物はない。

出土遺物 (第 64図 )

296は土師器邦の口縁部片である。推定口径12.Ocmを 波1る。297は土師器郭の口縁部片である。

時期 遺物は口縁部片で明確な時期比定はできないが、15世紀以降と考える。

2)柱穴 (SP)
S P2144 (第 65図 )

調査区の中央部南側に位置する。平面形態は円形を呈する。検出規模は直径26cm、 深さ36cmを測る。

出土遺物 (第 66図 )

298は東播系こね鉢の口縁部片である。日縁部外面は、稜をもって内に立ち上がり面をなす。

時期 出土遺物より13世紀後半。
S P2145 (第 65図 )

S P 2144の東 4mに位置する。平面形態は円形を呈する。検出規模は直径25cln、 深さ31cmを測る。

埋土は褐灰色上である。

①

一

SP2144

◎―
①

一
H=3860m H=3360m

1褐灰色土
1褐灰色土

(S=刊 :20)

第65図   SP2144・ SP2145。 SP2152・ SP2169浪!量図

SP2145

⑮
①   SP2152

)_ ③

1褐灰色土

299 SP2145出 土
300 SP2152出 土
301 SP2169出 土

0

1褐灰色土
2明灰色土 (柱痕 )

lm

＼_____ユ≧三
====ゴ'300

反豆亘

=至
≡王三ン亀。1

(S=1:3)

第66図  SP2144・ SP2145・ SP2152・ SP2169出土遺物実測図
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桑 原 遺 跡 4次

出土遺物 (第 66図 )

299は土師器郭の底部である。底部の切り離しは回転糸切りである。

時期 出土遺物より13世紀後半と考える。

S P2152(第 65図 )

調査区の南西に位置する。平面形態は円形を呈する。検出規模は直径23cm、 深さ40cmを測る。

H=3380m

1褐灰色土 (焼土混 じる)
2褐灰色土 (黒色土粒混じる
3褐灰色土 (1よ り暗い)
4灰色土 (焼土混 じる)
5暗灰色土
6褐色土 (焼土・炭混 じる)
7木炭層
8焼土
□ 敷石断面

(S=1:20)

第67図  SK207浪 J量図

＼ l rf影吃02

10cm

(S=1:3)

SK207出土遺物実測図
(S=1:2)

＼    l ff正 ジダ
´
303

第68図
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2区 の 調 査

出土遺物 (第 66図 )

300は土師器邦の底部片である。底部の切り離しは回転糸切りである。

時期 出土遺物より13世紀以降と考える。
S P2169(第 65図 )

調査区中央部の西側に位置し、S D206に切られる。平面形態は円形を呈する。検出規模は直径28cm、

深さ18cmを 測る。埋土は褐灰色土である。柱穴内の中央部には柱痕跡を検出した。柱痕跡の平面形

態は円形を呈する。検出規模は直径15cm、 深さ18cmを測る。埋土は明灰色上である。遺物は柱痕跡

の底面より、ほぼ完形の上師器皿 1点が出土した。

出土遺物 (第 66図、図版36)

301は口径8.2clll、 底径6.Ocln、 器高1.3cmを測る。底部の切り離しは回転糸切りである。

時期 出土遺物より13世紀後半～14世紀と考える。

3)土 坑 (SK)
S K207(第 67図、図版32‐2。 33)

調査区の北西部に位置する。北側は現代坑に切られる。土坑南側は窄まって短く張り出し、南壁

面は緩い傾斜となっている。検出規模は長軸163cm、 短軸92cm、 深さ50cmを測る。土坑底には、一

辺13cm～ 40cmを測るやや大振りの長方形・正方形を呈する石が面を揃えて敷かれている。

H=3370m

≡≡曇三正三二逐雲≡ 1褐
灰色土

306

306 SK208出土
307・ 308 SK209出土

第69図  SK208・ SK209測 :邑図

第70図 SK208・ SK209出土遺物実測図

0                  1ocm

(S=1:3)

８０３

‐崎Щ日呼‐

計

日

回

(S=1:30)
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桑 原 遺 跡 4玖
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2区 の 調 査

土坑中央部には、木炭層が見られた。木炭層は幅74cm、 厚さ30cmを測る。その他の埋土中には、

焼土や炭が混じっていた。遺物は、埋土中より上師器片、青磁片、鉄釘が出土した。

出土遺物 (第 68図、図版36)

302、 303は土師器邦の底部片である。302の底部は回転糸切りである。304は青磁碗である。内面

見込み部に櫛目文が施される。底部外面は露胎となり、糸切り痕が看取される。

時期 出土した青磁碗より15世紀。

S K208(第 69図、図版32‐ 1)

調査区中央部の西側に位置する。平面形態は不整形である。検出規模は長軸90cm、 短軸54cm、 深

さ22cmを測る。埋土は褐灰色土である。遺物は、埋土上面で完形の上師器皿が 1点出土 した。

出土遺物 (第 70図 )

306は土師器皿で口径7.3cm、 底径5。 5cm、 器高1.4cmを 測る。底部の切り離しは回転糸切 りである。

時期 出土遺物より14世紀と考える。

310

／角
Ｍ
｝
０

＼(  トーラケも11

309。 310 SD203出土
311・ 312・ 313 SD208出土
314 SD209出 こと
315 SD212出 土

315

0                   1ocm

(S=1:3)

第72図  SD203・ SD208・ SD209。 SD212出土遺物実測図
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2区 の 調 査

S K209 (傷密69図 )

調査区西側の中央部に位置する。平面形態は不整形である。検出規模は長軸94cm、 短軸76cm、 深

さ12cmを測る。埋土は褐灰色土である。遺物は埋土より上師器片が出土した。

出土遺物 (第 70図 )

307は土師器イの底部片である。底部の切り離しは、回転ヘラ切りである。308は羽釜の日縁部片

である。隆帯は口縁端部よりやや下に貼付する。

時期 308の羽釜の形態より13世紀後半～14世紀と考える。

4)溝 (SD)
検出した S D203～ S D212の溝は、本来第Ⅳ層上面で検出される遺構である。南北方向に掘 られ

るものが多く、溝の埋土は全て灰色を呈する。埋土色から同時期の溝といえる。以下、遺物が出土

した溝について記述する。

S D203(第 71図 )

調査区の西側に位置する。南北方向の溝である。検出規模は長さ10。 16m、 幅0.80m、 深さ0.12mを

測る。溝の両端は調査区外となる。

出土遺物 (第 72図 )

309は土師器郭の口縁部片、310は脚付き釜の脚部片である。

S D208(ぢ奉71図 )

調査区西側の中央部に位置する。南北方向の溝と東西方向の溝があり、平面形態は十字形を呈する。

検出規模は長さ南北4.20m、 東西2.80m、 幅0.30m～ 0.60m、 深さ0.04m～ 0.08mを 測る。

出土遺物 (第 72図 )

3■ は土師器不の底部片。底部の切り離しは摩減の為不明。312は土師器不の底部片。底部の切 り

離しは静上の糸切 りである。313は東播系こね鉢の日縁部片である。

S D209(傷荷71図 )

S D 203の 東に隣接する南北方向の溝である。北側からのびて調査区内で途切れる。検出規模は長

さ3.20m、 幅0.30m、 深さ0.05mを 測る。

H=3350m

1褐色土

卜~「~下~可~¬~引
OCm

(S=1:20)

第74図  SK211測量図

10cmO

(S=1:3)

第75図 SK211出土遺物実測図
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桑 原 遺 跡 4次

出土遺物 (第 72図 )

314は土師器不の口縁部片である。推定口径14.3cmを 測る。

S D212(第 71図 )

調査区の西端に位置する。一部を現代坑に切られる。検出規模は長さ4.70m、 幅0。20m～ 0.60m、 深

さ0.04mを 測る。

出土遺物 (第 72図 )

315は須恵器の邦蓋である。天丼部と口縁部の境が不明良なもので、日縁端部は丸くおさめる。

清の時期 これらの溝からは古墳時代から中世の遺物が出土している。最も新しいと思われる312

の土師器邦は16世紀に比定される。よって、これらの清は16世紀頃の遺構と考える。

〔2〕 古墳時代
1)土坑 (SK)
S K211(第 73・ 74図、図版34‐2)

第Ⅵ層上面で検出した遺構である。調査区の南西隅に位置する。平面形態は楕円形を呈する。検

出規模は長軸52cm、 短軸36cm、 深さ10clnを 測る。埋土は褐色土である。遺物は埋土中より上師器の

壷が 1点出上した。

出土遺物 (第 75図、図版36)

316は 口径9.Ocm、 器高■.8cmを 測る。緩やかに内湾して立ち上がる胴部から直立気味に短くのび

る日縁部。底部は丸い。

時期 出土遺物より古墳時代前期と考える。

〔3〕 弥生時代
1)溝 (SD)
S D201(第 73・ 76図、 図版34-1・ 35‐1)

第Ⅵ層上面で検出した溝である。調査区内を北方向から弧を描いて南西方向に流れる。検出規模

は長さ15.6m、 幅1.28m～ 2.58m、 深さ0.38mを 測る。清底には、厚さ20cm程度の粗砂層が雄積する。

出土遺物は埋土中より弥生土器が出土している。

出土遺物 (第 77図、図版36)

甕形土器 (317～ 320)

317は口縁端部に凹線文と頸部に押圧の突帯文が施される。318の月同部はタタキ調整される。319・

320は底部片である。

壷形土器 (321)

321は回縁端部に円形浮文が貼付される。322は 口縁端部に波状文が施 される。323は外反する口縁

部。口縁端部は面をもつ。

鉢形土器 (324)

324は底部片で突出するガヽ さな平底である。
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2区 の 調 査

SD201理日:上
イ 額ワ礎隻と0"含む)
?口銀騨攣
0購囲鈴 船
4嘲 ひ

基本層序
Ⅵ
―
季翻脅鱒 ■ 1鱒聰漉むら,
�―驚曇
H[茶笠

(S割 ,40)

第76国 SD201測量図
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桑 原 遺 跡 4次

高郭形土器 (325)

325は脚部片である。

石鏃 (326.)

326は残長1.9cm、 厚さ0.2clnを測る。材質はサヌカイトである。

時期 出土遺物より弥生時代後期終末には埋没したものと考える。

〔4〕 その他の遺構と遺物
1)倒木跡 (第 73図 )
本調査区では、12基の倒木跡を検出した。平面形態は、円形と楕円形を呈する。弥生時代の溝で

あるS D201に切られるものもある。検出規模は160cm～ 490cmを測る。今回の調査では、半掘を行

い土層断面と平面図の預I量を行った。さらに倒壊方向が判るものはその方向を記録した。本調査区

においては、倒壊方向は東西方向と北方向となり、南方向へ倒壊したものは見られない。遺物は、

全ての倒木跡からは出土していない。

rヨ  
‐
⊃
321

20cm

(S=1:4)

第77図 SD201出土遺物実測図

２２‐・蜘‐３瓢

(S=2:3)
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2区 の 調 査
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桑 原 遺 跡 4次

2)出 土地点不明遺物 (第78図 )

(1)弥生時代

327～344は主にS D201検出作業時に出土した遺物で、中期後葉～後期後半の遺物が出土している。

遺物は、小片が多く器形全体を知れるものがない。

327～ 332は壺形土器である。327は口縁部片である。口縁部は水平に開く。口縁端部に 2条の凹線

を施 している。328～ 332は底部片である。333～ 338は甕形土器である。333の 口縁部は外反する。

334～ 341は底部片である。342は高不の邦部と脚の接合部片である。343は 中空の支脚である。受部

は欠失している。344は壷形土器である。内湾して立ち上がる胴部から外上方にのびる口縁部である。

(2)古墳時代以降

345～355は主に第Ⅳ層掘削時に出上した遺物である。古墳時代～中世の遺物が出土している。

345は蓋郭の不身である。立ち上がりは内傾 して短くのびる。端部は丸くおさめる。受部は水平に

短 くのびる。346は須恵器の椀と考えられる国縁部片である推定口径19.Ocmを 測る。347は備前焼す

り鉢の口縁部片である。口縁部は直立して長くのびる。348は備前焼すり鉢の底部片。349～352は土

師器邦である。349は底部の切り離しは摩滅のため不明である。350～ 352は底部片で底部の切り離し

は回転糸切りである。353は羽釜の口縁部片である。端部直下に隆帯が貼付される。354は鍋の口縁

部片である。外上方に開く口縁部である。口縁端部は面をもつ。355は砥石である。残長6.8cmの小

片で、材質は砂岩である。

4. /Jヽ労吉

本調査区では弥生時代、古墳時代、中世の遺構と遺物を確認することができた。また、 1区で検

出したAT火山灰は本調査区では確認する事はできなかった。
弥生時代 :弥生時代の遺構は、後期終末に埋没 した考えられる清 S D201のみであり、本調査区に

おいては弥生時代の遺構は希薄な地帯となっている。

古墳時代 :古墳時代の遺構は、前期に比定される土坑 1基 (S K211)を 検出したのみである、弥

生時代と同様に古墳時代の遺構も希薄な地帯といえる。

中世 :中世の遺構は、出土遺物や埋上により時期比定できるものに掘立柱建物址 1棟、柱穴 4基、

土坑 3基、清10条がある。

掘立柱建物址は、 2間× 2間の小規模な建物である。時期は15世紀～16世紀に比定される。

柱穴は、柱穴 (S P 2169)の柱痕跡より、完形の上師器皿が 1点出土している。出土状況から柱

穴内祭祀の一例を示すものと思われる。時期は13世紀～14世紀に比定される。

土坑は、注目するものにS K207が ある。土坑底には、大振りの石を敷いて床面としている。土坑

埋土内には、木炭層のほか焼土も見られた。この様な検出状況から、 S K207は炭窯と考えられる。

時期は15世紀に比定される。

溝 (S D203～ S D212)イま南北方向のものが多く、埋土は全て灰色土である。中世の耕作痕跡と

考えられる。時期は16世紀に比定される。
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2区 の 調 査

遺物観察表 ―凡例一

(1)以下の表は、本調査区の遺物の計測値及び観察一覧である。

遺物観察表は相原浩二、村上真由美、岩本美保が作成した。

(2)遺物観察表の各掲載について

法  量  欄   ( ):推 定復元値。
調  整  欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、拡→拡張部、胴中→胴部中位、胴底→月同部～底部

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土、金→金雲母。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 3)→「1～ 3剛の砂粒 。長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表35 SP2144出土遺物観察表 土製品

表34 掘立201出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

(内面)
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

罫
口径 (12.0)

残高 21
口縁部片。口端部は丸い。外面は
ナデイこよる稜線が明瞭。

ヨコナデ ヨコナデ 淡橙色
長 (1)
◎

邪
口径 (123)

残高 20
口縁部片。外傾する立ち上がり。口

端部は丸い。
ヨコナデ ヨヨナデ 浅黄橙色

微砂粒
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

鉢
径

高
口
残

口縁部片。口縁部外面は、稜をもっ
て内に立ち上がり面をなす。 回転ナデ 回転ナデ 灰色

長 (1)
◎

表36 SP2145出上遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邪
径
高
底
残 平底。底部より外傾に立ち上がる。

◎摩滅のため不明

◎回転糸切り
ナデ

灰白色

浅黄橙色

微砂粒
○

表37 SP2152出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邦
底径 (5.2)

残高 0.5
平底。底面の回転糸切り痕が顕著
である。

⑩ヨコナデ
Θ回転糸切り
→板状圧痕

ナデ 橙色

よ髯(1)
黒い石粒
◎

表38 SP2169出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

(内面)
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

皿

径
径
高

口
底
器

平底。外傾する立ち上がり。口縁端
部イよ丸モヽ。

Θヨヨナデ

Θ回転糸切り
ヨコナデ

浅黄橙色

橙色

長石 (1)
◎
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表41 SK208出土遺物観察表 土製品

表42 SK209出土遺物観察表 土製品

表43 SD203出土遺物観察表 土製品

表44 SD208出土遺物観察表 土製品

表45 SD209出土遺物観察表 土製品

表46 SD212出土遺物観察表

桑 原 遺 跡 4次

表39 SK207出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邪
径

高
底
残

底部片。内湾気味に立ち上がる。
⑪ヨヨナデ

Θ回転糸切り
ヨコナデ

にぶい橙色

浅黄橙色
微砂泣
◎

邪
径
高
底
残

底部片。内面にナデによる稜線が

顕著に見られる。
摩減の為不明 ヨコナデ 橙色

微砂粒
◎

識
碗

６
２
．

径

高

底
残

内面見込み部に櫛目文と花文。底

部外面は露胎。

⑩ヨヨナデ→施釉
〇糸切り

ヨコナデ
→施文
→施釉

灰オリーブ色

明オリーブ色

微砂粒
◎

表40 SK207出土遺物観察表 鉄製品

番号 器種 遺存状態 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

305 釘 完形 鉄製

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

(内面)
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

皿

径

径

高

口

底

器

内湾気味に立ち上がる口縁。口端
部は丸い。

◎ヨコナデ

⑧回転糸切り
ヨヨナデ 灰自色

微砂粒
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

`肉

面Ⅲ
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邪
底径 (5.6)

残高 19
平高台。底部内面は、強いナデイこよ

る稜線が見られる。

⑩ヨコナデ

②回転ヘラ切り
ヨコナデ 灰自色

石・長 (1)
◎

】B台感 残高 3.4
口縁部片。直日気味に立ち上がる
日縁。日縁部から、やや下がった部
分に隆帯が貝占付される。。

ナデ ナデ にぶい黄橙色
石'長 (1～ 3)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調

(外面)

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邪
口径 (108)
残高 1.9

口縁部片。内湾気味に立ち上がる。
口端部はやや肥厚し丸い。

ナデ ナデ 浅黄橙色
微砂粒
◎

羽釜 残高 5,4 羽釜の脇陪躊の一部。 ナデ にぶい責橙色
長 (1～ 3)
多
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邦
径
高
底
残

平底。 摩滅の為不明 摩滅の為不明 灰白色
微砂粒
◎

邪
径
高
底
残

平底。底面の一部が板状圧痕によ

り凸む。

廻 ケ ア

◎静止糸切り
(板状圧痕)

ヨコナデ 灰白色
長 (1～ 3)

◎

鉢
口径 (23.1)
残高 2.5

東播系こね鉢の口縁部片。外面の
口縁端部はやや下方に垂下する。

ヨヨナデ ヨコナデ 灰白色
石。長(細粒)
○

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邦
口径 (143)
残高 22 ナデ ナデ

浅黄橙色
灰白色

石。長(細粒)
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

邦蓋
口径 (138)

残高 3.1
口縁部は直立気味に下がる。口端
部は尖り気味。

〇回転ヘラケズリ

Θ回転ナデ
回転ナデ 灰色 勲密◎
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表47 SK211出土遺物観察表 土製品

表48 SD201出土遺物観察表 土製品

2区 の 調 査

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

豆
径
高
口
器

やや外傾する口縁。口端部は丸い

丸底。底部に黒斑が見られる。

ナデ

(ヘラ状工具痕)
ナデ

浅黄橙色

褐灰色

石。長 (1)
多
◎

黒斑

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (225)

残高 3.4

外反する口縁部。外下方に垂下した口
端部は面をもち、2条の凹線が巡る。頸
部に刻み目突帯が施されている。

ナデ
→施文

ナデ
明赤褐色

橙色

石・長(1～ 3)

◎

甕
口径 (18.0)
残高 67

「く」字口縁。口端部はわずかに面
をもつ。

Θナデ
⑩タタキ
→ナデ

ハケ(9本/cm)
→ナデ

浅黄橙色
石・長(1～ 3)

◎

甕
径

高

底
残

小さな平底。底部より内湾気味に

立ち上がる。

⑩ヘラミガキ

⑧ナデ
ヘラミガキ にぶい責橙色

石。長(1～ 3)

◎

甕
径
高
底
残

平底。月同菩躊はほtゴストレートに広がる。
⑪ヘラミガキ

⑧ナデ
ナデ 褐灰色

石。長(1～ 4)

◎

器台
口径 (19.2)

残高 15
受部片。端部は面をもち、円形浮文
が施される。

⊂Dナデ
ー施文
⑤ナデ

ナデ にぶい橙色
石・長(1～ 2)

◎

器台 残高 19 受部片。端部
が下方に拡張され、

端面に3条の波条文が施される。

⊂⊃ナデ
ー施支
Θナデ

ナデ
橙色

明褐灰色

石・長 (1)
◎

323 壺
口径 (11.2)
残高 3.7

外反気味に立ち上がる口縁。端部
は外方向に拡張される。

CDヨコナデ
◎ハケ(6本/
cna)→ナデ

ヨコナデ 橙色
石,長 (1～ 2)

◎

壼
径
高
底
残

底部が突出している。底部より外反
気味に立ち上がる。

ナデ ナデ
にぶい橙色

浅黄橙色

石 (1)
長 (1～ 6)
◎

325 高邪 残高 80 脚部片。円孔がlヶ所残る。
ハケ(6本 /cnI)
→ヘラミガキ

指ナデ

(絞り痕あり)
橙色

石・長(1～4)

◎

表49 SD201出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

石 鏃 一部欠損 サヌカイト 0.58

表50 出土地点不明遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外画)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

壺
口径 (26.7)

残高 2.3
ゆるやかに外反し、水平にのびる口

縁部。口端部の面に2条の凹線が巡る。

優Dナデ
ー施文
Эナデ

ナデ 明赤帽色
石'長 (1～ 4)

◎

壷
径
高
底
残

平底。底部より外傾して立ち上が
る。

ナデ ナデ
灰褐色

にぶい黄橙色

右'長 (1～ 2)
多
0

329 壷
ａ
４

径
高
底
残

平底。底部より外傾して立ち上が
る。

ナデ ナデ
色
色
灰
黄
帽

淡

石 (1～ 3)
長 (1～ 5)
◎

330 壺
径
高
底
残

平底。底部よリストレートに立ち上が
る。

⑩摩減の為不明
⑮ナデ
(指頭痕あり)

ナデ

(指頭痕あり)
褐灰色

石・長(1～ 4)

◎

壷
径
高
底
残

丸みをおびた小さな平底。やや内
湾気味に立ち上がる。

摩滅の為不明 ナデ
灰白色
にぶい責橙色

石,長 (1～ 3)

◎

霊
径
高
底
残

平底。外面にヘラミガキ痕が顕著に

残る。

⑩ヘラミガキ

①ナデ

ナデ

(板状工具痕)

明褐色
にぶい橙色

石・長(1～ 2)
金
◎

甕
口径 (14.0)

残高 4.7
外反する口縁部。口縁部はわずか

に面をもつ。

⊂⊃ナデ

廻⊃ヘラミガキ
ナデ 浅黄橙色

石・長(1～ 2)

◎

甕 残高 50 上底の底部。 ナデ ナデ
橙色

褐灰色

石'長 (1～ 6)
多
◎
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出土地点不明遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面〕

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
径

高

底

残
平底。 ナデ

ナデ

(指頭痕あり)

褐灰色

灰白色

長(1～ 2)

◎

336 甕
径

高

底

残
わずかに立ち上がりをもつ平底。

⑩ハケ0本/cm)
→ナデ
Qナデ

ナデ

(指頭痕あり)

橙色
にぶい橙色

石・長(1～ 3)

◎

337 甕
径
高
底
残

小さい平底。
⑩ハケ(8本/cm)
→ナデ(指頭痕)
⑥ナデ

ナデ
赤橙色

浅黄橙色

石・長 (1～ 2)
金
◎

338 甕
径
高
底
残

平底。
⑩′サt2本 /cm)
→ナデ(指頭洟)
Qナデ

ナデ
赤橙色
にぶい黄橙色

石・長(1～ 3)

◎

339 鉢
径
高
底
残

突出する小さい平底。 ナデ ナデ
黄橙色

橙色

石・長 (1～ 3)
多
〇

鉢
径
高
底
残

わずかに上底の底部。ストレートに

立ち上がる。

⑩ハケ6本/cm)
→ナデ
∩ナデ

ハケ(5本/cm)
→ナデ

浅黄橙色
石・長(1～ 2)

◎

鉢
径

高

底

残
くびれをもつ上底の底部

⑩ハケ(8本/cm)
→ナデ(指頭痕)
Qナデ

ハケ(6本/cm)
→ナデ

浅黄橙色
にぶい黄橙色

石。長(1～ 4)

◎

高邪 残高 2,9 ゆるやかに内湾気味に立ち上がる。 ナデ
ハケ(6本/cm)
→ナデ

浅黄橙色
橙色

石・長(1～ 2)

◎

支脚 残高 8.1 支脚の脚部片。中空。
タタキ
→ナデ

ナデ

(絞り痕あり)

にぶい橙色

浅黄橙色
石,長 (1～ 3)

◎

壼
径

高
口
残
(93)

3.8
「く」字状口縁。口端部は丸い

Θヨコナデ

Θナデ
ヨコナデ

色
色
自

灰

灰
褐

石・長(1～ 2)

◎

邦身
口径 (120)
残高 2.8

立ち上がり1よ短く、内傾する口縁。
受け部は水平にのびる。

回転ナデ 回転ナデ 灰色 勲密
◎

346 椀
口径 (19,0)

残高 3.2
内湾気味に立ち上がり、口端部は

やや外反し丸い。
回転ナデ 回転ナデ 灰白色 勲密◎

鉢
径
高
底
残

備前焼のすり鉢。口縁部片。 回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰白色

丁弓(1´-4)

密
◎

348 鉢
底径 (10.9)
残高 3.6

備前焼のすり鉢、平底の底部片。
内面に5条の櫛描き条線を施す。

ヨコナデ ヨコナデ
灰白色

灰色

長 (1～ 3)
密
◎

邦
径

高

底

残
平高台。 摩減の為不明 摩減の為不明

灰自色

淡黄色

微砂粒
◎

邪
径

高

底

残
(8.8)

1.7
平底。内湾気味に立ち上がる。

⑩ヨコナデ

〇回転糸切り
ヨコナデ 橙色

長 (1)
◎

琢
底径 (7.4)

残高 14 平底。内湾気昧
に立ち上がる。

⑩ヨコナデ

⑬回転糸切り
ナデ 灰白色

石・長(1～ 2)

◎

352 不
径
高
底
残

平底。
⑪摩減の為不明

◎回転糸切り
ヨコナデ 灰白色

石。長 (1)
◎

353 BΣ台朕 残高 20
口縁部片。口端部直下に隆帯が貼
付される。

摩減の為不明 摩減の為不明 にぶい橙色
石・長 (1～ 2)
多
◎

鍋 残高 稜をもって外傾する口縁。
●硝ナデ
⑩ ハケ(8本
/cm)→ナデ

ヨコナデ
にぶい黄褐色
にぶい黄橙色

石・長(1～ 2)

◎

表51 出土地点不明遺物観察表 石製品

桑 原 遺 跡 4次

番号 器種 残存 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

砥石 少片 砂岩 (5.0 (2.7) 9665
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第 9章

桑―原遺1跡4次調査地

-3区 の調査 一





第 9章  3区の調査

調査の経緯

3区は、 2区の東、 4区の西側に位置し、市道中村桑原線道路改良工事第 1工区内における 5回目
の調査地となる。 2区 と3区の間は、松山市指定埋蔵文化財包蔵地配83.枝松遺物包合地と同配82.

束本遺物包合地の境となる市道桑原52号線が南北方向に延びる。調査区南側は、東西に延びる市道桑

原23号線に隣接する。調査区の標高は35,3mを測り、調査区の現況は宅地である。なお、旧地権者か

らの話によれば本調査区が明治初期には既に宅地化されていたことや当時、牛合が併設されていたと

いうことであった。調査地は 2区と同様に東西に縦長く、幅21m、 長さ35mで ある。対象面積は730

ドであるが、調査地内を安全対策及び排土置き場として 2～ 6m使用したために、調査面積は271ご
となった。

以下、調査工程を略記する。

平成12年 9月 26日 :松山市道路建設課職員の立ち会いのもとに調査地を確認後、第 1回目の試掘調

査を実施した。数基の上坑が検出され、付近から第109図の管玉 (433)が出土

した。

平成13年 1月 17日 ～19日 :立会人のもとに第 2回 目のHIn掘調査を実施する。多数の柱穴が確認され、

須恵器、土師器、陶磁器が出土した。

4月 6日 ～7日 :2日 をかけ重機により表上の剥ぎ取りを行う。また、調査区の周りには

近隣住宅地へ砂埃が飛散することを防ぐために高さ5mの ネットを設置した。

第79図 調査区位置図
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桑 原 遺 跡 4次

遺構検出作業は現代層及び現代坑の除去に多くの時間を割いた。遺構検出の結

果、大小500基を越える柱穴が確認される。

4月 27日 :業務委託により調査区内に国土座標軸準拠 5mメ ッシュの基準グリッド杭を設

定する。グリッド名称は、北から南へ A、 B、 C・ 。とし、西から東へ 1、 2、

3・ 。とする。

5月 17日 :遺構検出状況の写真撮影を実施する。その後、本格的に遺構の掘り下げや測量

を行う。

6月 ■日 :調査区壁の上層を測量を行う。

7月 17日 :S K19の波I量を行う。

23日 ～31日 :長梅雨による調査工程の遅れを取り戻すべく、遺構の掘り下げ及び測量

を急ぐ。

8月 7日 :調査区内の精査と清掃を行い、遺構完掘の写真撮影を高所作業車を使用して実

施。

10日 :重機を使用して、調査区東側を深掘りする。作業後、土層図作成及び写真撮影

を行う。

13日 :愛媛大学の田崎博之教授に調査指導を依頼し、中世期の掘立柱建物跡やAT火
山灰について御教示を頂 く。

13日 ～15日 :お盆休みのため、通常屋外作業は中断。

16日 :安全対策のため、重機を使用して調査区の埋め戻しを実施する。

17日 :玩場調査を終了する。

8月 25日 :近隣に位置する桑原遺跡 5次調査地と併せて現地説明会を実施する。当調査区

の現況は埋め戻しを完了し、更地となっており調査担当者による遺跡解説及び

写真パネルと出土遺物の展示のみとした。地域住民及び考古学ファン約70人が

見学に訪れる。

2.層位 (P.120:写真、第8咽 )

調査区の基本層序は第 二層表土、第Ⅱ層灰色土、第皿層黄灰色上、第Ⅳ層淡黄茶色上、第 V層緑灰

色砂質土 (茶色混)、 第Ⅵ層黄茶色粘土、第Ⅶ層褐灰色砂礫、第Ⅷ層灰白色微砂、第Ⅸ層緑青色砂礫

である。遺構の検出は、第Ⅳ層上面で行った。なお、第Ⅳ層以下から遺物の検出はない。

第 I層―宅地造成に伴う客土や造成土 (真砂土)で ある。地表下 5～43cmま で現代の開発が行わ

れる。

第Ⅲ層―旧耕作上である。厚さ14～43cmを測る。

第Ⅲ層―旧水田床土である。厚さ2～ 5cmを測る。調査区西側の一部で確認された。

第Ⅳ層一本層は約22,000～ 25,000年前に南九州の姶良カルデラから噴出した広域テフラ、姶良Tn
火山灰の 2次堆積したもので、何らかの作用により調査地外の場所に降下した火山灰が、

調査地内に移動して堆積したものと考えられる。1～ 3mm大の砂の粒子が混入するものを
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3区 の 調 査
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桑 原 遺 跡 4次

上層、砂の粒子の混入が殆どないものを下層として分層した。共に色調は黄色を呈する。

調査区北東側で部分的に検出し、厚さ5～ 25cmを 測る。

第V層一本層は粗粒層と合角礫層が交互に 5cm程の平行堆積を繰り返している。

第Ⅵ層一本層は約22,000～ 25,000年前に南九州の姶良カルデラから噴出した広域テフラ、姶良Tn

火山灰の 1次堆積したものと思われる。調査区北東側で部分的に検出し、微弱な土色の追

いから2層に分層した。厚さ10～20cmを 測る。

第Ⅶ層一本層は粗砂層と含角礫層が交互に15cm程の平行堆積を繰り返している。

第Ⅷ層一本層は厚さ約20clnを 測る。粘性が殆どない微砂質層である。

第Ⅸ層―旧石手川の砂礫層である。拳大の円礫を合む粗砂礫層で、厚さ約50cm位 まで確認した。

色調は緑青色を呈する。

〔参考文献〕宮内慎- 1996 「層位」『束本遺跡4次調査・枝松遺跡4次調査』 松山市文化財調査報告書54
株式会社 古環境研究所 1996「 自然科学分析 I.束本遺跡4次調査の上層とテフラ」 F束本遺跡4次調査・枝松

遺跡4次調査』 松山市文化財調査報告書54

!rri!frづ p手・
:=tr■
|

- 120-



土
管

W
H=
35
.6
0m

H=
35
.6
0m

8 
緑
灰
色
砂
質
土
(茶
色
混
)

9 
茶
掲
色
粗
砂
(4
ヽ
丸
礫
混
)

10
茶
褐
色
粗
砂

11
灰
掲
色
粗
砂

第
I層
―
―
―
-1
 
造
成
上
(真
砂
土
・
瓦
礫
等
)

第
I層
―
―
―
-2
 
灰
色
土
(十
日
耕
作
土
)

第
Ш
層
―
―
―
-3
 
黄
灰
色
土
(1
日
水
田
床
土
)

第
Ⅳ
層
上
屑
→
::
::
陰
::
:そ
曽
壕
砂

下 層
― [
, 
壌墓
優目
9打
伴ト

ω 図 ⑮ 訓 叫

N
― 　 ド 〕 μ

H=
35
.6
0m

第
V層 第Ⅵ
層  
  
l 
l:
憂
査急
誓圭

第
Ⅶ
層

14
掲
灰
色
砂
礫
(丸
礫
混
)

第
Ⅷ
層
一
―
―
-1
5灰
白
色
微
砂

第
Ⅸ
層

-1
6緑

青
色
砂
礫

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 4
m

(S
=1
:8
0)

H=
35
.6
0m

第
81
図
 
南
壁
。
西
壁
・
東
壁
土
層
図



桑 原 遺,跡 4次

3..遺構と遺物

3区の調査では、弥生時代後劇後葉、中世～近現代の遺構や遺物を確認した。弥生時代後期後葉の

遺構には、上坑 1基 (.S ka161がある。申・ 近世の遺構には、掘立柱建物址9棟 (S B302～ 310)、

・lE立柱柵列2条 (S A301・ 3021、 土坑躍基 (S K313～ 315、 317～ 335)Ⅲ 溝‐3条 (sD‐313■3151、

柱穴527基 (S P3170～ 36971を検出している。

〔1〕 弥生時代

1)土サ七(sK)
S K310(第 82図、図顔Ы4)

調査区中央部のB4区に位置する。S P3263、 SP-3682-に切られる。平面形は長椿円を呈し、長軸
―

H=35.20m

1暗褐色土

第02図 SK346測量図

一
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483図 SK346出土遺物実測図
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-122-

(S=1:2)
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第85図  掘立302出土遺物実測図
(S=刊 :3)
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(SP3520)

H=35.20m
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1灰褐色土 (茶色混 )
2晴灰褐色土 (黄色混)
3暗褐色上 (黄色混 )

第86図 掘立303測量図

0                  10cm

(S=1:3)
第87図  掘立303出土遺物実測図

142cm、 短軸72cm、 深さ38cmを測る。埋土は暗褐色上である。

出土遺物 (第 83図、図版40)

356は複合口縁壷の回縁拡張部である。国縁接合部は端面に 1条の沈線が施され、タガ状に仕上げ

られる。拡張部外面には上から2条以上の沈線、その下に斜格子紋が施される。接合は断面観察より

緩やかに外反する口縁部上方端に拡張部下方端が載せられる方法を採っている。357・ 358は共に完形

のガラス製小玉である。色調は紺色、青色を呈す。359は四角形状の鉄片である。

時期 出土遺物から弥生時代後期後葉とする。

2m
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3区 の 調 査
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第88図 掘立304測量図

〔2〕 中世以降
1)掘立柱建物址 (掘立 )
本次調査区内からは、500基以上の柱穴 (小穴)が検出された。配置関係から考える限りの掘立柱

建物を復元し、それらを構成する小穴群の埋土や深さを検討し、掘立柱建物址 9棟 (掘立302～ 310)
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桑 原 遺 跡 4次
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第39図 掘立305測量図

を確定した。なお、柱穴内からの出土遺物は少ない上に、細片がほとんどである。

掘立302(第 84図 )

調査区中央部のC3・ 4区に位置する。梁行 2間、桁行 3間の総柱建物である。柱穴は10基を確認

している。建物の規模は、梁行の全長が3.2m、 桁行の全長が5.6m、 床面積17.92ド である。桁行軸線

は、真北から50度東へ振る。柱穴の平面形態は円形 。楕円形である。柱穴の規模は、径14～ 40cm、

深さ 9～49cmを測る。埋土は灰褐色土及び暗灰褐色土を呈する。柱穴内からは土師質土器の羽釜・

杯の小片が出上している。

出土遺物 (第 85図 )

360は 口縁が内傾する土師質土器の羽釜 (鍔部)である。色調は灰白色を呈し、調整は内外面共に

ナデられている。破断面に残存する粘土組痕から外面に三足脚が付いていた可能性がある。

時期 出土遺物から14世紀後半以降と考える。

掘立303(第 86図 )
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3区 の 調 査

調査区中央部のB5。 C5区に位置する。梁行 2間、桁行 2間の側柱建物である。柱穴は 7基を確
認している。建物の規模は、梁行の全長が2.4m、 桁行の全長が3.5m、 床面積8.4ド である。桁行軸線

は、真北から52度東へ振る。柱京の平面形態は円形・楕円形で、規模は、径14～ 26cm、 深さ9～

54cmを測る。埋土は灰褐色土、暗灰褐色土、暗褐色土を呈する。柱穴内からは土師質土器の羽釜、

備前焼のすり鉢の小片が出上している。

ЩOひ 98=H

出土遺物 (第 87図 )

361は S P 3520か ら出土した備前焼す

り鉢の口縁部である。備前焼特有の酸化

炎焼成による赤茶褐色の焼色は、上下斜

めに拡張された口縁外面付近のみで看取

される。他は内外面共に青灰色を呈す。

内外面共に櫛目状のナデ調整が施される。

内面には調整後に施された 7本のすり目

が残る。

時期 出土遺物より14世紀後半以降と
考えられる。

掘立304(第 88図 )

調査区中央部C4・ C5区に位置する。

梁行 2間、桁行 2間の側柱建物である。

柱穴は 8基を確認している。建物の規模

は、梁行の全長が3.6m、 桁行の全長が

4.7m、 床面積1692ドである。桁行軸線は、

真北から48度西へ振る。柱穴の平面形態

は円形・楕円形である。柱穴の規模は、

径16～ 31cm、 深さ19～ 40cmを 測る。埋

土は黒褐色土及び灰褐色土、暗灰褐色土

を呈する。柱穴内からは図化できない土

師質土器の小片が出土している。

時期 出土遺物と柱穴埋土から中世以
降と考える。

掘立305(第 89図 )

調査区中央部のB6・ C6区 に位置す
る。梁行 2間、桁行 2間の側柱建物であ

る。柱穴は 6基を確認している。建物の

規模は、梁行の全長が2.5m、 桁行の全

長が3.2m、 床面積8ポである。桁行軸線

一墓

D

６
一

V

灰褐色土

暗灰掲色土
0                     2m

(S=1:40)

第90図 掘立306測量図

N   S H=3520m
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.第91図 掘立∞7測量図

1 皓褐色土
? 職区褐色■
0 暗医掲1色土鱒 撮)
4 黒褐色土(ヨ筆錦ゆ

は、真耳とから1西へお度振る。柱欠の平面形態は円形 !椿円形で―ある,柱京の規模は、径15‐ 37cm、

深き13～ 35cmを測る。理土は暗褐色土と暗灰褐色上である.…柱束内からは図化できなぃ土師質上器

の小片が出上している。

時期 出土遺物及び柱鬼埋土から中世以降―と考える。

掘立306(第90図)
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3区 の 調 査

◎ Z
∽

H=35.20m

0                    2m

(S=1:40)

第92図 掘立308測量図

調査区中央部のB4・ B5区に位置する。梁行(1+α )間、桁行 2間の側柱建物である。柱穴は 5
基を確認している。建物の検出規模は、梁行の全長が1.7m、 桁行の全長が4.Om、 床面積6.8ド以上で

ある。桁行軸線は、真北から88度西へ振る。柱穴の平面形態は円形 。楕円形である。柱穴の規模は、

径18～ 40cm、 深さ12～ 43cmを測る。埋土は灰褐色土と暗灰褐色土である。柱穴内からは図化できな

い土師質土器の小片が出土している。

時期 出土遺物及び柱穴埋土から中世以降と考える。

掘立307(第91図 )

調査区中央部のC4・ D4区に位置する。梁行 1間、桁行 2間の側柱建物である。柱穴は 6基を確

認している。建物の規模は、梁行の全長が3.Om、 桁行の全長が4.2m、 床面積7.2ドである。桁行軸線

は、真北から90度西へ振る。柱穴の平面形態は円形・方形である。柱鬼の規模は、径19～ 37cm、 深

さ18～ 49cmを測る。埋土は暗褐色土、暗灰褐色土、暗灰褐色土 (茶色混)、 黒褐色土 (茶色混)で

ある。柱穴内からは図化できない土師質土器の小片が出土 している。

時期 出土遺物及び柱穴埋土から中世以降と考える。

掘立308(第92図 )

調査区中央部のB6区に位置する。梁行 2間、桁行(2+α )間の側柱建物である。柱穴は 5基を確
認している。建物の検出規模は、梁行の全長が2.7m、 桁行の全長が3.6m、 床面積9.72∬以上である。

桁行軸線は、真北から側度西へ振る。柱床の平面形態は円形・方形である。柱穴の規模は、径12～ 24cm、

深さ8～ 32cmを測る。埋土は暗灰色土、暗灰色土 (黄色混 )、 暗灰褐色土である。柱穴内からは図
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第93図 掘立309測量図

化できない土師質土器の小片が出土している。

時期 出土遺物及び柱穴埋土から中世以降と考える。

掘立309(第 98図 )

調査区中央部のC6。 D6区に位置する。梁行 1間、桁行 2間の側柱建物である。柱穴は 6基を確

認 している。建物の規模は、梁行の全長が2.4m、 桁行の全長が3.3m、 床面積7.92ドである。桁行軸

線は、真北から3度西へ振る。柱穴の平面形態は円形 。方形である。柱鬼の規模は、径20～ 40cm、

深 さ 6～ 31cmを測る。埋土は暗灰色土、暗褐色土、暗灰褐色土、灰色上である。柱穴内からは図化

できない土師質土器の小片が出上している。

時期 出土遺物及び柱穴埋土から中世以降と考える。

掘立310(第 94図 )

調査区中央部のB5。 C5区に位置する。梁行 2間、桁行 3間の総柱建物である。柱穴は 8基を確

認 している。建物の規模は、梁行の全長が3.2m、 桁行の全長が4.7m、 床面積15.04ご である。桁行軸

線は、真北から36度西へ振る。柱穴の平面形態は円形・方形である。柱友の規模は、径12～ 32cm、

深 さ10～ 28cmを測る。埋土は灰褐色上、暗灰褐色土、暗褐色土である。柱穴内からは図化できない

土師質土器の小片が出上している。
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394図 掘立310・All量図

時期 出土遺物及び柱穴埋土から中世以降と考える。

2).掘難 胴  (SA)
S A301(第踊図)

調査1区南西部のC3～ D4に位置する。検出規模は北西から南東方1向に,4れ を測る。柱FHE―は1..7～
29ぬ を測る.注穴の平面形は1円形で

―
ある。理土は灰褐色土及び暗灰色上である。
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第95図  SA301 ・302預J量図

時期 柱穴埋土から中世以降と考える。

S A302(第 95図 )

調査区南西部のB6～ D7に位置する。検出規模は南北方向に 6問■.3mを測る。柱間は1.5～ 2.0
mを測る。柱穴の平面形は円形である。埋土は灰褐色土、暗灰色土、暗灰褐色上である。柱穴内から

は図化できない弥生土器の小片が出上している。

時期 出土遺物に弥生土器があるものの、柱京埋土が中世期に位置付けられる他の遺構埋土に似て
いることから中世以降と考える。

3)土 坑 (SK)
S K317 (第 96図 )

調査区中央部のC4区に位置する。 S P 3279・ 3429と重複し、本遺構の方が古い。平面形は不整な

長楕円形を呈し、長軸113cln、 短軸32cln、 深さ 9 clnを預1る。埋土は焼土が混入した茶褐色土である。

土坑内からは図化できない土師質土器の小片が出土 している。

時期 出土遺物、遺構埋土及び重複関係から中世と考える。

S K318 (;宥 96図 )

調査区中央部のC4区に位置する。平面形は楕円形を呈し、長軸124cm、 短軸64cm、 深 さ■cmを

測る。埋土は黒褐色土である。遺物は検出されていない。

時期 時期不明。ただし、遺構埋土から弥生時代以降の可能性がある。
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2

第96図  SK317・ 318測 :霊図

S K319(第 97図、図版32‐ 2)

調査区北側のB5区に位置する。 S P 3879～ 3381。 3672と 重複し、本遺構の方が古い。平面形は楕
円形を呈 し、長軸126cm、 短軸92cm、 深さ20cmを測る。埋土は暗灰褐色土である。

出土遺物 (第98図 )

362は土師質土器の杯である。平底から直線的に立ち上がる胴部をなす。外底に回転糸切りの切 り

離し痕が僅かに看取される。

時期 出土遺物より14世紀後半と考える。

S K320(;奉 99図 )

調査区東側のC5区に位置する。 S P 3677及び現代坑と重複し、本遺構の方が古い。平面形は円形
を呈 し、長軸95.Ocm、 短軸42.Ocm、 深さ14.Ocmを測る。埋土は暗灰褐色土である。土坑内からは図

化できない土師質土器の小片が出土している。

時期 出土遺物、遺構埋土及び重複関係から中世と考える。
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桑 原 遺 跡 4次

「
|

暗灰褐色土 (黄茶色ブロック混)

淡黄灰色土

暗灰色土

0                       1m

(S=1:20)

SK319測量図

＼( |=:ン 362

0                    10cm

(S=1:3)

第98図  SK319出土遺物実測図

S K322 (ぢ奉99図 )

調査区東端のC6。 7区に位置する。 S P 3608と 重複し、本遺構の方が古い。平面形は楕円形を呈

し、長軸■8cm、 短軸180cln、 深さ22cmを 測る。埋土のベースは暗灰色土である。

出土遺物 (第 100図 )

363は弥生時代後期の壼頸部である。色調は内外面共に明赤褐色を呈し、焼成は良好である。外面

は縦方向、内面は横方向のハケロ調整が施される。その後、ナデによる丁寧な仕上げがなされている。

頸部にはヘラ状工具による羽状紋タイプの刻目を施した凸帯が貼り付けられる。まず左上方から右下

方へ刻みを入れ、その後凸帯上部を押さえ付けるように右上方から左下方へ短く刻みが施されている。

364・ 365は土師質土器の二足付羽釜 (口縁部)で、日縁直下に断面三角形のタガが貼り付けられる。

外面には煤が付着する。366。 367は土師質土器杯である。底部切り離し技法は共に回転糸切りである。

366の底部には糸切 り痕の他に、細い棒状工具による「起 し痕」及び板目状の圧痕が残る。色調はに

ぶい橙色で砂の混 じりは少ない。焼成は極めて良好である。368は鉄滓。重量は14.29gを波Iる 。

時期 363は混入品。368は時期不明。他の出土遺物より14世紀後半と考える。

S K323 (ぢ奉101図 )

調査区東側のC6区に位置する。平面形は楕円形を呈し、長軸72cln、 短軸50cIIl、 深さ21clnを測る。

埋土のベースは暗褐色土で焼土が混じる。遺構内からは 4基の小穴が検出されている。

出土遺物 (第 102図 )
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3区 の 調 査

1 略医衝色土傑色混)
2 暗灰福色土
3 暗褐色上(養茶色ブロッタ混)
4賠灰褐色土(黄色湧)

性

1 略医鶴色土 (茶色湿)
2 購療善土
e 暗灰色■(養素色鹿)
4 淡黄色ブロック

N  S

第00国 .SK320・ 322・all■図

魏

‐
（熊い螂磐
‐
・飾

(群11:-20)

W364

365

1-00m

(S・1:3)

第100図 Srt322出土濁物実測図
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桑 原 遺 跡 4次

H=35.20m

2暗灰掲色土     |
3暗褐色土 (焼土混)    (S=t20)

第101図  SK32劇 量図

0                  10Cm

(S=1:3)

第102図 SK323出 土遺物実測図

369は東播系中世須恵器のこね鉢である。日縁端部は玉縁状に月巴厚される。胴部内外面には回転ナ

デ成形による凹凸がみられる。焼成は軟質である。

時期 出土遺物より14世紀と考える。

3)溝 (SD)
S D313 (第 80図 )

調査区中央部のC3・ 4に位置する。規模は検出長5.00m、 幅0.98m、 深さ0.10mを 測る。埋土は

暗灰茶褐色土である。

出土遺物 (第 103図、図版40)

370～ 377は土師質土器の杯である。370。 371は平底から直線的に外傾する体部をもつ。口縁部には

ヨコナデ調整を仕上げ段階に施すため、口縁下に弱い稜がつく。底部切り離し技法は共に回転糸切 り

である。370には板状圧痕を看取する。372は平底から緩やかに内湾する体部をなす身の浅い杯である。

強いココナデ調整によって外面に数条の稜が残る。377の底部には回転糸切り痕と板状圧痕が残る。

378は土師質土器の皿である。379は東播系中世須恵器のこね鉢で、底部から直線的に斜め上方へのび

る口縁体部片。肥厚される口縁端部内側は僅かに凹む。また体部にはロクロ調整痕が顕者に残る。

380は全長4.20cm、 幅2.90cm、 厚さ0,75cm、 重さ17.7gを 測るほぼ完形の扁平片刃石斧である。長方形

状に周縁を研磨し、片面より刃付けを行っている。石材は白色凝灰岩系を用いている。381は判読不

明の古銭である。推定銭径は2.7cmを 測る。

時期 出土遺物より14世紀後半と考える。

S D314(第 80図 )

調査区東端のC7に位置する。規模は検出長67.Ocm、 幅20.Ocm、 深さ50。 9cmを浪1る 。埋土は暗灰

褐色土である。

出土遺物 (第 103図 )

一庁
Ｆ
Ｆ
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3区 の 調 査

監ャ́♂
つ

第103図 S,343.314出土遺物実測図
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370～381 SD313出土
382～384 SD314出土
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H=35,刊 Om

0           20cm

―
(S=1:10)

第104図  SP3476測量図

桑 原 遺 跡 4次

1晴掲色土 (茶色混 )

＼  86

10cm

(S=1:3)

第105図 SP3476出土遺物実測図

382。 383は土師質土器の三足付羽釜 (口縁部)である。382は口唇部に接 して断面三角形状のタガ

が貼り付けられ、外面には煤が付着する。383は 口縁端部から若干下がった位置に断面三角形状のタ

ガが貼り付けられ、内外面に煤が付着する。384は須恵器系甕の胴部片。外面にはスタンプ的な格子

叩きが施される。内面は板状工具痕と指頭圧痕が残り、粗い仕上げになっている。色調は外面灰黄色、

内面赤褐色を呈す。

時期 出土遺物より14世紀後半と考える。

4)柱 穴 (SP)
S P3476(第 104図、図版39‐1)

調査区南側のB5区に位置する。平面形は円形を呈し、長軸26.Ocm、 短軸 19.Ocm、 深さ28.Ocmを

測る。柱痕跡を検出した。柱穴埋土は暗褐色土で、柱痕埋土は暗褐色上に茶色上が混入する。遺物は

柱痕跡内より出土した。

出土遺物 (第 105図 )

385。 386は土師器の杯である。385は平底から直線的に立ち上がる胴部をなす。底部の切り離し技

法は回転糸切りによる。386は底部から僅かに内反して立ち上がる胴部をなす。底部は回転糸切りの

後にナデ調整が施される。

時期 出土遺物より14世紀後半と考える。

他のSP出土遺物 (第 106・ 107図 )

土製品 387～ 391、 393～401は土師質土器である。387・ 388は三足付羽釜の口縁部、389は脚部で

ある。387。 388は口唇部に接して断面三角形のタガが貼り付けられる。389の外面には煤が付着する。

390は羽釜の回縁端部である。391は鍋である。398～ 395は杯である。396～401は皿である。392は土師
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第106図 SP出土遺物実測図 (1つ
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桑 原 遺 跡 4次

器甕の口縁部である。402は小型鉢である。極めて丸底に近い平底を呈する。外面に明瞭なハケロ調

整が施される。弥生時代後期末に位置づけられるものである。403は瓦質の玉縁式丸瓦である。凹面

には斜め方向の緩弧線 (コ ビキ痕)、 布目痕、吊り紐痕が残る。凸面の調整はナデ・ミガキによるも

のか。端面 。側面はヘラ切り。

鉄製品 404～ 410は鉄製の釘である。4■は鉄製不明品で、何らかの工具と思われる。412・ 413は

鉄滓。

5)グ リッ ド出土遺物
C3グ リッド・C4グ リッドの遺構検出時に出土したものである。

出土遺物 (第 108図 )

414.415.419.420は C3グ リッド、416～ 4181ま C4グ リッドで出上した。414～418は土師質土器の杯
である。414は 口縁部片。415～417は復元完形品。415の底部は径6.9cmを 測る平底で、回転糸切り痕

後の著しい板状圧痕が看取される。体部は緩やかに内湾 して立ち上がる。416の底部は径5.3cmを測

る平底で、明瞭な回転糸切り痕が残る。板状圧痕も僅かに看取できる。底部から直線的に立ち上がる

体部には調整時のナデにより段が生じている。日縁端部は細く仕上げられる。417の底部は径7.8cm

を測る平底を呈し、切り離し技法は回転糸切 りによる。色調は乳白色である。419は土師質土器皿の

復元完形品である。底部外面には回転糸切 り痕が残る。腰部が若干張り、口縁部はやや外反気味に開

く。420は唐津系 (17世紀前半)の陶器皿である。日縁端部の内面は回転ナデ調整により僅かに凹む。
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切  一

(S=1:2)

第107図 SP出土遺物実測図 (2)
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3区 の 調 査

～ヽヽ
岬掛坤榊＝洋・
19

第108図  グリッド出土遺物実測図

内外面共に施された釉薬は灰釉で黄灰色を呈する。

〔3〕 出土地点不明遺物
試掘調査時と重機による表土掘削時及びグリッド設定前に出上した土器である。

出土遺物 (第 109～■1図 )

421～ 427は弥生土器である。428は須恵器で短頸壷の蓋である。 6世紀後半～ 7世紀前半に位置づ

けられる。429～432は陶磁器である。429・ 432は 15世紀代に位置づけられる青磁碗。430は国産陶磁

器碗。口縁外面に 2条の鉄釉が線状に巡る。全体の施釉は透明釉である。431は 18世紀代の京焼系碗。

433は碧玉製の管玉。欠損品ながら重量6.3gを預Iる。434～448は土師質土器の杯である。449～454は

土師質土器の皿である。455～458は東播系須恵器のこね鉢である。456。 457は口縁拡張部外面に淡い

緑灰色の胡麻ふり状自然釉がかかる。458は片口鉢の注ぎ口部である。459・ 460は 亀山焼系の瓦質甕

である。461～ 463は タガが口縁部より僅かに下がった位置にあり、脚が付属しないタイプの羽釜であ

る。462は瓦質を呈する。464～467は土師質土器の羽釜で三足脚が付属する。468は脚部。469～471は

江戸期に位置づけられる焙烙である。472は顔面長4.Ocln、 幅2.9clll、 頭囲12.lclnを測る土人形である。

作風は武者人形を呈し、下顎部に髭痕が点描される。内部は中空である。精緻な造りから近現代のも

のと考える。473は昭和22年発行の小型五十銭黄銅貨。

4. /Jヽ労吉
本調査区からは、弥生時代・古墳時代・中世～近現代の遺構・遺物が検出された。

(1)層位
調査区北壁の土層観察により姶良Tn火山灰の 1次及び 2次堆積層を確認した。これらは既に噴出
年代が明らかにされており、遺構 ,遺物の年代を決定する示標となっている。本調査区において遺物

(S=1:3)

-141-



桑 原 遺 跡 4次
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第109図 出土地点不明遺物実則図 (1)

蕉捧士131i

‐ 142-



3区 の 調 査
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第110国 出土地点不明遺物実測図 (2)
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桑 原 遺 跡 4次

I

(S=1:2)

第111図 出土地点不明遺物実測図 (3)

の出土はなかったが、松山平野の旧石器文化を検討する上で貴重な資料となるものである。

(2)弥 生時代

弥生時代に比定される遺構は土坑 (S K316)1基である。本遺構内からは弥生時代後期後葉に比

定される複合口縁壺の一部と着装品の一種であるガラス小玉 2点のみが出土している。

この様な遺物の出土状況は、本遺跡が所在する桑原地区において同時期の類例はなく注目される資

料である。

(3)中世以降
本調査区で検出された遺構の多くが中世以降に比定される。

[掘立柱建物址・柵列]9棟の掘立柱建物址と2条の掘立柱柵列を復元できた。これらを構成する柱
穴内から土器類が僅かに出上しているが、時期決定には至らなかった。ここでは建物と柵列の主軸方

向と重複関係からグルーピング及び変遷を試みる。まず、主軸線から①群 ;掘立306・ 307・ 308・ 309・

S A302、 ②群 ;掘立304。 305、 ③群 ;掘立302・ 303。 S A301、 ④群 ;掘立310に分けた。次に、柱

穴の重複関係から①群→④群→②群→③群の変遷を考えた。

[柱穴]S P 3476(第 104図)の柱痕内から土師質土器杯385。 386が出土した。この柱穴が絡む掘立

柱建物址は復元できていないものの、出土遺物の位置から建物廃絶時に行われた柱穴祭祀の可能性を

考える。

―⑤
473
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遺 物 観 察 表

遺物観察表 ―凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺物の計測値及び観察一覧である。

遺物観察表は武正良浩、村上真由美、岩本美保が作成した。

(2)遺物観察表の各掲載について

法 量 欄   ( ):復 元推定値。

調 整 欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、拡→拡張部、胴中→胴部中位、胴底→胴部～底部

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製上、金→金雲母。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 3)→ 「1～ 3 11ullの砂粒 。長石を含む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表52 SK316出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

壼 残高 4.0
榎
に
条

②施文
◎ナデ

ナデ
橙色
にぶい橙色

石・長 (1～0
金
ω

表53 SK316出上遺物観察表 玉類

番号 品 種 遺存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 直径 (cm) 孔径 (cm) 重量 (g)

小玉 完形 瘍髄
0.35 0。 15 0.037

358 小玉 完形 瘍詭
0.021

表54 SK316出土遺物観察表 鉄製品

番号 器 種 遺存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

鉄片 不 明 鉄製 0.25

表55 掘立302出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

羽釜 残高 2.1 胴部 (鍔部)片。 ナデ ナデ 灰白色
石・長 (1～

"◎

表56 掘立303出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

すり鉢
口径 (282)
残高 42

備前焼。内面に調整後、7本のすり
目が施される。

櫛目状工具を
用いた回転ナデ

櫛目状工具を
用いた回転ナデ

赤茶褐色(上部)
青灰色

長 (1～0
密
FOn

表57 SK319出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

362 杯
径
高
底
残
69)
13 平底。

⑪ナデ
⑥回転糸切り

ナデ
浅黄橙色
にぶい橙色

石・長 (1)
◎

表58 SK322出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
r内面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

壼 残高
頸部に羽状文の幅広の凸帯を貼付
ける。

ハケ(■～12本 /
cm)→ナデ

ハケ(9本 /cm)
→ナデ

明赤褐色
よミ(1)
金
◎
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表59 SK322出土遺物観察表 鉄製品

表60 SK323出土遺物観察表 土製品

表62 SD313出土遺物観察表 石製品

表63 SD313出土遺物観察表 銭貨

遺 物 観 察 表

SK322出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面Ⅲ

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

羽釜
口径 (23.2)
残高 29

口縁部片。内傾した口縁。外面の
口縁端部にやや垂下した断面三角
形のタガが巡る。

ナデ ナデ にぶい褐色
石・長は～

"◎
煤付着

365 羽 釜
口径 (27.9)
残高 4.7

口縁端部に断面三角形のタガが巡る。ヨコナデ ナデ
黒褐色
にぶい褐色

石。長 (1～働
◎ 煤付着

366 杯
底径 (6.2)
残高 0,9 平底。

∪ナデ
⑧回転糸切り
(板状圧痕あり)

ナデ にぶい橙色
石・長 (1)
◎

杯
底径 (6.8)
残高 17 平底。 切ガ嚇

⑪
Θ ナデ

にぶい褐色
灰褐色

石・長 (1)
◎

番号 器 種 遺存状態 材 質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

鉄滓 完形 鉄製 14.29

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

こね鉢
口径 (26.2)

残高 3.8

東播系のこね鉢。端部は肥厚し、内
面は回転ナデ成形による凹凸が見
ら″しるぃ

回転ナデ 回転ナデ 雌随
石・長(1～労
○

表61 SD313出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

杯

口T全 くlU.も ,
底径 6.7
器高 3.8

内湾気味に立ち上がる口縁。口縁
端部は丸い。外面はヨコナデによる
稜線が明瞭。 崚蜘］

ヨコナデ 浅黄橙色
石・長 (1～

"◎

371 杯

回径 (112)
底径 7.0
器高 4.0

肉湾気味に立ち上がる口縁。口縁
端部はやや尖る。外面はヨコナデに
よる稜線が明瞭。

Θ⑪ヨヨナデ

⑧回転糸切り
ヨコナデ 随
噸

石・長(1～

"◎

372 杯

口径 (115)
底径 (6.8)
器高 3.0

内湾気味に立ち上がる口縁。口縁
端部はやや尖る。外面はヨコナデに
よる稜線が明瞭。

①⑩ヨヨナデ
⑧回転糸切り
併臣状F痛あり)

ヨコナデ 灰褐色
石・長住～動
◎

杯
口径 (11.2)
残高 35 厨暴み縣銚今報綴る期が明瞭。

ヨコナデ ヨコナデ 浅黄橙色
石・長 (1～働
◎

374 杯
口径 (124)
残高 3.8

内湾気味に立ち上がる口縁。端部
は丸い。外面はヨコナデによる稜線
が明瞭。

ヨヨナデ 摩滅の為不 灰白色
石(1)長 (1～4)
密
◎

375 杯
口径 (11.7)
残高 3.6

内湾気味に立ち上がる口縁。端部
は丸い。

ヨコナデ 明
明褐灰色

褐灰色
石。長は～3)
◎

376 杯
口径 (11.2)
残高 31

内湾気味に立ち上がる口縁。端部
はやや尖る。

ヨヨナデ ヨコナデ 浅黄橙色
石・長(1～ハ
◎

377 杯
径
高
口
残 平底。

⑩ヨヨナデ
⑥回転糸切り
(板状圧痕あり)

ヨコナデ 浅責橙色
石・長 (1～0
◎

378 皿

径
径
高

口
底
器

内傾する口縁。端部は丸し
平底。

ヨコナデ ヨヨナデ 灰白色
4ョ・●竜(1,
密
◎

379 こね鉢
口径 (24.6)
残高 57 東播系のこね鉢。 回転ナデ ヨコナデ 灰白色

長 (1～ 2)
密
◎
自然釉

番号 器 種 残 在 材  質
法  量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

380 扁平片刃石斧 ほぼ完形 自色凝灰岩系 075 17.674

番号 銭 名 初鋳年 銭径 (mm) 孔径 (mm) 琳縁厚 (mm) 内側厚 (mm) 重量 (g) 備 考 図版

判読不明 不  明 不明 不  明
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表64 SD314出土遺物観察表 土製品

表66 SP出土遺物観察表

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

(内面)
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

382 羽釜
口径 (25,7)
残高 77

内傾した口縁。外面の口縁端部に
断面三角形のタガが巡る。

ヨコナデ
Ш ヨコナデ

婿M｀
ケ僚～然 橙色

石・長 (1～働
金
◎
煤付着

383 羽釜
口径 (22.0)
努完幸慧  4.4

内傾した口縁。端部内面はつまみ
出している。口縁外面に断面三角
形のタガが巡るぉ瓦雪ハ

ヨコナデ ヨコナデ 灰色
石 (1～ 4)
長 (1～ 2)
◎
煤付着

甕 残高 7.6
須恵器の胴部片。外面にはスタンプ
的な格子叩きが施される。

タタキ
ナデ
(指頭痕あり)

灰黄色
赤褐色

石・長 (1)
◎

表65 SP3476出上遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

(内面)
色調

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

杯
径

高

底

残

6.7

1.8

平底。外面、ヨコナデによる稜線が
明瞭。

⑪ヨコナデ
⑥回転糸切り

ヨコナデ 灰白色
石。長 (1)
密
◎

386 杯
径

高

底

残
底部から僅力Wこ内反して立ち上がる。

鍛ヨコナテ
Θ回転糸切り
→ナデ

ヨコナデ 淡橙色
石・長 (1)
◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

羽釜
口径 (26.0)
残高 3.8

直立した口縁。口縁外面に断面三

角形のタガが巡る。
摩滅の為不明 摩減の為不明 明褐色

卜
多石．長く碗
◎

SP3419

羽釜
口径 (22.4)
残高 1.9

口縁部片。口縁外部に断面三角形

のタガが巡る。
摩減の為不明 ヨコナデ 明赤褐色

石。長 O～

"金◎
SP3504

B】台儀 残高 7.6 土師質。脚部片。 ナデ ナデ
にぶい赤褐色
灰褐色

石。長 (1～3)
金
◎

煤付着

ΣΣ台含 残高 1,9 口縁部片。口縁端面はやや凹む。 ヨコナデ ヨヨナデ にぶい黄橙色
石。長(1～2)
◎

煤付着

SP3279

鍋 残高 2.4
土師質。口縁部片。外反する日縁

部の端部は「コJの字状。
摩滅の為不明 摩滅の為不明

にぶい赤褐色
にぶい橙色

石・長 (1～2)
金
◎
SP3420

392 甕
口径 (11,7)
残高 2.7

外傾する口縁部の端部はわずかに

外反する。
ナデ 謬、茂暴/耐

→ナデ
浅黄橙色

石・長 (1～働
金
∩
S爵 534

393 杯
口径 (12.3)
残高 3.6

体部一口縁にかけて直線的に立ち

上がる。口縁端部は丸い。
ヨコナデ ヨコナデ 灰自色 和金◎

SP3197

杯

口径 (11.2)
底径 (6.0)
残高 2.9

平底の底部より内湾気味に立ち上

がる。口縁端部は丸い。

◎⑩ヨコナデ

⑧回転糸切り
ヨコナデ 淡橙色 熟金◎

SP3539

杯
径
高
底
残 平底。

0ヨヨナデ
Θ回転糸切り
(板状圧痕あり)

摩減の為不明 灰自色
長 (1～ 2)
◎
SP3346

皿

径
径
高

口
底
器

平底の底部より内湾気味に立ち上

がり、口縁端部は丸くおさまる。
摩滅の為不明 摩減の為不明 灰白色

長 (1)
褐色粒
◎
SP3405

皿

径
径
高

口
底
器

(7.8)

(58)
1.6
平底。口縁端部は丸くおさまる。

Θヨコナデ

⑥回転糸切り
ヨコナデ 灰白色

長 (1)
◎
SP3420

皿

径
径
高

口
底
器

(6.8)

(5.4)

1.1

平底。口縁端部は丸くおさまる。
◎ヨコナデ

⑥回転糸切り

Θヨコナデ

⑧ナデ
浅黄橙色 即金
◎
SP3214

皿

口径 (7.8)
底径 (5,0)
器高 1.6

平底の底部より内湾気味に立ち上

がり、回縁端部は丸くおさまる。

Θヨコナデ

⑥回転糸切り
ヨコナデ 浅黄橙色 熱金◎

SP3524

皿
＆
６
．１
．

径
径
高

口
底
器

平底。口縁端部は丸くおさまる。
◎ヨコナデ
◎回転沫切り
(続潰
『
席あb)
ヨコナデ 淡黄色

にぶい橙色 和◎
SP3336

皿
６
．４
１
．

径
径
高

口
底
器

平底。口縁端部は丸くおさまる。
Θヨコナデ

Θ回転糸切り
ヨコナデ 浅黄橙色

石・長 (1～働
褐色粒
◎
SP3229

鉢
(1.4)

2.5

径
高
口
残 丸味のある小さな底部。 ハケ(5～0本/cn) ナ デ にぶい橙色

石 (1～ 3)
◎
SP3625
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表67 SP出土瓦観察表

表68 SP出土遺物観察表 鉄製品

表69 グリッド出上遺物観察表 土製品

表70 出土地点不明遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 出 土 地 点 種  類 型 式 瓦当残度 色 調 胎  土 焼 成 備  考 図版
403 SP3453・ SP3463 丸瓦 玉縁式 灰色 石・長(1～ 2) 良好

番号 器 種 遺存状態 材 質
法 量

備  考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

404 釘 欠損 鉄製 0.85 SP3211

釘 欠損 鉄製 1.75 43.71 SP3248

釘 欠損 鉄製 17.26 SP3408

釘 完形 鉄製 SP3337

釘 完形 鉄製 3.43 SP3391

釘 欠損 鉄製 2.12 SP3643

釘 欠損 鉄製 15.11 SP3356

鉄製不明品 欠損 鉄製 4234 SP3449

鉄滓 完形 鉄製 3293 SP8263

鉄滓 完形 鉄製 47.88 SP3606

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

414 杯
口径 (11.4)
残高 2.7 体部

は内湾し、口縁端部は丸い 摩減の為不明 摩減の為不明 にぶい赤橙色 勲密
◎

C3

杯
口
底
器

登 11.6
登 6.9
霊 3.1

内湾する胴部に、口縁端部は尖り
気味。

9廼ヨコナデ
⑧回転糸切り
(板状庁赫 り)

◎⑪ヨコナデ
◎摩滅の為不明

灰白色
石(1～ 2)

◎
C3

杯
口
底
器

11.8
5.3

4.3

口縁端部は尖り気味。外面、ヨコナ
デイこよる稜線が明瞭。 け］］

ヨコナデ
(指頭痕あり)

灰白色
石・長 (1)
密・褐色粒
◎

C4

杯
口
底
暴

平底の底部より直線的に立ち上がり、
口縁端部はやや尖り気味。

摩滅の為不明 摩減の為不明 乳白色
石・長 (1)
密・褐色粒
◎

C4

杯
径
高
口
残

体部～口縁にかけて直線的に立ち
上がる。口縁端部は丸い。 摩滅の為不明 摩滅の為不明 灰白色

石 (1～ 4)
長 (1～ 2)
◎

C4

皿

町
膨
痴

劾

０

６

そ７
．徹
■
平底。日縁端部は丸くおさまる。

③ヨコナデ
D回転糸切り 摩滅

の為不明 浅黄橙色
石。長 (1)

◎
C3

皿
口径 (10.4)
残高 18

唐津系。口縁端部の内面は、回転
ナデにより僅かに凹む。

回転ナデ
→施釉

回転ナデ
ー施釉

黄灰色
密

◎
C3

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
径
高
口
残

外反する厚い口縁部の端部は「コ」
の字状に丸い。 摩減の為不明 摩減の為不明 橙色

石・長は～り
多
∩

422 甕
口径 (18.5)

残高 2.5
外反する口縁部の端部は「コ」の
字状に丸い。 摩滅の為不明 摩減の為不明 黄灰色

石・長 (1～)
多
◎

甕
口径 (19.3)
残高 2.1

外反する口縁部の端部は「コ」の
字状である。

誂頚除/cml
→ナデ

ナデ 灰自色
石・長 (1～0
多
◎

甕
口径 (113)
残高 3.4

短く外反する口縁部の端部は「コ」
の字状に丸い。

ヨコナデ ヨコナデ にぶい褐色
石・長 (1)
微砂粒
◎

甕 残高 22 短く外反する厚い口縁部片。端部は丸い。 摩滅の為不明 摩滅の為不明 赤橙色
石。長徹～2)
多
∩

鉢
径
高
口
残
(7.5)

4.9
直口口縁。端部は丸い。

ハケ(4本/cm)
→ナデ
(指頭痕あり)

ナデ
(指頭痕あり)

橙色
石・長ぼ～働
金
◎
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表71 出土地点不明遺物観察表 玉類

表72 出土地点不明遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

出土地点不明遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

鉢
径
高
底
残 くびれの上げ底。

⑪ハケ(6本/帥 )
→ナデ
⑧ナデ(指頭痕あい

摩滅の為不明 頒髄
石・長 (1)
◎

蓋
口径 (12.8)
残高 2,7

口縁部は直立し、口縁端部内面は
凹む。

ヨヨナデ ヨコナデ 明青灰色 則卿◎誡
碗
口径 (13.5)
残高 2.1 陶磁器。 施釉 施釉 オリーブ灰色

微砂粒
◎

碗
径
高
口
残

陶磁器。口縁外面に2条の鉄釉が
線状に巡る

施釉 施釉 灰オリーブ色
微砂粒
◎

碗
劾
０

径
高
口
残 陶磁器。京焼系。 施釉 施釉 淡黄色

微砂粒
◎

432 識
碗
口径 (10.9)
残高 23 陶磁器。 施釉 施釉 オリーブ灰色

微砂粒
◎

番号 品 種 遺存状態 材 質
法 量

備  考 図版
長さ(cm) 直径 (cm) 7し 4垂 (cm) 重量 (g)

管玉 欠損
碧玉

暗オリーブ色
(3.2) (1.5) 6303

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

杯

径
径
高

口
底
器

平底の底部より直線的に立ち上がり、
回縁端部はやや尖る。

③⑩ナデ
③回転糸切り
r締汁
『
滝ぁnⅢ
ナデ 灰白色 剤嚇◎435 杯

径
径
高

口
底
器

平底より内湾気味に立ち上がり、回
縁端部はやや尖る。底部内面に強
いナデによる洗線ハ

9⑪ヨコナデ
D回転糸切り

ヨコナデ 灰白色
石・長 (1)
◎

杯

口径 (11.1)
底径 (6.6)
器高 4.0

平底より内湾気味に立ち上がり、口
縁端部はやや尖る。

③⑪ヨコナデ⑧温覇宰纂訊η) ヨ
コナデ

にぶい橙色
浅黄橙色

卜
粒石．長ｔ髄◎

杯
径
高
底
残

平底。底部内面に強いヨヨナデイこよ
る沈線。

り

ｂ蝦］的
ヨコナデ

にぶい黄橙色
黄灰色

石・長但～労
◎

杯
底径 (6.2)
残高 2.1

平底。底部外面に強いヨコナデによ
る沈線。

⑪ヨコナデ
⑥回転糸切り

摩滅の為不明 灰自色
石・長(1～2)
◎

杯
径
高
底
残

平底。底部内面に強いヨコナデによ
る沈線。

⑪ヨヨナデ
◎回転糸切り

ヨコナデ 浅黄橙色
石 (1～ 5)
長 (1)
◎

440 杯
０
６

径
高
底
残 平底。 摩減の為不明 摩滅の為不明 灰白色

微砂粒
○

杯
径
高
底
残 平底。 り

ｂ吟］的
摩滅の為不明 灰白色

石・長 (1)
◎

442 杯
径
高
底
残 平底。やや】巴厚する。

D犀械の為不明
0回転糸切り
(板状圧痕あり)

ヨコナデ 灰白色
石・長 (1～0
褐色粒
O

杯
口径 (14.0)
底径 (82)
号ξ荏素  4.4

平底の底部より直線的に立ち上がり、
口縁端部はやや尖る。

O⑩ヨコナデ
◎回転糸切り

ヨコナデ 浅黄橙色
石・長 (1)
◎

杯

径
径
高

口
底
器

平底の底部より内湾気味に立ち上
がり、口縁端部は丸い。

O⑩ヨコナデ
◎回転糸切り

ヨコナデ
にぶい責橙色
明褐灰色石く．．３鋤◎

杯
径
高
底
残 平底の底部より内湾して立ち上がる。

⑮ヨコナデ
Θ回転糸切り

ヨコナデ 灰白色
浅黄橙色

石 (1～ 4)
長 (1～ 2)
◎

446 杯

口径 (12.2)
底径 (8.4)
器高 2.8

平底の底部より内湾気味に立ち上
がり、口縁端部は丸い。 摩滅の為不明 摩滅の為不明

淡黄色
灰白色

石・長位～動
○

杯

口径 (11.3)
底径 (8.0)
業盲  クR

平底の底部より直線的に立ち上がり、
口縁端部はやや尖る。 摩減の為不明 摩滅の為不明 灰白色 艶

○
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出土地点不明遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調

(外面)

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

448 杯
口径 (11.5)
残高 20 内湾する口縁。端部はやや丸い ヨコナデ ヨコナデ 灰白色

浅黄橙色
石・長 (1)
◎

皿 屡経t&:;
器高 1.4

平底の底部より内湾気味に立ち上
がり、口縁端部は丸くおさまる。

◎ナデ
◎回転糸切り

ナデ
淡橙色
褐灰色

微砂粒
◎

皿

径
径
高

口
底
器

平底の底部より、内湾して立ち上が
る。口縁端部は丸くおさまる。

Эヨコナデ
◎回転糸切り

ヨコナデ
にぶい橙色
浅黄橙色

微砂泣
◎

皿

り
０
４

径
径
高

口
底
器

内湾気味に立ち上がる口縁端部は
丸くおさまる。

Эヨコナデ
D回転糸切り

ヨコナデ 灰白色
石 (1～ 2)
◎

452 皿
径
高
底
残

平底の底部より、内湾して立ち上が
る。

摩滅の為不明 摩滅の為不明 灰白色
微砂粒
◎

453 皿

径
径
盲

口
底
果

平底の底部より内湾気味に立ち上
がり、口縁端部は丸くおさまる。

Эナデ
D回転糸切り

ナデ 浅黄橙色
長 (1～ 6)
微砂粒
◎

454 皿

口径 (7.0)
底径 (45)
器高 1.4

平底の底部より、内湾して立ち上が
り、口縁端部は丸くおさまる。

摩滅の為不明 摩滅の為不明 浅黄橙色 即多
◎

455 こね鉢
口径 (23.4)
残高 2.7

口縁部片。口端部は肥厚し、直口
して立ち上がる。

回転ナデ 回転ナデ 灰白色 勲多
∩

456 こね鉢
径
高
口
残

口縁拡張部外面に自然釉。
⊂⊃施釉
⑪回転ナデ 回転

ナデ 明青灰色
長 (1)
微砂粒
◎
自然釉

457 こね鉢
口径 (19.5)
残高 3.8

口縁拡張部外面に自然釉。
⊂⊃施釉
⑥回転ナデ

回転ナデ
灰色
灰白色 熟◎

自然釉

458 こね鉢 残高 2.5 片口鉢の注ぎ口部片。 回転ナデ 回転ナデ 灰色
微砂粒
◎

甕 残高 3.8 亀山焼系の瓦質土器。 〇回転ナデ
Θタタキ

ナデ
灰色
灰白色

石・長(1～0
◎

甕
口径 (21.2)
残高 5.8

瓦質土器。外反する口縁部。端部
は肥厚する。

Θ摩減の為不明
⑮タタキ

已鳩鞘弾りるか明

動タタキ
(指頭痕あり)

灰白色
長 (1～ 2)
◎

羽 釜
径
高
口
残

外傾して立ち上がる口縁。口縁外
面に断面三角形状のタガが巡る。

ヨヨナデ ナデ
にぶい黄橙色
褐灰色

石。長 (1～働
◎
煤付着

462 羽釜
径
高
口
残

外傾して立ち上がる回縁。口縁外
面に断面三角形のタガが巡る。

ナデ ナデ
暗灰色
黒色

石。長 (1～0
◎
有拗
イ憶

羽釜
口径 (279)
残高 3,9

口縁端部やや下に断面三角形状
のタガが巡る。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい赤褐色
にぶい黄橙色

石・長 (1～ 2)
◎
煤付着

羽釜
径
高
口
残

内傾して立ち上がる口縁。口縁端
部やや下に断面三角形状のタガが
巡る。

ヨコナデ ヨコナデ
にぶい黄橙色
にぶい橙色 弾剥◎465 羽釜 残高 19 口縁部片。口縁端部やや下に断面三角形状のタガが巡る。

ナデ 摩減の為不明
明褐色
明黄褐色

右 '長 (1～働
多
◎

羽釜 残高 2.6
口縁部片。口縁端部は上下に肥厚
する。 摩減の為不明 摩減の為不明

明褐色
明黄褐色

石・長 (1～働
多
◎

羽釜 残高 17 口縁部片。口縁端部に断面三角形
状のタガが巡る。

ナデ ナデ にぶい橙色
石・長位～労
◎

468 羽釜 残高 7.1 土師質。脚部。 ナデ
ナデ
(指頭痕あり)

橙色
石・長位～0
◎

焙烙
口径 (31.1)
残高 4,1

短く外反する口縁。端部は丸くおさ
まる。

ヨコナデ ヨコナデ 蝉灘
微砂粒
◎
煤付着

焙烙 残高 2.4
瓦質土器。口縁端部は上下に肥厚
し、「コ」の字状である。

ヨコナデ ヨコナデ 黄灰色
浅黄橙色

石 (1～ 3)
◎

焙烙
口径 (320)
残高 3.5

短く外反する口縁。端部は「コ」の
字状で丸い。

ヨコナデ ヨコナデ 褐灰色
石 (1～ 2)
◎
煤付着

表73 出土地不明遺物観察表 銭貨

遺 物 観 察 表

番号 銭   名 初鋳年 銭径 (mm) 孔径 (mm) 朧  (mm) 内側厚lmml 重量 (g) 備考 図版

五十銭 日召不日22年 2.463
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第10章  4区の調査

調査の経緯

4区は、桑原遺跡 4次調査地の 3区より東へ50mに位置する。標高は35,40m～ 35,70mで ある。調

査前の現況は宅地造成地である。 4区の調査については、調査区の東側にあった桑原集会所の取 り

壊しが遅れたため調査の都合上、一つの区を西側 (4西区)と東側 (4東区)と に分けて調査を行

った。 4東区が桑原集会所の跡地となる。調査は2002(平成14)年 4月 16日 ～同年 9月 13日 の間に

行った。調査面積は300ドである。以下、調査工程を略記する。

2002(平成14)年 4月 16日  4西 区を重機による表土の掘削を開始する。
17日  遺構検出作業を開始する。現代坑の掘削を行う。
22日  基準点の設置を行う。国土座標軸に載った 5mメ ッシュのグリッ
ドを設定する。

23日  南壁に土層観察用の先行 トレンチを設定する。
24日  遺構確認作業を終了し、遺構配置図を作成する。自然流路 S R401

(以下、 S R401)や柱穴 S P411(S P411)な どの遺構を検出。

25日  遺構検出状況の写真撮影を行う。撮影終了後、遺構の掘 り下げを
開始する。 S P411の波1量を行う。

26日  S R401の上層の掘り下げを開始する。

5月 14日  S R401上層の掘り下げを終了し、中層の掘り下げを開始する。

睡
2区

|

(S=112,000)

第112図 調査区位置図

100m
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4区 の 調 査

5月 24日  S R401中層の掘り下げを終了し、下層の掘り下げを開始する。

順次、検出した遺物の測量 。写真撮影を行う。

6月 3日  桑原小学校の児童を対象に見学会を開く。
13日  S R401下層の掘り下げを終了する。

14日  S R401完掘写真撮影を行う。遺構測量図を作成する。
20日  遺構測量図を作成 し、 4西区の調査を終了する。
21日  4東 区の掘削を重機により開始する。
7月 2日  S R401上面で掘立柱建物址、清などを検出する。
5日  南壁・北壁に土層観察用の トレンチを設定する。
8日  愛媛大学付属中学校 2年生 7名が職場体験学習に来る。
9日  S R401上層の掘 り下げを開始する

■日 S R 401中層の掘 り下げを開始する。

29日  S R401下層の掘り下げを開始する。順次、遺物の測量と検出状況
の写真撮影を行う。

8月 28日  S R401の掘り下げを終了し、完掘状況の写真撮影を行う。
29日  S R401の測量を開始する

9月 7日  桑原地区の住民を対象に現地説明会を開催する。
13日  全ての測量を完了し、発掘機材や道具の搬出を行う。調査区の埋
め戻しを完了し調査を終了する。

2.層位 悌114図、図版41り

調査区周辺は、約2.2～2.5万年前に噴出・降下したAT火山灰と約6300年前に噴出・降下したアカ
ホヤ火山灰が広範に確認されている地域である。しかしながら本調査区では、それらの堆積は確認

できなかった。

調査区の基本層序は第 二層現代造成土、第Ⅱ層暗灰色土、第Ⅲ層黄色粘質上である。第 I層は土

質の違いによりIa～ Icの 3層に分層した。
Ia層 真砂土で調査区全体に見られる。層厚は16cm～ 140cmを測る。
Ib層 砂利で 4西区に限られる。層厚は22cm～34cmを測る。
Ic層 黄灰色土の客土である。 4西区に限られる。層厚は 2 cm～ 13cmを測る。
第Ⅱ層 4西区に限られる。中世の遺物を包合する。層厚は 8 cm～ 16cmを測る。
第Ⅲ層 いわゆる地山と呼ばれる層である。
遺構の検出は、第Ⅲ層上面で行った。その結果、調査区の北西隅を残してほぼ全域が自然流路 S
R401に 占められる事が判明した。検出した遺構の大半は、この自然流路 S R401上面での検出となる。

検出した遺構は自然流路 S R401の他、掘立柱建物址 (掘立)1棟、溝 (SD)2条 、柱穴 (SP)
18基である。
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4区 の 調 査

3.遺構と遺物

本調査では、弥生時代～中世・近世までの遺構と遺物を検出した。以下、時代ごとに遺構と遺物に

ついて説明を行う。自然流路 S R401は、調査区の大部分を占め本調査の重要な遺構のため最初に記

述する。

〔1〕 弥生時代～中世
1)自 然流路 (SR)
S R401(第 ■5～■7図、図版41‐1。 43・ 44。 47-2・ 48～ 50‐ 1)

調査区の北東方向から南西方向に流れる。西岸を検出し東岸は調査区外となる。検出規模は南北

17.60m、 東西 (幅 )20.40m、 深さ0.47～ 1.40mを測る。北側から南側にかけて深くなる。 S R401内

には数条の流路痕跡があり、その中で最も深い流路痕跡は、調査区の中央部を北東方向から南西方向

に流れる。最も遺物が多量に出土する流路部である。

埋土は 6層に分層できる。 1層は茶褐色土、 2層は黒褐色粘質上、 3層は黒色粘質土、 4層は黄灰

色粗砂、 5層は灰色粗砂、 6層は茶灰色粗砂である。以下、各層の内容について記述する。

1層 :層厚16cm～ 72cl■ を波Iる。 S R401の最終雄積層で全体に堆積する。弥生土器や中世の遺物が

出土する。

2層 :層厚16cm～ 36cmを 測る。 1層の下に安定的に堆積する。古墳時代後期と古代末～中世の遺物

が出土する。

3層 :層厚24cm～44cmを測る。 S R401内の深い流路痕跡部に堆積する。南側に厚く堆積し、北側

には見られない。弥生時代と古墳時代中期までの遺物が出土する。

4層 :層厚 6 cm～ 24cmを 測る。 3層の下に堆積する粗砂層である。弥生時代と古墳時代中期までの

遺物が出土する。

5層 :層厚18cm～ 34cmを 測る。 3。 4層が堆積する流路痕跡部の東側に雄積する。 3層 。4層が堆

積する以前の層と考えられる。土器の出土は無く、大型の石包丁 1点が出土した。

6層 :層厚10cm～ 20cmを測る。 5層の下に部分的に堆積する。遺物は出土していない。

遺物は、調査区の中央部を走る最も深い流路部に堆積した 3層 と4層からの出土が大多数を占める。

両層中からは弥生土器、土師器などが混在して出土した。 5層中からは、大型の石包丁を 1点出土し

たのみで他の出土遺物はない。 6層からは遺物の出土はなかった。

出土遺物は弥生土器、土師器、須恵器、石製品、木製品、種子などが出土した。

遺物の取り上については、発掘作業において 3層と4層からの出土遺物を明確に分別できなかった

ため 3層～ 5層迄を下層出土遺物として取り上げた。そのため、ここでは 2層からの出土遺物をを中

層出土遺物とし、 1層からの出土遺物を上層出土遺物とした。以下、下層出土遺物から順に出土遺物

について記述する。

下層出土遺物 (第■8～ 136図、図版51～ 60)

主に 3層、 4層からの出土である。この 3層、 4層はS R401内の最も深い流路部に堆積する。弥

生時代中期後半～古墳時代中期までの遺物が混在して出土した。以下、器種ごとに記述する。
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桑 原 遺 跡 4次

H=35.70m

H=35,70m
Ia真砂土
Ib砂矛」
Ic責灰色土
Ⅱ 暗灰色土
Ⅲ 責色粘質土
1 茶褐色土 。・・上層□
2 黒掲色粘質土・・ 。中層□
3 黒色粘質土
4 黄灰色粗砂
5 灰色粗砂
6 茶灰色粗砂

下層 □

第115図 SR401測量図 (1)

(S=1:50)
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4区 の 調 査

H=3570m

Ia真砂土

Ib砂利
Ic黄灰色土 1 

現代造成上

  :::蟹 ζ生 :十厚F甚 □  :::督 辱  1下

層□

H=34.80m

ρ 黒掲色粘質士

3黒 色粘質土
4黄灰色糧砂
5灰 色粗砂

・中層 □

下層□
0                2m

(S=1:50)

第116図 SR401測量図 (2)

(1)土製品

甕形土器僻74～ 533)

474は大型の口縁部片で外反する口縁部。475は頸部に刻目突帯文を貼付する。476は口縁端部に沈

線を施す。477～479は外反する口縁部で口縁端部がナデにより凹む。482は口縁部が外湾して開く。

頸部と胴部の境に板状工具による小口痕を残す。483～488は外面にタタキ調整を施す甕である。483

は胴部～口縁部内面はハケメ調整される。口縁端部は面となる。484は胴部内面はハケメ調整、回縁

部内外面はナデ調整される。485。 486は口縁部外面にタタキロを残す。485の胴部内面はハケメ調整

される。回縁部内面はハケメ調整のちナデ調整される。486の胴部内面はナデ調整、日縁部内面はハ

ケメ調整である。488の口縁部は内外面ともハケメ調整のちナデ調整である。489～491は外反する口

縁部。489は頸部の締まりが弱い。胴部～口縁部の内外面はハケメ調整である。490の胴部外面はハケ

メ調整される。内面はナデ調整で指頭痕を残す。491の胴部内外面はハケメ調整、国縁端部の外面直

下に指頭痕を残す。492は吉備地方からの搬入品と考えられる。

498～ 501は外反する口縁部。493の胴部内面はヘラケズリである。494の 口縁端部は尖り気味。口縁

部内面は粗い横方向のハケメ調整を施す。496～500の胴部内面はヘラケズリである。501の口縁部は

直線的に外上方にのびる口縁部。口縁部外面はナデ調整、内面はハケメ調整のちナデ調整である。口

縁端部は丸い。502～ 507は内湾する口縁部。502は口縁端部が内に肥厚する。503は口縁部外面に指頭

痕を残す。504は回縁端部がやや内に月巴厚する。胴部内面はヘラケズリである。505は胴部外面に横方

向のハケメ調整を施す。506は口縁端部が内に傾斜する面をなす。507の 回縁部は強く内湾して上方に

立ち上がる。口縁端部は内に傾斜する面をなす。508は 口縁部に段を有する。509は肩の張りが弱い。
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4区 の 調 査

胴部外面はナデ調整、内面はヘラケズリである。日縁部内外面に指頭痕を残す。

510～533は弥生土器の胴部～底部にかけての破片である。510は 口縁部が欠失している。胴部外面

はタタキ調整のちナデ調整、内面はヘラケズリである。513は 内外面ともヘラミガキ調整される。

514～519は上げ底の底部。

壷形土器 (534～575)

534～ 548は複合口縁壷。534は頸部に断面三角形の 2条の突帯を巡らす。535は 口縁拡張部に波状

文を三段に施す。口縁端部は面をもつ。536は頸部には格子状の刻目突帯文を貼付する。口縁拡張部

には半裁竹管文と波状文、口縁端部には半裁竹管文を施す。537・ 538は 口縁拡張部に波状文を施 し

ている。537は頸部の締まりが強い。口縁部は下方に拡張される。口縁端部は面をもつ①538の 口縁

拡張部には波状文の上に 8条の沈線を巡らしている。539は 口縁拡張部外面がハケメ調整 される。

540～ 542は 口縁拡張部が短いものである。540の 口縁端部は丸 く仕上げられる。541は 口縁部が短 く

上方に立ち上がる。口縁拡張部外面に波状文を施す。

544・ 545は日縁拡張部が垂直気味に立ち上がる。544は口縁拡張部外面が強いヨコナデ調整され、

稜をもつ。546は口縁拡張部が内湾 して上方に立ち上がる。内面接合部に指頭痕を残す。内外面とも

ナデ調整である。547・ 548は 口縁拡張部が緩やかに屈曲する。547は 口縁部に波状文が施される。調

整は外面がハケメ調整のちナデ、内面はナデ調整である。549は 口縁部が上下に拡張される。日縁部

は垂直に立ち上がる。口縁部外面には、竹管文と波状文を施す。550は外反して立ち上がる日縁部。

口縁部内面は横方向のヘラミガキが施される。551は口縁拡張部が外反する。国縁拡張部には波状文

が施される。口縁接合部内面に指頭痕を残す。

552は口縁部が外上方に大きく開く。頸部に刻目突帯文をお付する。口縁端部には斜格子状の刻目

文を施している。553は水平に大きく開く口縁部。口縁端部は月巴厚する。国縁端面には波状文が施さ

れる。554は口縁端部を上下に拡張 し端面に凹線文を施す。555・ 556は 口縁端部を下方に拡張し、波

状文と円形浮文を貼付する。557・ 558は長頸壷。557は外反する日縁部。口縁端部は丸く仕上げる。

外面はハケメ調整、内面は口縁端部付近に指頭痕を残す。558は口縁端部直下の内面に指頭痕を残す。

559。 560は直口壺。559の 口縁部は垂直気味に立ち上がる。560は垂直気味に立ち上がる頸部から短

く外反する口縁部。

561は外傾する頸部から水平気味に外反する口縁部。562は外反する口縁部。口縁端部は屈曲して

下方に短く垂れる。日縁端部は丸い。563・ 564は外傾する頸部に大きく外反する日縁部である。563

は口縁端部は下方に短く王れる。日縁端部外面に斜格子状文が施 される。調整は、内外面ともヘラ

ミガキが施される。564は 口縁端面がナデにより凹む。口縁部外面にはヘラ状工具により縦方向の沈

線を巡らしている。565～ 568は外上方に長くのびる日縁部である。565の 口縁端部はナデにより凹む。

566の口縁端部は丸 く仕上げる。胴部内面の調整はヘラケズリである。567の 口縁端部は面をもつ。

568は強いヨコナデにより口縁外面に稜をもつ。胴部内面の調整はヘラケズリである。569の口縁部は、

段を有し外反する。

570～ 575は弥生土器の底部片である。570は器壁が厚い。573は突出する底部。底部外面に指頭痕

を残す。575は外面タタキ調整、内面はハケメ調整である。

鉢形土器 (576～ 607)

576は大型品。口縁端部はナデにより凹む。577・ 578は外面ハケメ調整のちナデ調整、内面はハケ
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4区 の 調 査
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4区 の 調 査

第123図 SR401下層出土遺物実測図 (6)

メ調整である。579・ 580の外面はタタキ、内面はハケメ調整である。580の口縁部は片口状を呈する。

外面の調整はタタキのちナデ調整、内面はハケメ調整のちナデ調整される。581～585はボタン状に小

さく突出する底部である。586～591は突出する底部。586は 内湾気味に立ち上がる口縁部。内面の調

整は、ハケメ調整のちナデ調整である。587は底部から外上方に直線的に立ち上がる国縁部である。

588・ 590は底部外面に指頭痕を残す。592・ 593は くびれの上げ底である。594～602は丸味をおびた平

底である。603は底部は丸く、外面にタタキロ痕を残す。604～ 607は底部に焼成前に孔を穿たれるも

のである。604の調整は内外面ともナデ調整である。内面には指頭痕を残す。605の外面はナデ調整、

内面はハケメ調整のちナデ調整である。606の調整は外面タタキ、内面はナデ調整である。607の調整

は外面はタタキ、内面はハケメ調整のちナデ調整である。

高邦形土器 (608～ 642)

608は口縁部が水平気味に外反する。調整は摩滅のため不明である。609は口縁部が短く外反する。

日縁部外面に波状文を施す。

610～617は口縁部が緩やかに外反する。614は完形品。口径23.2cm、 器高15.lcmを 測る。口縁端部は

丸く仕上げる。裾は稜をもって屈曲する。郭部内外面の調整はナデ調整である。615は郭部が深く、

接合部で段を有する。日縁端部は丸く仕上げる。616は 口縁端部を丸く仕上げる。617は不部の接合部

外面に稜が残る。必部内面の調整はハケメ調整のちナデ調整である。618～ 622は直線的に開く口縁部。

618は邪部中位に稜をもつ。619は口縁端部を丸く仕上げる。622は口縁端部は尖りながら丸くおさめ

る。調整は内外面ともナデ調整である。

623～642は脚部片である。624は脚柱上位と下位に円孔が施される。627～638は脚柱の裾部境に稜

をもって屈曲する。627は脚柱と裾部境に円孔を施す。639は脚柱部には、動物を模したと思われる線

刻画が施されている。640～ 642は脚柱部が細いものである。641・ 642は裾部が稜をもって屈曲する。

器台形土器 (643・ 644)

643は口縁部に 6条の沈線を施し、竹管文、波状文を施す。受部内面はヘラミガキされる。644は口

/
///
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4区 の 調 査

縁部が下垂する。口縁端部外面に波状文が施される。

支脚 (645～ 664)

645～ 649は器高が低い円柱状を呈し受部が凹む支脚である。645は受部径7.6cm、 高さ4.2cmを 測る。

外面に指頭痕を残す。646は底径9,Ocm、 器高3.7cmを 測る。647は側面から未完通の小孔が穿たれる。

外面に指頭痕を残す。受部径8.7cm、 器高5,3cmを測る。649は中心部に孔が穿たれる。

650～ 654は 中空の支脚である。650は底部から内に傾斜 して外湾する。651は 開いた底部から円柱

状に伸びるものである。調整は内外面ともナデ調整である。652～ 654は受部前面が傾斜する。652は

完形品。受部径 10,4cm、 底径 12.8cm、 器高 15。9cmを 測る。外面の調整はハケメ調整のちナデ調整、受

部内面はハケメ調整である。653の調整は外面がハケメ調整のちナデ調整、内面はナデ調整である。

654の受部は後背部に把手状のつまみがつく。外面の調整はハケメ調整のちナデ調整される。

655は上げ底の底部から上方にのびて受部が扁平となる。口縁端部は先細る。調整はハケメ調整の

ちナデ調整である。656～ 664は角状の突起がつくものである。656は 中実のものである。外面の調整

は指頭痕を残したナデ調整である。

657～661は外面にタタキ痕を残す。657・ 658は背部に鰭状の突起をもつ。659・ 660は背部に突起

がつく。661～ 663は角状突起の間に焼成前の円孔が穿たれる。664の 受部の突起は断面形が丸く、丁

寧なナデを施 している。

第127図 SR401下層出土遺物実測図 (10)
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桑 原 遺 跡 4次

小型丸底壷 (665～ 672)

665～ 668は胴部最大径と口径がほぼ同じものである。665は推定口径9.2cm、 器高8.3cmを波Iる 。口

縁部は外反し、日縁端部は丸 く仕上げる。頸部にハケメを残す。666は推定回径8.3cm、 器高8.5cmを

測る。口縁部内面は、横方向のハケメ調整が施される。667は 口径8,7cm、 器高8.2cmを 測る。調整は、

内外面ともナデ調整である。668は口径8,7cm、 器高9,Ocmを測る。調整は、内外面ともナデ調整である。

669は胴部最大径が口径より大きい。日径8.2cm、 器高8.6cmを測る。調整は、内外面ともナデ調整で

ある。670は外面ハケメ調整、内面はハケメ調整のちナデ調整である。671は 内外面ともナデ調整で

ある。672は胴部形が球形を呈し頸部が窄まる。調整は、内外面ともナデ調整である。

イ (673)

673は底部から内湾して上方に立ち上がる日縁部。口縁端部は尖り気味。内外面に指頭痕を残す。

推定口径9.8cm、 器高3.2cmを測る。

隧 (674)

674は赤焼けである。口縁部と底部は欠失する。残高は7.Ocmを測る。胴外面はハケメ調整である。

手握土器 (675～ 678)

675～ 678は内外面とも指頭痕を残す。675は器壁が厚い。残高7.Ocmを 測る。676は 口径 5。 3cm、 器高

5,9cmを波1る 。677は回径5,4cm、 器高4.6cmを預Iる 。日縁部が外反する。678は口径3,7cm、 器高3.6cmを

波!る 。

甑 (679・ 680)

679は把手が胴中位につく。推定口径28.8cm、 残高22.6cmを測る。調整は外面が縦方向のハケメ調

20cm

(S=1:4)

第130図 SR401下層出土遺物実測図 (13)

こ)①
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4区 の 調 査

第131図  SR401下層出土遺物実測図 (14)

整、胴部内面は強いナデ調整、日縁部内面はヨコナデ調整が施される。680は把手部である。貫通す

る円孔と未完通の円孔が穿たれる。指頭痕を残す。

(2)石製品

石包丁 (681～ 683)

681は 5層中からの出土で、直背弧刃形を呈する大型の石包丁である。現存長20。 lcm、 幅6,3cm、 厚

さ0.5cmを測る。材質は層灰岩である。北部九州地方からの搬入品と思われる。682は長さ9,Ocm、 幅

4.2cm、 厚さ0.9cmを測る。683は長さ13.4cm、 幅6.4cm、 厚さ1.8cmを測る。自然面を両面に残している。

682・ 683と も研磨段階の未製品と考えられる。

石斧 (684・ 685)

684は柱状片刃石斧である。現存長 10。 3cm、 現存幅3.3cm、 厚さ2.3cmを測る。685は扁平片刃石斧で

ある。現存長6.5cm、 幅3.2cm、 厚さ1.lcmを 測る。

砥石 (686～ 688)

686は重量1.85kgを 測る。 3面が使用されている。材質は灰色の砂岩質である。687・ 688の色調は

黄白色を呈する。

台石 (689'690)

689・ 690は片面を機能面として使用している。689は打痕を残す。長さ21.8cm、 現存幅19.5cm、 重

さ7.7kgを測る。材質は砂岩である。690は擦 り面をもつ。現存長22.5cm、 幅19.Ocm、 重さ6.3kgを測る。

材質は砂岩である。

敲石 (691・ 692)

691は片面に使用痕跡を残す。長さ10.8om、 幅9.5cm、 重さ1.19kgを 測る。692は両端に使用痕跡を残

(S=1:4)
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4区 の 調 査
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第133図 SR401下層出土遺物実測図 (16)
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す。長さ3.8cm、 幅増続、重熱 、7.gを測る。材質は砂岩である。

騨 曇(693)

693は扁辛な石材の1面端に小さな操りをいれている。長さ114cm、 陣 撤破、厚さ2iS鉗、1重さ454g

を測る._材質は砂岩である.。

魏 .(6941

6941d長ま理伽(幅1お cln、 厚さOi6cmを測る―。材質は赤色チャートである。
.テ
イア胸 器 (6951

693は縦長剥片の鋭利な■辺を刃部としているJ苦面には調整藻がある。長さ517em、 幅2!Ocm、 厚
き1,lallを測る。
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4区 の 調 査

剥片 (696～ 700)

698の材質は赤色チャー ト、695・ 696。 699'700は サヌカイ トである。

(3)装飾品

ガラス小玉 (701)

701の色調は淡い水色を呈する。直径0,3cm、 孔径0。 lcmを測る。

(4)木製品

樹種が半Jる ものに702・ 704・ 705。 707・ 708。 710・ 713がある。

702～ 7091よ杭である。702は長さ77,8cm、 幅3.7cm、 厚さ4.4cmを 測る。 3面を削りだして先端を尖ら

せている。樹皮が部分的に残る。樹種はヒサカキ属である。703は片方を削りだして先端を尖らせて

いる。704・ 705は板状で厚さが薄いものである。704は長さ40cm、 幅2.6cm、 厚さ1.8cmを 測る。樹種

はヒノキである。705は長 さ33.9cm、 幅2.7cm、 厚さ1.4cmである。樹種はコウヤマキである。706は長

さ17.2cm、 幅4。 9cm、 厚 さ4.7cmを測る。707は現存長15,Ocm、 幅4.lcm、 厚さ3.7cmを 測る。樹種はヤブ

ツバキである。708は長 さ17.7cm、 幅2.6cm、 厚さ3.2cmを 測る。樹種はサカキである。

710は用途不明品。長さ57.7cm、 幅3.2cm、 厚さ1.7cmを測る。樹種はヒノキである。

7■・712は加工材である。711は現存長13.8cm、 幅7.5cm、 厚 さ6。 7cmを測る。712は現存長9.5cm、 幅

40cm、 厚さ3.2cmを測る。

713は曲物で底板と考えられる。長さ13.Ocm、 幅5.Ocm、 厚さ0.6cmを測る。樹種はヒノキである。

714は先端が舒状を呈する加工材である。玩存長24.3cm、 幅1.3cm、 厚さ1.2cmを波よる。

中層出土遺物 (第 137図、図版60)

中層からは、 6世紀代の須恵器と■世紀代の土師器のほか、臼玉、ガラス小玉が出上 しているが

出土遺物の量は少ない。

(1)土製品

須恵器 (715～ 721)

715～717は邦蓋である。715は 口縁部と天丼部の境が不明瞭となる。国縁端部は、内に傾斜する面

をもつ。口径13.2cm、 器高4.3cmを測る。716は天丼部が扁平で、天丼部と口縁部を分ける稜が丸味を

帯びる。日縁端部は、内に傾斜する面をもつ。口径 12,8cm、 器高4.Ocmを測る。717は丸い天丼部で天

井部と口縁部の境は沈線となる。推定口径13.6cm、 器高5,Ocmを 測る。

718～721はイ身である。718の立ち上がりは、内に傾斜 し端部は面をもつ。受部は水平にのびる。

推定回径■.Ocm、 残高4.7cmを測る。719は立ち上がりが短く端部は丸い。受部は上方にのびる。推定

口径13.2cm、 残高3.Ocmを測る。720は立ち上がりの端部が尖る。受部は上方にのびる。推定口径13.2cm、

残高2.7cmを測る。721は受部が短く水平にのびる。体部は扁平で浅い。

土師器邦 (722～726)

722は器壁が薄い。底部外面はナデ調整。723は推定底径7.Ocm、 残高 1.9cmを測る。底部の切り離し

は回転ヘラ切りである。724は底径5.8cm、 残高2.8cmを測る。725は底部の切り離しは回転ヘラ切 りで

ある。726は推定底径6.5cm、 残高1.6cmを測る。底部の切り離しは回転ヘラ切りである。
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桑 原 遺 跡 4数
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4区 の1調 査
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桑 原 遺 跡 4次

(2)装飾品

727は滑石製の臼玉である。直径0`4clll、 孔径o12cmを
―
測る。

72Sはガラス小玉である。色調は紺色を呈する.。 直径OTcm、 乱御 認omを測る。

上層出土遺物 (第 133～担0図、図版0の|

上層からは、弥生時代～中世までの遺物が出上しているが出土遺場の量は少ない。

(1)上製品

弥生土器 (729～733)

729`730は甕形土器ぉ729は頸部の締まりが緩い。730はEl縁部が外反する。731～ 733は重形土器。

1

ト
ヽ  a

｀
当 を 確5  `         イ

726

⑩
|

⊂D727

0

lS=1:1)

(3=1:3)

◎
‐
⑩
2.5cm

第137図 SR401中層出土―遺物実測回
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4区 の 調 査
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第138図 SR401上盾善土遺物実測図 (1)
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桑 原 遺 跡 4次

731は短い頸部から外反する口縁部。732の口縁端部は強いナデにより凹む。733は口縁が下垂する。

国縁端部に波状文が施される。

須恵器 (734～ 736)

734～ 736は邦蓋である。734・ 735は天丼部と口縁部をわける稜が丸味を帯びる。日縁端部は内に

傾斜する面をもつ。734は推定回径13.Ocm、 残高2.9cmを測る。735は推定回径14.2cm、 残高3.Ocmを測る。

736は天丼部と口縁部の稜が失われ不明瞭となる。日縁端部は丸く仕上げられる。推定口径 10.8cm、

残高2.Ocmを測る。

土師器不 (737～ 750'756・ 757)

737～ 750は底部片である。底部の切り離しは737・ 738・ 742・ 743・ 745が回転ヘラ切 り、756・ 757

は回転糸切 りである。748の底部外面はナデ調整される。他の底部の切り離しについては、摩滅のた

め不明である。

戸三王三
三
「

~~~Ч
ぉ8

第139図 SR401上層出土遺物実測図 (2)

%
0                   刊Ocm

(S=1:3)

0              2.5cm

(S=1:1)
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4区 の 調 査

つ  の
鬱島一鰯玩

0                             1ocm

(S=1:2)

第140図 SR401上層出土遺物実測図 (3)

土師器椀 (751～ 755)

751の輪高台はつぶれて扁平となる。752～755は内黒の黒色土器である。

その他 (758～ 763)

758～ 760は土師器羽釜である。758・ 759は 口縁端部直下に隆帯が貼付される。760は羽釜の脚部片

である。761は亀山焼の胴部片で外面に格子状のタタキが施される。762は東播系須恵器こね鉢。763

は青磁碗である。

(2)銭貨
764は 「天聖元賓」で初鋳年1023年である。

(3)鉄淳
765～ 771は鉄滓である。766は出上した中では最も重く、重量は45.23gを測る。

時期 上層から出土した土師器羽釜の形態より15世紀には完全に埋没したものと考える。

〔2〕 中。近世
1)掘 立柱建物址 (掘立 )
掘立401(第 141図、図版47-1)

調査区東側、 S R401の 1層上面で東西 2間×南北 2間を検出した。西側と南側は未検出である。

桁行長は3.00m、 梁行は2.00mを 測る。柱穴間は桁側が1.50m、 梁側が1.00mを 浪Iる 。柱穴の平面形

態は円形ないし楕円形を呈する。検出規模は直径15cm～ 24cm、 深さ 9 cm～ 16cmを測る。埋土は褐灰

色上である。

検出した全ての柱穴では、柱痕跡を検出した。柱痕跡の平面形態は円形ないし楕円形を呈する。

検出規模は直径 9 cm～■cm、 深さ 9 cm～ 16cmを測る。埋土は暗灰色上である。柱穴から遺物は出土
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桑 原 遺 跡 4次

□1柱痕跡

第141図 掘立401測量図 (S=1:3o)

していなヤヽ。

時期 出上した遺物は無いが、S R401の 1層を切ちてい|るた.め 15世紀以降とする。

2-)濤 (SD)
S D4ol(第■3図、図願 2)

S R401の 1層上面での検出である。西から1東へのびて調査1区外で北方向へ向きなかえるものと考

えられる=検
―出規模は長さ東西工割堕、南北1.60m、 幅0.20m～ 0=飩町、深き020m～ oおt聴を測る。理

土は、褐灰色粘質土である。遺物は、弥生土器と思われる小片と陶磁器片が出上したの|みである.。

博期 S R401と の切り合い関係により15世紀以降.とする。

S D402(第113図 )

S R401の 1層上面での検出である。南上方向の溝でゴヒ側は調査区外となる。検出規模は長さ9Жれ、

幅0.90mⅢ 深さOi35ぬを渕る。埋土H褐灰色粘質上である。遺物は出土していない。

時期 S R401との切
.り

合い関係により15世紀以降とする。
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4区 の 調 査

H=3500m

0                            50cm

(S=1:10)

第142図 SP411測量図

 ヽ          十

~774

10cmO

(S=1:3)

第143図 SP411出土遺物実測図

ミ

‐

1 褐灰色土

3)柱 穴 (SP)
S P411(第 142図 )

調査区西側の S R401上層面での検出である。平面形態はいびつな長方形を呈する。検出規模は長

軸26.5cm、 短軸15,Ocm、 深さ14.5cmを測る。埋土は暗灰色土である。遺物は土師皿 2点、用途不明鉄

製品が出土した。遺物の出土状況は口縁部を合わせ日とし、蓋をした状態で遺構底部に置かれていた。

土師皿内の底部には粘土質の土壌を確認したため、土壌を採取し科学分析を行った。

出土遺物 (第 143図、図版42‐1)

772は 口径8,7cm、 器高 1.6cmを 測る。底部の切り離 しは回転糸切 りである。773は 口径9.Ocm、 器高

1.7cmを 測る。底部の切り離しは回転糸切りである。774は用途不明鉄製品である。現存長9.2cm、 幅

0.6cm、 厚さ0.6cmを 測る。断面形態は四角形を呈する。

時期 出土 した土師皿の形態より18世紀と考えられる。

〔3〕 その他の遺構と遺物
1)柱穴
本調査で検出した柱穴は18基ある。そのうち遺物が出土した柱穴は18世紀に比定されるS P411だ

けで、他の柱穴からの出土遺物はなく、明確な時期は確定できなかった。しかし、s P411を含めた

柱穴の埋土はすべて褐灰色土であり、第Ⅲ層上面で検出したS P405を除いた他の柱京は、15世紀に

は完全に埋没したと考えられるS R401の上層を切って検出している。このことより、出土遺物の無

かった柱穴の大まかな時期は15世紀以降といえる。

2)出土地点不明遺物 (第 144図 )
775～779は排土での表採遺物である。775・ 776は内黒の黒色土器椀である。777は土師器郭。底部

調整は摩減のため不明である。778は土師器の羽釜。口縁端部のやや下方に隆帯を貼付する。779は

甕の底部と考える。須恵質で外面にタタキロを残B。
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桑 原 遺 跡 4次
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第144図 出土地点不明遺物実測図

.小結

今回の調査では、弥生時代から中世の自然流路 1条 と中世以降の遺構・遺物を確認した。

(1)弥 生時代～中世
この時期の遺構は、自然流路 S R401が ある。今回の調査では土層を上層、中層、下層とに分けて

調査を行った。下層では砂層の堆積がみられ、弥生時代中期末～古墳時代中期までの遺物が出土 し

ている。中層においては、古墳時代後期～■世紀までの遺物が出土し、上層では15世紀までの遺物

が出土している。中層と上層には、砂層が見られない。このことから、SRlは 遅くとも弥生時代

中期後半には出況し、古墳時代後期～古代末にかけて流路としての機能を失い、次第に埋没してい

ったものと考えられる。そして15世紀には、完全に埋没してしまったものといえる。

S R401か ら出土した遺物のうち、注目するものに大型の石包丁がある。材質より北部九州方面か

らの搬入品と考えられる。一部を欠失しているが、現存長20.lcmを測る。復元長は23c41前後となり、

松山平野で出土した石包丁では最大級となる。

また、本調査区の南50mに は桑原遺跡 5次調査地がある。桑原遺跡 5次調査地では、古代末に埋

没したとされる自然流路 SR7、 SR8の 2条を検出している。本調査地で検出された S R401は 、

位置的状況からSR7、 SR8に 続くものである。本調査区では、 2条に分かれていないことから、

本調査地の南側で分岐するものと考えられる。

(2)中 世以降
S R401上面で検出した掘立柱建物跡、溝、柱穴がある①

掘立401は全容は不明であるが柱間は短く、柱穴規模は小さい事から小規模な建物と考えられる。

15世紀以降の清 S D401、 S D402は埋土色やその配置により同時期のものと考える。清底には、

砂の堆積が見られないことから、何らかの区画溝と考えられる。

18世紀に比定される柱穴 S P411か らは、土師皿 2点と鉄製品 1点が出上している。出土状況は、

土師皿を柱穴底に置き、もう 1点の回縁部を合わせ口とし、蓋をした状態で出土した。蓋をされた

土師皿内には、日視による内容物の確認はできなかった。遺物の出土状況より、何らかの祭祀が行

われたものであるう。
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4区 の 調 査

遺物観察表 一凡例―

(1)以下の表は、本調査区の遺物の計測値及び観察一覧である。
遺物観察表は相原浩二、村上真由美、岩本美保が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について

法 量 欄   ( ):推 定復元値。
調 整 欄   土器の各部位名称を略記。

例)口→国縁部、拡→拡張部、胴中→胴部中位、胴底→胴部～底部

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。

( )の 中の数値は混 和剤粒子の大きさを示す。
例)砂 。長 (1～ 3)→「 1～ 3 mmの砂粒・長石を合む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表74 SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

甕
口径 (49,3)

残高 4.8 民写陥 鋪繁ぎ麗ζ髪
3
ナデ ナデ 灰白色

石。長(1～0
◎

甕
口径(290)

残高 6.4 籍長´
る口縁部片。頸部|こ亥」目突

ナデ→施文
(D準檄91衛 4ヽ明
⑩ハケ(8本/cn4)
→ナデ

にぶい黄橙色
灰色

石・長 (1～動
◎

甕
口径(268)

残高 35 α繁功第垢媛譲ら亀即
師をもち、⑩ ナデ→施文

◎ミガキ
ナデ

黄灰色
灰黄褐色

石・長 (1～働
◎

477 甕
口径 (23.8)

残高 57
外反する口縁。口縁部端面は面を
もち、ナデにより凹む。

◎ヨコナデ
⑬ハケ0本/cna)
→ナデ

鮭ジハグ(イ不/Cm)
→ナデ
⑪摩減の為不明

浅黄色
灰黄色

石・長(1～0
◎

478 甕
口径 (30.5)

残高 5。 1
外反する口縁部片。日縁端面はナ
デイこよりわずかに凹む。

9ヨコナデ
Dハケ6本/cm)
→ナデ

ナデ
明黄褐色
灰黄褐色

石・長 (1～働
◎

甕
口径(152)

残高 61
外反する国豚。口縁端面はナデに

塊 Ψ
み、外下方にわず力W裟 出

①ヨコナデ
⑩ハケ俗本/clll)
→ナデ

9ヨヨナデ
⑩ハケ但本/cm)
→ナデ

灰黄褐色
にぶい黄橙色

石・長 (1～働
金
◎

費
口径 (14.4)

残高 67 内面に稜をもって外反する口縁。
⊂Dナデ
qダ要本/c耐

ハケ6本/cm)
→ナデ 灰黄褐色

明褐色
石・長 (1～0
◎

甕
口径(120)

残高 6.7 悪完織行
する口縁部片。口縁端部 ハケ(5本/cm)

→ナデ
ハケ6本/cm)
→ナデ にぶい黄橙色

石。長(1～0
◎

482 奏
口径 (16.2)

残高 46 全が言琶贋擦功霧鷲甥堰搾
工具にΘナデ④ハケ(9本/cnl)
→ナデ

ナデ
にぶい黄橙色
褐灰色

石・長 (1～0
金
◎

甕
口径 (14.4)

残高 112

`よ

;三デ子七合昂臨i;与:醜F｀こ
∪アア

9ハケ?司本/cal)
aタタキ

ハケ偲本/cm)
→ナデ

にぶい黄橙色
灰黄色

石。長(1～0
◎

甕
口径(138)

残高 8.1
内面に稜をもって外傾する口縁。 ガ舞

０

０

9アア
⑩ハケ6本/cm)
→ナデ

灰黄色
灰黄褐色

石・長(1～0
◎

甕
口径 (152)

残高 110 嫁写巽菜懸寃長嗣
る臨。口Эナデ

Dタタキ

Θナデ
延レヽケtl～ 12本 /m)
→ナデ

灰黄褐色
にぶい黄橙色

石・長(1～め
◎

甕
回径 (14.0)

残高 50 埜示及
る臨 。聯 棉 賊 く仕 ⑩ ナデ

③タタキ

∪ハグ(lU不 /αW
→ナデ
⑪ナデ(指頭痕あり)

黄灰色
にぶい黄橙色

石・長 (1～働
◎
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SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整

色調

(外面

(内面

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

487 甕
口径 (15.2)

残高 7.0
外反する口縁。口縁端部はナデに

より、わずかに外下方に垂れる。

口υアア
働サ偲木/ctrl)サデ
Dタタキ

ハケ偲本/cm)
→ナデ 灰白色

石。長 (1～劾
◎

488 甕
口径 (16.7)

残高 5.2
外反する口縁。口縁端部は面をもつ。

⑩ ナデ
③け,～ l1/cm)→ナデ
Dタタキ

◎ハケ(跡/痢
→ナデ
⑪工具によるナデ

にぶい黄橙
浅黄橙色

石・長 (1～働
◎

甕
口径 (18.4)

残高 72
内向に稜をもって、外反する口豚。
口縁端部はナデにより外下方に垂
れる。

(里リ ゲ ブ

⑩ ハケ(9本/
cm)→ナデ

″ヽケ0本/cm)
→ナデ

浅黄橙色
にぶい黄橙色

石・長 (1～働
◎

甕
口径 (180)

残高 75
大きく外反する口縁。口縁端部は

ナデイこより外下方に垂れる。

◎ナデ
⑩ハケ(体 /cln)
→ナデ

Θナデ
⑪ハケ9本 /clll)
→ナデ

灰黄褐色
灰黄色

石。長(1～0
◎

甕
口径 (146)

残高 4.6
稜をもって外反する口縁。口縁外

面に指頭痕が顕著。

Θナデ
⑩ハケ住0本/cna)
→ナデ

ハケ(10本 /cm)
→ナデ

にぶい黄橙色
灰黄色

石・長 (1～0
◎

甕
口径 (16.9)

残高 48
口縁端部は上方に短く立ち上がる。 ナデ ナデ にぶい黄橙色

石・長(1～0
◎ 搬入品

甕
口径 (154)

残高 67
外反する口縁。口縁端部は丸味を
おびる。

ハケ低本/cm)
→ナデ

Θナデ
⑩ヘラケズリ

にぶい黄橙色
石・長 (1～D
◎

甕
口径 (163)

残高 4,7
口縁部片。外反する口縁。端部は

丸く仕上げる。

ハケ6本/cln)
→ナデ

鮭)ハ彼 り小/m,
→ナデ
⑪ヘラケズリ

褐灰色
にぶい黄橙色

石・長 (0
金
◎

甕
口径 (18.6)

残高 4.5
外反する口縁部片。口縁端部は尖
り気味。

⊂⊃ナデ
Θ′サll1/m)サデ
⑩ナデ

◎ハケ6本 /eln)
→ナデ
(指頭痕あり)

黒色
橙色

石・長 (1～0
金
◎

甕
口径 (18.1)

残高 4.2
口縁部片。強いヨコナデによる凹み

が見られる。
ヨコナデ

◎ヨコナデ
⑩ヘラケズリ 灰白色

石。長 (1～幼
◎

甕
口径 (16.4)

残高 5.4
外反する口縁部片。口縁端部は丸

味をおびる。
ヨコナデ

Θヨコナデ
⑩ヘラケズリ 灰黄褐色

石・長(1～9
◎

甕
口径 (15.5)

残高 5.3
器壁の厚い口縁部片。内面の粘土

接合痕が顕著。
ナデ

◎ナデ
⑪ヘラケズリ 灰白色

石・長(D
◎

甕
口径 (17.3)

残高 5.4
内面に稜をもって外反して立ち上
がる口縁部片。

ハケ0本 /cln)
→ナデ

∪ノヮ

“

～y小/Cln,
→ナデ
⑪ヘラケズリ

にぶい黄橙色
石・長 (1～動
金・褐色粒
◎

甕
口径 (12.8)

残高 94
外反する口縁。口縁端部は丸く仕
上げる。 れガ柳ガ

Θ
⑩

↓

ЭハケT～8本/cm)
→ナデ
紗ヘラケズリ

浅黄橙色
にぶい黄橙色

石・長 (1～0
金
∩

甕
口径 (132)

残高 4.2
明瞭な稜をもって外傾する口縁。口

縁端部は丸く仕上げる。
ナデ

∪νグ`0小 /C14サ
→ナデ
⑩ナデ

浅黄橙色
石・長(1～働
◎

甕
口径 (16.2)

残高 48
外傾しやや内湾気味に立ち上がる

口縁部。口縁端部は内に月巴厚する。 れ
本

］̈↓ナデ
ハケ6本/cm)
→ナデ にぶい黄橙色

石・長 (1～0
◎

503 甕
口径(174)

残高 71
口縁部は内湾して立ち上がる。口

縁端部は丸い面をもつ。

③ナデ
Clハケ1本/m)
→ナデ

ハケV本/cm)
→ナデ
(指頭痕あり)

黒色
オリーブ黒色

石・長 (1～労
◎

504 甕
口径 (139)

残高 37
口縁部はやや内湾して立ち上がる。
口縁端部はやや内に肥厚する。

⊂Dナデ
⊂⊃ハケ(8本/
cm)→ナデ

◎ハケ(休 /cr a)
→ナデ
⑩ヘラケズリ

黒褐色
にぶい黄橙色

石・長 (1～劾
金
◎

505 甕
口径 (157)

残高 5,9
口縁部は内湾して立ち上がる。口

縁端部は面をもつ。

∪ケア
Oハケ(体/cln)
→ナデ

∪ハ ゲ中不/Cln)
→ナデ
⑪ナデ

黒褐色
灰褐色

石。長(卜跡
◎

甕
口径 (16.0)

残高 9.6
口縁部は内湾して立ち上がる。口

縁端部は内に傾斜する面をもつ。

Θナデ
⑩ナデ併休/m)
ケズリ

0ナデ
⑪ナデ・ケズリ
(指頭痕あり)

灰黄色
ｔ‐一
ぐ‐一
◎

右
長

密
口径 (17.5)

残高 64
H Hl部との接合部内向に稜をもち内
湾して立ち上がる口縁。口縁端部
は面をもつ。

アヽケ(6～ 7本 /cm)
→ナデ

⊂⊃ナデ
◎
'サ
俯～7ホれ耐サデ
⑪ヘラケズリ

淡黄色
石・長 (1～働
◎

甕
口径(160)

残高 47
器壁の厚い口縁部片。強いヨコナ
デにより凸凹がある。

ヨコナデ ヨヨナデ にぶい黄橙色
石・長 (1～働
◎

甕
口径(187)

残高 68
外傾する国縁。強いナデ、ケズリな
どにより器面が凸凹している。

ナデ
(指頭痕あり)

◎ナデ
⑩ヘラケズリ

灰白色
にぶい黄橙色

石・長 (1～働
金
∩

甕
径

高

底

残
平底。復元により月同部完形。 タタキーナデ ヘラケズリ 暗灰黄色

石・長(1～ 0
◎ 黒斑?

甕
径

高

底

残
器壁がかなり厚い平底。ストレートに

立ち上がる。
ナデ

ナデ
(指頭痕あり)

にぶい橙色
黒褐色

石・長 (1～→
◎

桑 原 遺 跡 4次
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SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
径

高

底

残
平底。内湾気味に立ち上がる。

⑩摩減の為不明
⑥すのこ痕

ナデ上げ
にぶい赤褐色
灰黄褐色

石・長(1～0
◎

甕
径

高

底

残
平底。外面はミガキ痕が顕著。 ヘラミガキ ヘラミガキ

明褐灰色
褐灰色

石・長(1～0
◎

甕
径

高

底

残
上げ底。くびれをもって立ち上がる。摩減の為不明 ナデ 灰黄色

灰黄褐色
石・長(1～働
◎

甕
径

高

底

残
やや上げ底。小さくくびれ立ち上が
る。 ア^ナ嵯』吟

ナデ(指頭痕あり)
黄褐色
黄灰色

石・長 (1～ 0
金
◎

甕
底径 46
残高 29 上げ底。

⑪ハケ(鉢/9111
→ナデ
Qナデ

ナデ
にぶい橙色
黄灰色

石。長(1～

"◎

甕
径

高

底

残
やや上げ底。 ナデ ナデ

灰黄褐色
褐灰色

石・長(1～

"◎

518 甕
径

高

底

残
上tザ底。ストレートに立ち上がる。 ナ デ ナデ

にぶい黄褐色
褐灰色

石・長(1～4)
◎
煤付着

甕
径

高

底

残
やや中央が凹んだ底部。 摩滅の為不明

ハケ(16～ 17本/
m)→ナデ

浅黄色
にぶい黄橙色

石。長(1～0
◎
煤付着

520 甕
底径 38
残高 47 平底。底部よリ

ストレーHこ立ち上がる。
リハケ(12～ 13
本/cm)→ナデ
∩ナデ

ナデ(指頭痕あり)
にぶい黄橙色
灰白色

石・長 (1～謝
◎
黒斑
煤付着

甕
底径 22
残高 4.5

丸味のある小さな平底。
Dタタキ→ハケ
(7本/cm)
のナデ

ナデ(指頭痕あ明
灰黄褐色
淡黄色

石・長 (1～9
金
◎

甕
径

高

底

残
丸味のある河ヽさな平底。胴部はほ
ぼストレートに広がる。

ハケ0本/cm)
→ナデ

⑪ハケG本 /cln)
→ナデ(指頭痕あり)

明黄褐色
浅黄色

石。長 (1～

"金
◎

523 甕
径

高

底

残
小さな平底。

ハケ偲～9本 /cnl)
→ナデ

tH j/｀ グ(64x/911)
→ナデ
⑥ナデ上げ

灰黄色
石・長(1～研
◎

524 甕
径

高

底

残
丸味のある平底。底部より内湾気
味に立ち上がる。 摩減の為不明

⑩ハケ9本/m)
→ナデ(指頭痕あり) 明黄褐色

石・長(1～0
◎ 煤付着

525 甕
底径 52
残高 88 平底。底音躊よリ

ストレート1こ広がる。
⑩ノウ10本/cm)
→ナデ
Θナデ

ナデ上げ
(指頭痕あり) 灰白色

石・長 (1～9
◎

甕
径

高

底

残
平底。底部より内湾気味に立ち上
がる。

⑪タタキ→ノサ9
本/cm)→ナデ
蜘

'サ

イhl軋→ナ
'

ハケ9本/cm)
→ナデ

褐灰色
明黄褐色

石・長(1～→
◎ 煤付着

527 甕
径

高

底

残
平底。

υハケ的本/Cm)→,ァ

肝
ナデ(指頭

υハゲ(b不 /Cm,
→ナデ
Θナデ(指向鷲あり)

減責色
灰黄褐色

石・長(1～鋤
◎

黒斑

甕
径

高

底

残
平底。底部より内湾気味に立ち上
がる。

⑩タタキ→ハケは2
本/cnl}→ナデ
Dナデ

ナデ上げ
褐灰色
灰白色

石。長(1～

"◎

529 甕
径

高

底

残
平底。タタキ痕が放射状に顕著に
残る。

Dタタキ
⑧ ナデ

ハケ偲本/cm)
→ナデ 浅黄色

石。長(1～→
◎ 黒斑

甕
径

高

底

残
平底。 タタキ

Dハケ(10～ 11本
/clm)→ナデ
∩ナデ(指西庚あり)

にぶい黄橙色
石・長(1～9
◎

甕
径

高

底

残

3.2

111
小さな平底。底部内面に媒付着。囀脚噛

Dハケ(8本 /cm)
→ナデ
Dナデ(指頭痕あり)

黄灰色
明黄褐色

石・長 (1～働
金
◎
煤付着

甕
径

高

底

残
丸味のある小さな平底。ゆるやかに
外上方に立ち上がる。 舞ガ

⑪
Ｏ ナデ

明黄褐色
浅黄橙色

石。長 (1～働
◎

533 甕
径

高

底

残
やや平らな面をもつ尖底。 翡ガ

⑩
⑮

⑩ハケ(8本 /cm)
→ナデ
Gサデ(指離 あり)

にぶい黄橙色
褐灰色

石 (1～ 0
長 (1～ 0
◎

534 壷
残高 95

複合口縁。頸部に断面三角形の突
帯を2条施す。

① ハケ(8本/
cm)→ナデ
◎ナデ→施文

摩減の為不明 にぶい黄橙色
石・長(1～0
◎

535 壼
口径 (296)

残高 12.3
複合口縁。5～ 6条の波状文を2段
施す。

②ナデ→施又
◎ アヽケ(11～ 12本
/cm)→ナデ

ハケ(9本 /cm)
→ナデ 灰白色

石・長 (1～り
金
◎

士霊
口径 (174)

残高 9.5

口稼拡張部に波状文を施し波状文
の上下と口縁端部に半裁竹管文を
施す。頸吉印こは格子状の刻目突帯文。

②ナデ→施文
⊆⊃,ヽケ1!ホ/cm)→ガ
Эナデ→施文

口勒 ゲア→地又

②ナデ
Э,サ住麻/m),デ

明黄褐色
にぶい責橙色

石・長 (1～0
◎

4区 の 調 査
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SR401下 層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

537 士空
口径 (228)

残高 9.3
複合口縁。5条の波状文が残る。

④ナデ→施文
〇ナデ

ナデ
にぶい黄橙色
褐色
石・長(1～0
◎

538 壺
口径 (15.5)

残高 38
複合口縁。8条の沈線、8条の波状
文を施す。

②ナデ→施文
〇ナデ

ナデ
橙・黒褐色
にぶい黄橙色

石・長 (1～働
◎

539 霊

口径 (166)

残高 66
複合口縁。無文。口縁端部は丸く
仕上げる。

ハケ住0本 /cln)
→ナデ

口剤リアア
②ナデ鮨頭痕あい
9かケtlt/c耐サデ

にぶい貢橙色
石・長住～劾
◎

540 空

口径 (140)

残高 3.5
複合口縁。上方に立ち上がる口縁。
口縁端部は丸い。

摩滅の為不明 摩減の為不明 明赤褐色
石・長 (1～0
◎

壼
口径 (16.0)

残高 3.2 転効”。４条の波状
剣醒枷める。

②ナデ→施文
⑪ナデ

摩減の為不明
明帽色
浅黄橙色

石・長 (1～0
◎

542 壷
口径 (15.3)

残高 3.2
複合口縁。やや内傾する口縁。 摩減の為不明 摩減の為不明

にぶい黄橙色
にぶい橙色

石(1～働
長(1～0
◎

壺
口径 (13.0)

残高 9,2
複合口縁。内傾する口縁。口縁端
部は丸く仕上げる。 摩減の為不明

朝 のるイヽ明
④ノサ(ゆ /ヽ前
→ナデ

浅黄色
褐灰色

石・長 (1～ D
◎

壷
口径 (20.4)

残高 74
複合口縁。拡張部外面にヨコナデ
による稜が見られる。

②ヨコナデ
⑬ナデ

9リヨコナデ
Эハケ9本/cm)
→ナデ

にぶい褐色
灰褐色

石・長(1～か
◎

霊

口径 (143)

残高 49
複合口縁。直口気味に立ち上がる
口縁。

ナ デ ナデ
褐灰色
灰黄褐色

石・長 (1～0
金
ω

546 霊

口径 (122)

残高 5,7
複合口縁。無文 ナデ ナデ鮨頭痕あり 暗灰黄色

石・長 (1～働
金
◎

547 壷
口径 (16.7)

残高 51 複合
口縁。1条の波状文。

ハケ (8～ 9本 /
cm)→ナデ

ナデ
にぶい黄橙色
にぶい橙色

石・長 (1～動
金
◎

壷
口径 (130)

残高 49
複合口縁。やや内傾して立ち上が
る口縁。口縁端部は丸い。 摩滅の為不明

④ナデ
〇ハケ6本/m)
→ナデ

にぶい黄橙色
にぶい橙色

石・長位～0
◎

一霊
口径 (22.6)

残高 4.8
口縁部外面に竹管文、5条の波状
文が施される。

Dナデ→施文
9ナデ ナデ にぶい黄橙色

石。長 (1～0
金
◎

士電
口径 (26.1)

残高 4,7
外反して立ち上がる口縁。口縁端
部は面をもつ。

摩滅の為不明 ヘラミガキ
淡黄色
橙色

石・長 (1～働
◎

551 壷
口径 (20.2)

残高 7.0

口稼部外向に6条の波状文がrtさ
れる。口縁端部付近で外反する口
縁 。

②ナデ→施文
Эナデ

ハケω不/cm)
→ナデ
(指頭痕あり)

灰白色
淡黄色

石・長 (1～動
◎

552 壷
口径 (238)

残高 63
口縁端面に斜格子状の刻目文を施
す。頸部|こ刻目突帯文を施す。 耳阜うB車枠ユミガキ 灰白色

浅黄橙色
石。長 (1～0
◎

553 霊

口径 (226)

残高 68
ラッパ状に大きく広がる口縁。口縁
端面に4条の波状文を施す。 祖 捗

ハケ

“

本/clll)
→ナデ にぶい黄橙色

石。長 (1～働
金
◎

笠

口径 (387)

残高 3.4
口縁部片。口縁端部で上下方に拡
張する。端面に2条の凹線が巡る。

⑩ ナデ→施文
③ナデ

ナ デ にぶい黄橙色
石 (1～り
長 (1～動
◎

555 壼
口径 (278)

残高 43

ラッパ状に大きく広がる口縁部片。口縁
端部は下外方に垂下する。端面に6条
の波状文。2つ並びの円形浮文残る。

⑩ ナデ→施文
Θナデ

ナデ
明褐色
褐灰色

石・長 (1～ 0
金
◎

556 壼
口径 (272)

残高 27

口豚部片。口豚端淵itよ 卜71・万に垂
下する。口縁端面に5条の波状文、
円形 (?)の浮文がlヶ所残る。

く口勒アア→馳又
◎ハケ(鉢/cln)
→ナデ

ハケ1本/cm)
→ナデ

灰黄色
灰自色

石・長 (1～労
◎

557 壷
口径 (144)

残高 79
長頸壷の口縁部片。わずかに外反
する口縁。

⊂⊃ナデ
Θハケ0本/ctn)
→十 ギ

⊆⊃ハケ18本/
C14)→ナデ
∈EDナデ(指頭炭あり)

にぶい黄橙色
石・長(1～0
◎

壺
口径 (104)

残高 83
長頸重。巨口気味に立ち上がる口
縁。口縁端部は丸味をおびた面を
もつ。

●めヨコナデ
◎ハケ6本 /clll)
→ナデ

ナデ (指頭痕あり) にぶい黄橙色
石。長(1～ハ
◎

士電
口径 (128)

残高 5,0
直口気味に立ち上がる口縁。口縁
端部は丸い。

⑩ ナデ

◎ハケ(沐/cln)
→ナデ

ハケ脩本/clll)
→ナデ 淡黄色

石・長 (1～働
◎

士笠
口径 (12,4)

残高 5.5
直口気味に立ち上がり、口端部で
わずかに外反する口縁。

◎ヨコナデ
⑩ハケ俗本/cal)
→ナデ

Θヨコナデ
⑩ケズリ

色
色
黄
黄
灰
淡

石・長(D
◎

壷
口径 (178)

残高 76
口端部で大きく外反する口縁。口
縁端部は面をもつ。

◎ナデ

q与半

^9本

/前
ハケ9本/cm)
→ナデ 淡黄色

石。長 (1～0
◎

桑 原 遺 跡 4次
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SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(肉面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

562 〓霊
口径 (16.2)

残高 80
外反する口縁部片。口端部は下方
に垂下する。

ハケ0本 /cm)
→ナデ

◎ナデ
⑩ハケ0本/前
→ナデ

浅黄色
石。長(1～り
◎

563 壷
口径 (214)

残高 89
大きく外反する口豚。口豚端罰;は
下方に短く垂下する。口縁端部に
斜格子文がわずかに残る。 鞄韓

ヘラミガキ
にぶい黄橙色
灰黄褐色

石(1～0
長(1～0
◎

壼
口径 (27.0)

残高 7.2

ラッパ状に大きく外反する国縁。口
縁端面はヨコナデにより凹む。ヘラ
状工具による縦の沈線を施す。

⑩ ヨコナデ

q饂無写
ハケ(11～12本 /
cm)→ナデ 灰黄色

石・長 (1～幼
金
◎

霊

口径 (20.0)

残高 76
外反する口縁。口縁端面は強いナ
デにより凹む。

⊂臥⊃ナデ
◎ハケ0本 /cllll
→ナデ

ハケ0本/cm)
→ナデ

灰黄褐色
にぶい黄橙色

石・長 (1～9
金
◎

566 空

口径 (185)

残高 93
外傾する口縁。口縁端部でやや外
反し端部は丸く仕上げる。

口勒アア
Эけ鱗/cm),デ
⑩′サ0本/c耐サデ

Θヨコナデ
⑩ヘラケズリ

浅黄橙色
にぶい黄橙色

石・長 (1～→
金
の

壼
口径 (21.4)

残高 8.0
外傾する口縁。口縁端面は面をもつ。聴彿

9ナデ
0ヘラケズリ

明黄褐色
灰オリーブ色

一黒
金
◎

石

壷
口径

残高
稜をもって外傾し長くのびる口縁。
口縁端部は丸く仕上げる。

Oヨコナデ
⑩ハケ(8本 /c14)
→ナデ

Эヨコナデ
Dケズリ 灰白色

石・長但～0
金
の

569 士空
口径 (230)

残高 77
外傾する口縁。頸部両面に接合痕
が残る。

◎ナデ
⑭ハケG本/m)
→ナデ

Dハケ

“

不/Cm)
→ナデ
⑭ナデ

淡赤橙色
浅黄橙色

石・長 (1～働
金
◎

壺
径

高

底

残

7.6

7.9

器壁の厚い平底。底部よリストレート
|こ立ち上がる。

Dハケ(鉢/cln)
→ナデ
⑧ナデ

工具によるナデ
にぶい責橙色
浅黄色

石。長(1～→
多
◎

571 壷
径

高

底

残
平底。

リハケ

“

不/cln,
→ナデ
∩ナデ

ハケ6本 /cm)
→ナデ 灰黄色

石。長 (1～働
多
◎

572 空

径

高

底

残
平底。 ナデ

ナデ上げ
(指頭痕あり) 浅黄色

石・長 (1～0
金
◎

573 壼
径

高

底

残
平高台。高台付け根に指頭痕が顕
著に見られる。 ナデ

工具によるナデ
(指頭痕あり) 灰白色

石・長 (1～ 9
金
◎

574 壷
径

高

底

残
平底。 摩減の為不明

指ナデ
(指頭痕あり)

色
色
黄
白
淡
灰

石・長 (1～働
金
◎

575 士霊
径

高

底

残
平底。底部より外傾に立ち上がる。 舞ガ

⑩
Θ

ハケ9本/cm)
→ナデ(指醜あり)

褐灰色
灰黄褐色

石。長(1～働
◎

576 鉢
口径 (408)

残高 62
外反する口縁。口縁端面は、ヨコナ
デイこよりわずかに凹む。 鴇澤甲

ハケ停本/cm)
→ナデ

灰黄色
にぶい橙色

石。長(1～働
◎

577 鉢
口径 (23.5)

残高 4.2
内湾気味に立ち上がる口縁。口縁
端部は丸く仕上げる。

gDナデ
⑩ハケ(7～ 8本
/C皿 )→ナデ

ハケ偲本/帥 )
→ヘラミガキ

にぶい橙色
にぶい赤褐色

石・長 (1～労
◎

鉢
口径 (21.0)

残高 7.5
内湾気味に立ち上がり、回縁端部
はナデにより外方向に丸く凸む。

QDヨコナデ
延⊃ナデ
廻E三)ハケ1膵 /1ml→ナデ

Oヨコナデ
⑩ハケG本/cm)
→ナデ

にぶい黄橙色
石・長 (1～働
◎

579 鉢
口径 (22.3)

残高 48 内湾気味に立ち上がる口縁。
⊂⊃ナデ
Θ⑩タタキ

ハケ偲本/cm)
→ナデ 浅黄色

石。長(1～0
◎

鉢
口径(262)

残高 82
片口状になる口縁。外面はタタキ痕
が顕著。

⊂⊃ナデ
卸 タタキ→ナデ

ハケ俯本/cm)
→ナデ

にぶい黄橙色
浅黄色

石・長(卜り
◎

581 鉢
径

高

底

残

ボタン剪犬に突出する小さい医部。医
部内面には放射状に、工具痕が多
数残る。

ナデ 工具によるナデ
色
色
褐
灰
黒
褐

長(1～ハ
◎

582 鉢
径

高

底

残
ボタン状に突出する小さな底部。 ナデ ナデ

にぶい赤褐色
にぶい黄橙色

石・長 (1～鋤
◎

鉢
径

高

底

残
ボタン状に突出する小さな底部。 摩減の為不明 摩減の為不明 灰黄色

石。長 (1～0
◎

鉢
径

高

底

残
ボタン状に突出する小さな底部。中
央部が凹む。

∪ハグキイ不/eln,
→ナデ
①ナデ

摩減の為不明
褐灰色
灰黄色

石・長 (1～ 0
◎

585 鉢
径

高

底

残
ボタン状に突出する底部。

⑩ハケ

“

本/m)
→ナデ
Qナデ

ハケ(6～ 7本 /
m)→ナデ

黒帽色
褐色

石・長但～労
◎

鉢
径

高

底

器
内湾気味に立ち上がる口縁。突出
する平底。 ナデ

ハケ (7～ 8本 /
cm)→ナデ

色
色
橙
褐
黄
黄
浅
灰

石・長 (1～ 0
◎

4区 の 調 査
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SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面|

色調
(内面!

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

鉢
底径 3.5
器高 73

突出している平底。底部よリストレー
トに立ち上がる口縁。

蜘 ナデ
◎ ハケ(10本/
cm)→ナデ

ナデ
浅黄色
灰黄色

石。長 (1～n
金
◎

鉢
径

高

底

残
突出している平底。底部内面には
工具痕が多数残る。

ナデ鮨頭痕あり 工具によるナデ 暗灰黄色
石・長位～労
◎

鉢
底径

残高
突出する底部。

①ハケV本 /cm)
→ナデ
⑬ナデ

摩減の為不明
淡黄色
にぶい黄橙色

石・長(0多
金
◎

鉢
径

高

底

残
突出する底部。

指ナデ
(指頭痕あり)

ハケ9本/cm)
→ナデ

灰黄色
淡黄色

微砂粒
◎

591 鉢
径

高

底

残
突出する底部。内面の底部中央が
指頭痕により凹む。

⑩摩減の為不明
⑥ナデ

ハケ11本 /cm)
→ナデ鮭麒膜あり)

にぶい黄橙色
浅黄橙色

石。長 (1～

"◎

鉢
径

高

底

残 突出する底部。底面中央が凹む。
⑩ハケt隊/cm)
→ナデ
⑬ナデ

ハケ(9本/cm)
→ナデ俳靭帳あり) 黄褐色

石・長 (1～0
金
◎

鉢
径

高

底

残

4.2

2.4

くびれをもつ上げ底。底部内面に
工具痕が残る。

ナデ 工具によるナデ 灰黄色
石・長(1～

"◎

鉢
径

高

底

残
丸味をおびた平底。 ナデ

ハケ偲本/cm)
→ナデ にぶい黄橙色

石・長 (1～働
◎

595 鉢
径

高

底

残
丸味をおびた小さな平底。 ナデ 工具によるナデ

灰自色
淡黄色

石・長(1～9
◎

596 鉢
径

高

底

残
小さな平底。底部よリストレート1こ立
ち上がる。

ナデ
ハケ僚本/cm)
→ナデ

明黄褐色
浅黄橙色

石・長 (1～働
◎

鉢
径

高

底

残
不安定な小さな平底。

◎ハケ6本/cm)
→ナデ
∩ナデ

ハケ6本/cm)
ハケ(10本/c14)
→ナデ

灰白色
にぶい橙色

石・長 (1～働
◎

鉢
径

高

底

残
丸味をおびた小さな平底。

0ハケけ本/cm
→ナデ
Dナデ

ハケ0本/m)
→ナデ

淡黄色
浅黄色

石・長 (1～り
◎

鉢
径

高

底

残 丸味をおびた底部。 ナデ
ハケ6本 /cm)
→ナデ鮮願膜あり)

にぶい黄橙色
黄褐色

石・長(1～0
◎

600 鉢
径

高

底

残
わずかに突出する底部。底部付近
に工具痕が数ヶ所残る。

ナデ
ハケV本 /cm)
→ナデ 黄灰色

石・長 (1～3)
◎

鉢
径

高

底

残
丸味をおびた底部。

⑩ヘラミガキ
⑧ナデ

ハケ

“

～然/cm)
→ナデ にぶい黄橙色

石・長は～跡
金
◎

鉢
径

高

底

残
丸味をおびた底部。

ハケ(11本 /cm)
→ナデ 工具によるナデ

浅黄橙色
褐灰色

そ‐一
◎
長

603 鉢
口径

残高
ミニチュア土器。

タタキ
→ナデ

指ナデ
(指頭痕あり) 灰黄色

石・長 (1～鋤
金
◎

鉢
底径 4.0
残高 8.8

底部中央に穿孔。底部よリストレート
に立ち上がる。

ナデ 膀儡
灰黄色

石。長(1～0
◎

鉢
径

高

底

残
底部中央に穿孔。 ナデ

ハケ俯本/cm)
→ナデ

色
色
灰
黄
黄
灰

石・長 (1～0
◎

606 鉢
径

高

底

残
底部中央に穿孔。

タタキ
→ナデ ナデ

浅黄色
褐灰色

石・長 (1～労
◎

鉢
径

高

底

残
底部に穿孔。底部内面に放射状に
工具痕が残る。

タタキ
ーナデ

ハケ(7～ 8本/cm)
→ナデ 灰白色

石・長 (1～→
◎

608 高邪
口径 (256)

残高 4.2
外反する口縁。口縁端部は面をもつ。 摩滅の為不明 摩滅の為不明 淡黄色

貯
ぐ１．
◎

右
長

高イ
口径 (22.9)

残高 5.1
口縁部片。3条の波状文が残る。

ヨコナデ
→施文

ヨコナデ 灰黄色
暗灰色
勲
◎

高邦
口径 (21,0)

残高 6.3
外傾する口縁。口縁端部は面をもつ。
接合部は段をなす。

◎ヨコナデ
σ⊃ハケ(7cm)サデ
⊂⊃ナデ

ナデ
にぶい黄橙色
にぶい橙色

石・長(1～め
◎

高不
口径 (222)

残高 57
外反する口縁。口縁端部は丸味を
おびた面をもつ。

⊂⊃ヨコナデ
⊂⊃ナデ

ヨコナデ 暗灰色
橙色

微砂粒
◎

桑 原 遺 跡 4次
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SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 回版

外  面 内 面

612 高lTN
口径 (18.4)

残高 70
外反する口縁。口縁端部は丸く仕
上げる。

Θナデ
④摩減の為不明

⑩ ナデ
⑩ ヘラミガキ 橙色

石・長 (1～動
◎

高不
口径 (223)

残高 4.4
不部片。外反する口縁。口縁端部
は丸味をおびた面をもつ。

ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄橙色
微砂粒
◎

高 邪
径
径
高

口
底
器

J4濁
`は
中位に核をもつ。円柱形の

脚柱部。口端部、裾端部ともに丸く
イ+卜 ,ギス

ナデ
(指頭痕あり)

④ヨコナデ
⑩工具によるナデ
②ナデ

にぶい黄橙色
石。長 (1～0
◎

高邪
口径 (23.5)

残高 137
邪部は接合部で段をなす。脚部は
円すい形。

ナデ
①ナデ
⑩工具によるナデ

にぶい黄橙色 石・長 (1～D

高 不
口径 (175)

残高 56 外
反する口縁。日縁端部は丸い。 ヨコナデ ヨコナデ

褐灰色
にぶい黄橙色

微砂粒
◎

高邪
口径

残高
lTh部中位にヨコナデイこよる稜が残る。

⊂⊃ヨヨナデ
⊂⊃ナデ

ハケ(5～ 6本 /clll)
→ナデ

にぶい黄褐色
明黄褐色

微砂粒
◎

高 不
径

高

口

残
外反する国縁。邪部は中位に稜を
もつ。

⊂⊃ヨコナデ
⊂⊃ナデ

⊂⊃ヨコナデ
⊂⊃ナデ にぶい黄橙色

石・長 (D
◎

高不
口径 (16.2)

残高 5.5
外反する口縁。口縁端部は丸い。

⊂⊃ヨコナデ
⊂Dナデ

⊂⊃ヨコナデ
⊂⊃ナデ

にぶい橙色
微砂粒
◎

620 高邪
口径 (15.5)

残高 4.7
不部片。接合部で段をなす。 経昌予亭́

デ⑭ ヨコナデ
D摩減の為不明 灰黄褐色

石。長 (1～動
◎

高邪
口径 (170)

残高 55
ゆるやかに外反する口縁。邪部下
位に稜をもつ。

⊂⊃ヨコナデ
⊂豆)工具によるナデ

⑭ ヨコナデ
包豆)工具によるナデ

にぶい黄橙色
石・長 (1～0
金
◎

高邪
径

高

口

残
外傾する口縁。口縁端部は尖りな
がら丸くおさめる。

⊂⊃ヨコナデ
⊂⊃ナデ ナデ 橙色

石・長 (1～働
金
◎

623 高邪 残高
脚柱の下位に円孔が3ヶ所残る。4ヶ
所あったと思われる。

ハケ偲本/c14)
→ナデ

ハケ幡本/cm)
→ナデ
(しばり痕あり)

褐灰色
明褐灰色

石。長(1～0
◎

高邪 残高 103
閉l lIの 上 4立

`こ

円子しが3ヶ所。 卜1立 Fこ
も円孔が4ヶ所あったと思われるが3
ォ所確々 _

ナデ

脚り,ア uまり恨サ
延⊃ハケ(7本 /
cm)→ナデ

灰白色
灰色

石。長 (1～動
◎

625 高邪 残高 7.4
脚柱上位に2ヶ所、中位にlヶ所の円
孔が残るが、不規則である。

ナデ ナデ修1劫痕あり 淡黄色
微砂粒
◎

高不 残高 lTNと脚の接合部片。
Эヨコナデ
0ナデ

Эナデ
0工具によるナデ

明褐色
にぶい黄橙色

似 砂 極

褐色粒・多
◎

627 高邪
底径 (122)

残高 8,0
脚音躊。勝,吉躊中定二|こ円子し力S3ヶ列F残る。 ナデ

Э工具によるナデ
Эナデ

色
色
白
帽
灰
明

石・長 (1～働
金
◎

628 高邪
底径 (10.0)

残高 8.6
脚部。

dυゲア
⑪ハケ(7本/cm)
→ナデ

⑭粋激の為4｀明
⑪工具によるナデ
①ナデ

“

W本れ耐サデ

にぶい黄褐色
にぶい責橙色

石・長 (1～働
◎

629 高 邪
底径 (13.5)

残高 110
円すい状の脚柱部。裾部はゆるや
か|こ広がる。

Эハケ

“

本/cm)
→ナデ
⑩ナデ鵬頭痕あり

↓ナデガ蜘鞭ガ
①
⑩
④

にぶい褐色
橙色

石。長 (1～

"金
◎

高邪
底径 108

残高 73
脚部。裾部端面に1条の沈線が残る。

ナデ(工具痕,指頭
痕あり)

⑩工具によるナデ
⑬ナデ

灰白色
にぶい黄橙色

長()多
金
ω

高イ
底径 121

残高 86
脚部。裾端部は丸く仕上げる。 ナデ任具痕あり) ナデ(しばり痕あり)

淡黄色
浅黄橙色

石・長住～動
◎

632 高イ
底径 (115)

残高 64
脚部片。裾部端面に1条の沈線が
残る。

ナデ鮨頭痕あり)
⑩工具によるナデ
⑬ナデ(指離あい

にぶい黄橙色
石・長 (1～動
金
ω

高lTN
底径 (118)

残高 73
円すい状の脚柱部。裾部はゆるや
かに広がる。

ナデ
⑩工具によるナデ
⑩ナデ

色
色
褐
褐
黄
黄
灰
明

石・長 (1～つ
金
10n

634 高昂
底径 (110)

残高 7.0
脚部。裾端部は面をもつ。 ナデ

⑩工具によるナデ
⑭ナデ

橙色
にぶい橙色

石・長(1～

"◎

635 高不
底径 (110)

残高 6.5
脚部。裾端部は丸く仕上げる。 ナデ

⑪工具によるナデ
④ナデ

灰黄褐色
明黄褐色

微砂粒
◎

高邪
底径 (106)

残高 75 脚部。裾端
音印期 おびた面をもつ。 摩滅の為不明

⑪工具によるナデ
④ナデ

褐灰色
黄褐色

石・長 (1～0
金
∩

4区 の 調 査
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SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

高郭
底径 (11,8)

残高 83 脚 部 。 ナデ
0工具によるナデ
Эナデ 橙色

石。長(1～D
◎

高邪
底径 (110)

残高 89 脚部。 ナデ ナデ
浅黄橙色

淡橙色

右 (1～動・多
褐色粒
◎

高邪 残高 7.5 脚柱部片。外面に線刻あり。 ナデー施文
①ナデ
⑩工具によるナデ

にぶい黄橙色

灰黄色
石・長(1～

"◎

高邪 残高 78 邪と脚の接合部片。
坐つヨコナデ
⑭ アヽケm木/cm)
⑪工具によるナデ

④ヨコナデ
⑪工具によるナデ 橙色

石・長(1～労
◎

高邪 残高 71 lll陪躊。
③ナデ
④ハケ(8本/cm)
→ナデ

⑪ナデ
⑦ヨコナデ 灰黄色

石・長 (1
金
◎

高不 残高 7.6 脚部。 ナデ ナデ 明褐灰色
石。長 (1～

"◎

643 器台
口径 (29.6)

残高 107
拡張部に6条の沈線。竹管文、4条
の波状文を施す。

②ハケは休/clll)
→ナデ→施文
の,サ ,lI漁耐→ナデ

②ハケ(10本イ鴎 )
→ナデ
纏)ナデ→ヘラミガキ

にぶい黄橙色

浅黄色
石。長 (1～0
◎

器台
口径 (24.3)

残高 21 拡張部に6条
の波状文。

υハグ(イ不/Cln,
→ナァ→施文
Эナデ鮨離 あい

ハケ(7本 /cal)
→ナデ 灰白色

石・長 (1～働
◎

645 支脚 雛離絲
中実、上面に凹みをもつ。平底。 ナデ(指頭痕あり 灰白色

石・長(1～0
◎

支脚 珊離絲
中実、平底。上面も平らと思われる。 ナデ(指頭痕あり にぶい黄橙色

石・長(1～→
◎

支脚
受部径 8.7
底径 (73)
暴盲  昂q

中実、上面に凹みをもつ。受部を斜
めにカットする。側面に円孔 (大・小)
が2ヶ所残る。

ナデ鮨頭痕あり) 灰黄色
石・長 (1～→
◎

支脚 雛離縞
中実、上面に凹みをもつ。舌状の突
起が残る。

∋工具によるナテ
Dナデ
(指頭痕あり)

灰黄色
石。長(1～う
◎

支脚
受部径 (74)
底径 (67)
ぞ
=儒
弄  36

中空、円柱状の体部。器壁は厚い ナデ (指頭腹あり) ナデ 淡黄色
石。長 (1～働
◎

支脚
受部径 (66)
底径 (9.0)
器高 65

中空、円柱状の体部。胴中位でく
びれる。 ナデ(指頭痕あ帆 ナデ

浅黄橙色

にぶい黄橙色
石・長 (1～D
◎

651 支脚
径

高

底

残
中空、細長い円柱状の体部。 ナデ 工具によるナデ

にぶい橙色

浅責橙色
石・長位～り
◎

652 支脚
受部径10.4
底径 128
器高 159

中空、受部に「U」 字状の傾斜部を
もつ。

ハケ(9～10本/clll
→ナデ
延Dナデ

にXD′サ0～ 1膵/m)
⑩工具によるナデ
(しばり痕あり)

灰白色

にぶい黄橙色
石・長住～0
◎

653 支脚
受部径 (9.5)
底径 124
器高 13,7

中空、受部に「UJ時状の傾斜部を
もつ。

ハケ(5～ 6本 /cnl)
→ナデ(指頭痕あり)

ナデ任ばり痕あり
色

色

黄

灰

淡

黄
石・長位～9
◎

支脚
受部径 (82)
底径 (84)
現完拝慧 14,6

中空、舌状の垂下する突起が残る。
アウ0本/clll)
→ナデ

@ハケ(9本/cna)
⑩工具によるナデ

浅黄橙色

灰白色

石・長 (1～働
金
◎

655 支脚
底径 (10,7)

器高 156
中実の脚。受部端は傾斜する面を
もつ。

ハケ(10～ 1本 /cm)
→ナデ ナデ 浅黄色

粒
粒
砂
色
◎

微
褐

支脚
径

高

底

器
中実、受け部欠損。 ナデ(指頭痕あり 灰黄色

石・長 (1～0
金・褐色粒
◎

657 支脚
底径 (100)

残高 120
角状の突起をもつ受部。背部に鰭
状の把手部をもつ。中空。

④ナデ
⑩タタキ→ナデ ナ

デ似dll痕あり
にぶい黄橙色

黒褐色

石。長 (1～0
金
◎

658 支脚 残高 171
中空。角状の突起をもつ受部。背
部に鰭状の把手部をもつ。

タタキ→ナデ
(指頭痕あり)

ナデ(uSIn痕あll
灰白色

灰色
石・長 (1～働
◎

659 支脚
底径 71
残高 12.0

中空。角状の突起をもつ受部。背
部に突起をもつ。

④ナデ
⑩タタキ→ナデ ナデ修曲痕あり 灰白色

石・長(1～0
◎

支脚 残高 141
中空。角状の突起をもつ受部。背
部に突起をもつ。

タタキ→ナデ ナデ(uぎり痕あlll 褐灰色
石 (1～ 3)
長 (1～0
◎

支脚 残高 中空。角状の突起をもつ受部。
タタキ→ナデ
(指頭痕あり)

ω ナデ(しばり辰あり)
ω ハケ(6本 /
cm)→ナデ

淡黄色

灰色

石。長(1～0
◎

桑 原 遺 跡 4次
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SR401下層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

662 支脚
径

高

底

残
中空、角状の突起があったと思われ
る。 ナデ(指頭痕あり

リアアし問及)
Эハケ(体/cm)
→ナデ

にぶい橙色
橙色

石(1～働
長(1～0
◎

663 支脚 残高
中空、角状の突起をもつ受部。背
部に把手部があったと思われる。

Эナデ
Dタタキ→ナデ
(指頭痕あり)

工具によるナデ 浅黄橙色 勲
◎

支脚 残高 10.0 角状の突起をもつ受部片。 ナデ (指頭痕あり 灰黄色
石・長(1～0
◎

壼
径

高
口
器

(9.2)

8.3

小型丸底壷。外反する口縁。口縁
端部は丸い。

③ハケ9本/11n)
→ナデ
麒⑮ナデ

Θナデ
⑪⑧指ナデ

にぶい黄橙色
淡黄色

石。長徹～9
金・褐色粒
ω

黒斑

壼
径

高

口

器
小型丸底壷。

③ヨコナデ
蜘 ナデ
(指西痕あり)

Oハケ(7本/cm)
→ナデ
的 指ナデ

にぶい黄橙色 長く‐．４，翻◎
石
金

壷
径

高
口

器
小型丸底壷。胴部は球体のよう|こ
丸味をおびる。

Θヨコナデ
⑪◎指ナデ

ナデ(指頭痕あり
浅黄橙色
淡黄色

石・長(1～働
◎

霊

径

高

口

器
小型丸底壷。内面に強い指ナデが
見られる。

◎ヨコナデ
⑪Θナデ

Θナデ
⑩Θ指ナデ

にぶい橙色
石
・
長 (1)

◎

669 笠

径

高

口

器
小型丸底壷。

噌」
◎ヨコナデ
⑪Θナデ 灰黄色

石・長(1～n
金
◎

黒斑

壷 残高 76 小型丸底壷。
ハケ僻本/cm)
→ナデ

◎ハケ(4本/cm)
→ナデ
延XD指ナデ帖聴あり

にぶい黄橙色
微砂粒
◎

671 壼 残高 小型丸底壷。 9ヨヨナデ
⑩指ナデ

9ヨヨナデ
0ナデ 灰色

石・長 (1
金
◎

士電 残高 69 小型丸底壷。頸吉躊径がかなり打ヽさヽ 。ヽ胴部は球体のように丸味をおびる。
ナデ(工具痕あ明 指ナデ

色
色
白
灰
灰
褐

石・長 (1～→
金
の

673 不

口径 (9,8)
底径 (45)

==澪
手  32

内湾して立ち上がる口縁。 ナデ(指頭痕あり ナデ(指頭痕あい
灰黄色
にぶい黄橙色

石・長 (1～働
多・金
◎

醒 残高 70 胴部は丸い。 ／本ヴ′ヽヶ十‐↓ナデ

Ｏ
⑩

血

Э⑩ ナデ
の ケズリ 橙色

石・長 (1～

"褐色粒
∩

675 手捏
径

高

底

残
器壁は厚く底部は平底。 ナデ(指頭痕あり

⊂Dナデ
延ユD工具によ
るナデ(指頭痕あり)

灰白色
灰黄色

微砂粒
◎

手捏
径
径
高

口
底
器

指おさえ痕が、顕著。 ナデ指おさえ 指ナデ(指頭廃あり) 灰自色 勲
◎

677 手捏
口径
底径
器高

ニチュア土器。 ナデ鮨頭痕あり ナデ 灰白色
長 (1～働
◎

678 手捏
径
径
高

口
底
器

ミニチュア土器。 ナデ(指頭痕あり 指ナデ
にぶい黄橙色
にぶい橙色

勲
◎

甑
口径 (28.8)

残高 22.6
口縁端面は強いナデにより凹む。 珊r郵

跡
⊂∋ナデ

◎ヨヨナデ
⑩ナデ

にぶい黄橙色
く‐一
そ‐一
◎

右
長

甑 残高 80 貫通するlヶ所の穿孔と下面に4ヶ
所の穿孔痕を残す。 ナデ(指頭痕あり) ナデ 浅黄色

石・長(1～分
◎

4区 の 調 査

表75 SR401下層出土遺物観察表 石製品

番号 器種 残存 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石包丁 一部欠損 層灰岩 (20.1) 11105

682 石包丁 未製品 結晶片岩 57.63

石包丁 未製品 結晶片岩 18772

扁平片刃石斧 欠損 頁岩 (103) (3.3) 13882
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表76 SR401下層出土遺物観察表

表77 SR401下眉出土遺物観察表

桑 原 遺 跡 4次

SR401下 層出土遺鯵観察表 石製品

番号 器種 残存 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

扁平片刃石斧 欠損 頁岩 (6.5)

686 砥石 欠損 砂岩 (12.5) 1850.00

687 砥石 欠損 砂岩 84.19

688 砥石 欠損 砂岩 (4.9) 156.28

689 台石 欠損 砂岩 (19.5)

台石 欠損 砂岩 (225) 630000

691 敲石 一部欠損 砂岩 1190.00

敲石 完形 砂岩 254.70

693 石錘 完形 砂岩 454.00

694 石鏃 完形 赤色チャート

スクレイパー 完形 サヌカイト

696 スクレイパー 欠損 サヌカイト

697 スクレイパー 完形 頁岩

698 スクレイタヾ― 完形 赤色チャート 262

699 スクレイパー 完形 サヌカイト 295

700 スクレイパー 完形 サヌカイト

番号 品種 遺存状態 材質・色
法  量

備考 図版
長さ(cm) 童径 (cm) Fし径(cm) 重量 (g)

小玉 完形
ガラス

淡い水色

番号 器種 遺存状態 樹種
法  量

木取り 備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 童径 (cm)

702 航 欠損 ヒサカキ属 778

703 抗 欠損 (38.5)

机 欠損 ヒノキ

705 机 欠損 コウヤマキ (33.9)

706 杭 欠損 (17.2)
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表73 SR401中 層出土遺物観察表

表79 SR401中 層出土遺物観察表 玉類

4区 の 調 査

SR401下層出土遺物観察表 木製品

番号 器種 遺存状態 樹種
法  量

木取り 備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 童径:(cm)

707 杭 欠損 ヤブツクヾキ (15,0)

708 杭 欠損 サカキ (17.7)

709 杭 欠損 (28.1)

不 明 欠損 ヒノキ 57.7 1.7

加工材 欠損 (13.8)

加工材 欠損

曲物
(底板)

欠損 ヒノキ

モリ状加工材 ほぼ完形 (24.3)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

不蓋 径
高
口
器 墨平写藪島泰声部

から内湾気味に○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ 回転ナデ

灰色
オリーブ灰色
勲
密
◎

郷蓄
口径 (12.8)
器高 40

やや凹んだ天丼部から、段をなして

暑期
垂下する。口縁端部は凹

3日霰字景
ケズリ
回転ナデ 灰色

長 (1～

"密
◎

郷蓋
口径
器高
Ｌ
５
。

扁平な天丼部からなだらかな弧を
描き口縁部付近で段をなす。

〇回転ヘラケズリ
◎回転ナデ 回転ナデ 灰色

ぐ１．
密
◎

長

不身
口径 (11.0)
受部径(13.6)
残高 4.7
写鞠 ぱ象翠|∋央綴
上面に沈線状の凹みあり。 3日筆宍芽ズリ 回転ナデ 灰色

微砂粒
密
◎

不身

・３
．ほ
３
．

唯離姉
短く内傾して立ち上がる。受部は上
外方にのびる。 回転ナデ 回転ナデ 灰白色 瓢密

◎
720 邪身

・３

・５

２
唯離姉
雲ら蚤裁豊鼻盈量〉1務梁堤栞汚
びる。

回転ナデ 回転ナデ 灰色
長 (0
密
◎

lTh身
受部径(15。1)
底径 (9.5)
残高 25

短く水平にのびる受部。
◎回転ナデ
⑧回転ヘラケズリ 回転ナデ

灰色
灰白色
則
密
◎

722 邪
径
高
底
残

平底。底部より外傾して立ち上がる。
器壁が薄い。

⑩ヨヨナデ
Θナデ 摩減の為不明 灰白色

微砂粒
◎

邦 底径 (7.0)
残高 1.9 平高台。 ①回転ヘラ切り

(板状圧痕あり)
ヨコナデ 灰白色 則

◎

添
底径 58
残高 2.8

平高台。底部内面は強いナデによ
り凸凹がある。

⑩ヨコナデ
Θ回転ヘラ切り
(板状圧痕あり)

ヨコナデ 淡黄色
灰黄色

微砂粒
◎

罫
径
高
底
残 平高台。

∪ヨコアア
⑧回転ヘラ切り
(板状圧痕あり)

ヨコナデ 灰色
黄灰色

勲
◎

邪 蜃答℃F 平高台。
⑩コヨナデ
Θ回転ヘラ切り
(板状圧痕あり)

ヨコナデ 灰黄帽色
微砂粒
◎

番号 品種 遺存状態 材質・色
法  量

備考 図版
長さ(cm) 宣径 (cm) Fし径 (cm) 重量 (g)

727 臼玉 完形
滑石

淡いうぐいす色
0.055

728 小玉 完形 彦絶
0.372
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表80 SR401上層出土遺吻観察表 土製品

桑 原 遺 跡 4次

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内画)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

甕
口径 (23.0)

残高 3.7
内面に稜をもって外傾する口縁。口
縁端部は丸く仕上げる。 ナデ(指頭痕あり) ナデ

黒色
浅黄橙色

微砂粒
金
◎

730 甕
口径 (25,0)

残高 3.8
外反する口縁部片。口縁端部は外
方に丸く肥厚する。

⑩ ナデ
0′サ6本 /cm)→ナデ
Эヨヨナデ

ナデ
色
色
褐
橙
黄
黄
灰
浅

石・長 (1～働
金
◎

壼
口径 (14,0)

残高 4.0
外反する口縁部片。口縁端部は面
をもつ。

⊂Dナデ
曲 ハケ(8本 /
Cn4)→ナデ

9ナデ
Эハケ(8本/cm)
→ナデ

灰白色
にぶい黄橙色

石・長 (1～0
◎

732 壷
口径 (17.3)

残高 2.2
外反する口縁部片。口縁端面は強
いナデにより凹む。 ナデ ナデ

淡黄色
にぶい黄橙色

石・長 (1～働
◎

733 霊 残高 16
口縁端部は外下方に垂下する。6
条の波状文が施される。

ナデ→施文 ナデ
にぶい橙色
橙色

石。長 (1～動
◎

邪 蓋
口径 (13.0)

残高 29 内湾気味
に垂下する口縁。 回転ナデ 回転ナデ 灰色

微砂粒
密
◎

邦蓋
口径 (14.2)

残高 30
段をなして口縁部は垂下する。口
縁端部は凹面をなす。 回転ナデ 回転ナデ 灰色

陸
密
◎

長

ITN蓋
口径 (108)

残高 20
口縁部片。 回転ナデ 回転ナデ 灰色 勲密

ω
737 不

径

高

底

残

(6.7)

4.2

平高台。底部より外傾して立ち上
がる。

⑩摩減の為不明
⑥回転ヘラ切り

ヨコナデ
灰白色
明黄褐色

微砂粒
◎

邪
径

高

底

残

(7.2)

16 平高台。
底部内面中央が丸く凸む。

⑪ヨコナデ
⑥回転ヘラ切り

ヨコナデ 灰白色
長(1～0
◎

不
径

高

底

残
平高台。底部より内湾気味に立ち
上がる。

⑪ヨコナデ
◎摩減の為不明

ヨコナデ 灰色
長 (0
◎

ヌ
径

高

底

残
平高台。 摩減の為不明 摩減の為不明

灰白色
灰黄褐色

石・長 (1～鋤
◎

邪
径

高

底

残
平高台。 摩減の為不明 摩減の為不明

灰白色
黄褐色

石
・
長 (1)

◎

邪
径

高

底

残

(6.5)

23
平高台。

⑪ヨコナデ
⑮回転ヘラ切り

ヨコナデ
色
色
灰
灰
褐
暗

石・長 (1～ 2)
◎

743 不
径

高

底

残
平高台。

⑪摩減の為不明
Θ回転ヘラ切り 摩減

の為不明 灰白色
微砂粒
◎

744 不
径

高

底

残
(78)

1.9
平高台。 摩滅の為不明 摩減の為不明

灰白色
淡黄色

微砂粒
◎

745 郭
径

高

底

残

(63)

1,7
平高台。

⑩摩減の為不明
⑥回転ヘラ切り

ナデ 淡橙色
微砂粒
◎

746 郭
径

高

底

残
平高台

⑪ヨコナデ
⑥摩減の為不明

ヨコナデ 灰白色
微砂粒
◎

747 郭
径

高

底

残

(7.1)

2.3
平高台。 摩減の為不明 ヨコナデ 灰白色

極
粒
砂
色
◎

似
褐

748 不
径

高

底

残
(7.2)

16 平高台。
⑪ヨコナデ
Θ摩減の為不明

ヨコナデ 灰色
微砂粒
◎

749 邦
径

高

底

残
(5,7)

15
平高台。底部片 摩滅の為不明 摩滅の為不明 灰白色

微砂粒
◎

不
径

高

底

残
平高台。 摩減の為不明 摩減の為不明 灰白色

微砂粒
◎

椀
径

高

底

残

(64)

13
輪高台。 摩減の為不明 摩減の為不明 にぶい黄橙色

極
粒
砂
色
◎

傲
褐

椀
径

高

底

残
黒色土器。高台付。底部より内湾
気味に立ち上がる。

摩減の為不明
⑪摩減の為不明
⑥ヘラミガキ

灰白色
暗灰色

微砂粒
◎

753 椀 残高 1,4 黒色土器。 摩減の為不明 ヘラミガキ
色
色
橙
灰

傲砂極
褐色粒
◎
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表82 SR401上層出土遺物観察表

表83 SP411出 土遺物観察表 土製品

4区 の 調 査

SR401上層出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

754 椀
径
高
底
残
(7.4)

20 黒色土器。
⑪ヨコナデ
⑥ナデ

工具によるナデ
ーヘラミガキ

淡黄色
黒色

微砂粒
◎

755 椀
径
高
底
残 黒色土器。 ナデ ヘラミガキ

褐灰色
黒色

微砂粒
◎

邪
径
高
底
残 平底の底部より外傾して立ち上がる。

⑩ヨコナデ
Θ回転糸切り

ヨコナデ 灰白色 和
◎

757 邪
径
高
底
残
(7.0)

1.5
底部より内湾気味に立ち上がる。

⑩ナデ
⑥回転糸切り

摩滅の為不明
灰褐色
にぶい赤橙色

微砂粒
◎

羽釜
口径 (192)
残高 27

内傾して立ち上がる口縁部片。口
縁にやや垂下した隆帯が貼付される。 ナ デ ナデ

にぶい黄橙色
にぶい橙色

石・長 (1～0
◎

759 羽釜
口径 (32.0)
残高 3.5
目縁講埓垂♀↓眉農畢孫謎摩き
れる。

ナデ
ハケ

“

本/cm)
→ナデ

にぶい橙色
石・長 (1～D
多
◎

羽籍 残高 土師質。脚部片。 ナデ にぶい橙色
石。長但～働
◎

甕
残高 71
口径 (294)

亀山焼。外面イこ格子タタキが施され
る。 格子タタキ ナデ

灰色
灰白色

微砂泣
◎

762 鉢 残高 10.2 困壕脅織 醒、こ議幾
がり、
回転ナデ 回転ナデ 灰色

長 (1～ 3)
多
◎

763 青磁
碗
残高 32 胴部片。 ナデ→施釉

回転ナデ
→施釉

暗オリーブ
微砂粒
密
◎

表31 SR401上層出土遺物観察表 銭

番号 銭   名 初鋳年
銭径
(mm)

径

ｍ，
孔
くｍ

外縁厚
(mm) 鵬くｍｍ，

重量 (g) 備考 図版

天聖元賓 7 順読

番号 器種 遺存状態 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

765 鉄滓 実存 鉄製

鉄滓 実存 鉄 製 4523

767 鉄滓 実存 鉄製

768 鉄滓 実存 鉄製 2.35

鉄滓 実存 鉄製 1772

鉄滓 実存 鉄製

771 鉄滓 実存 鉄製 17

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

772 皿

口4益  8,7
底径 6.0
器高 1.6 託盈全鰍

る口権詭醜料はOヨコナデ
⑥回転糸切り

ヨコナデ 浅黄橙色
明黄褐色

微砂粒
金
◎

773 皿

径
径
高

口
底
器

平底。外傾する口縁。
◎ヨコナデ
⑥回転糸切り

ヨコナデ 橙色

極砂
金

◎

似
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表84 SP411出土遺物観察表 鉄製品

番号 器種 遺存状態 材質
法  量

木取り 備考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重量 (g)

774 不明 不明 鉄製 (92)

桑 原 遺 跡 4次

表85 出土地点不明遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整

色調

(外面)

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

775 椀
底径
残高

高台付。高台端部は尖りながら丸く
仕上げる。黒色土器。

⑪ヨコナデ
⑬ナデ

ヘラミガキ
灰白色
暗灰色

微砂粒
◎

椀
径
高
底
残
(7.1)

1.9
高台付。黒色土器。 摩滅の為不明 ヘラミガキ 囃難

微砂粒
◎

777 邦
径
高
底
残

平底。底部端がわずかに外方向に
突出する。 摩滅の為不明 摩減の為不明

橙色
にぶい黄橙色

石・長 (1～劾
◎

羽釜 残高 32 やや内傾する口縁部片。丸味をおびた隆帯を貼付する。。
ナデ ナデ

灰黄褐色
にぶい褐色

石・長 (1～動
◎

甕
底径 (18.2)
残高 31 平底。

⑩タタキ
⑮ナデ ナデ 灰色

微砂泣
◎
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第 11章

桑原遺跡4次調査地

-5区 の調査 ―





第11章  5区の調査

調査の経緯

市道中村桑原線道路改良工事第 1工区内における6回 目の調査地となる5区は、 4区の東側に接し、

松山市指定埋蔵文化財包蔵地『No.82 束本遺物包含地』内の中央部に位置する。 5区の南側は、市

道桑原23号線が東西に延びる。調査地はほぼ正方形で、長さ32m、 幅22m、 対象面積は約700m2で ぁる。

調査区は、試掘調査データを基に遺構が確認された箇所を中心に設定した。また、周縁地を安全対

策兼排土置き場として使用したために、調査面積は152m2余 りとなった。

以下、調査工程を略記する。

平成13年 6月 15日 ～18日 :松山市道路建設課職員の立ち会いのもとに調査地を確認後、試掘調査

を実施した。

8月 22日 ～23日 :2日 をかけ、重機により表上の剥ぎ取りを行う。また、調査区の周りに

は近隣住宅地へ砂埃が飛散することを防ぐために高さ5mのネットを設置した。

遺構検出作業は現代層及び現代坑の除去に多くの時間を割いた。

25日 :近接する桑原遺跡 5次調査地をメインとした現地説明会を実施。

27日 :調査区内にグリッドを設定する。

9月 4日 :遺構検出状況の写真撮影 (1回 目)。

18日 :遺構検出状況の写真撮影 (2回目)。

18日 ～25日 :SKを 中心とした遺構の掘 り下げ・測量。

に   2区

0                          1oom

(S=1:2,000)
第145図 調査区位置図
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5区 の 調 査

25日 :遺構完掘状況の写真撮影。

27日 :重機により埋め戻し作業を開始し、出土遺物 。発掘用具の撤収を行う。

28日 :現場事務所を撤去し、野外調査を終える。

層位 彿147図、図版62-1)

本調査区には、直前まで鉄筋コンクリー ト4階建のマンションが 2棟建っていた。調査開始まで

に階層部は撤去されたが、基礎部分については残るという結果となった。基礎下部は遺構検出面以

下まで達しており、完全撤去した場合、残存する遺構まで失 う恐れがあった。そのため現状での調

査を行う事とした。調査区の標高は35.8mを 測る。

本区の基本層序は第 I層 :造成土 (真砂土)、 第Ⅲ層 :旧水田 (耕作)層、第Ⅲ層 :淡黄白色粘

質土、第Ⅳ層 :暗灰色砂質土、第V層 :黄茶色粗砂、第WI層 :青白色土である。遺構の検出は、第

Ⅲ層上面で行ったが、部分的に第皿層が欠如している箇所がある。その場合、第Ⅳ層上面検出とした。

第 I層―瓦礫を多く含む真砂上で、マンション建設時及び撤去時に係る造成上である。

第Ⅱ層―第 I層造成以前の旧水田層である。耕作土部分にあたるⅢa層 と床土部分のⅡb層に細別

できる。Ⅱa層は暗灰色土である。Ⅱb層は暗灰茶色土でⅡa層と比べやや粘度が高い。

第Ⅲ層―粘土質土の層である。砂礫を含まず、パサパサとして土のしまりがない土層である。

第Ⅳ層―色調は暗灰色から褐色を呈し、砂礫を含む砂質層である。

第V層―茶色から黄茶色の砂礫層で、白色、茶色の 1～ 3mm前後の砂礫を多く含む。
第Ⅵ層―局部的に土質、色調が異なり、青白色、青灰色を呈する土層が見られる。

H=36.20m

B

H=3620m

第 I層 -1造成土 (真砂土 )
第Ⅱa層 -2暗灰色土 (十日耕作土 )

第Ⅱb層-3暗灰茶色土 (I日水田床土)
第Ⅲ層 -4淡黄白色粘質土
第Ⅳ層 -5暗灰色砂質土

第V層 -6黄 茶色粗砂

第Ⅵ層→::目属三を言歳砂
第147図 東壁・西壁 土層図

0                 4m

(S=1:80)

1
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桑 原 遺 跡 4次

遺構と遺物

検出した主な遺構は、土坑12基 (S K 524～535)、 柱穴 5基 (S P 5693～ 5697)である。

〔1〕 中世
1)土坑 (SK)
S K526 (第 148区])

調査区西側のB2区に位置する。平面形は楕円形、断面形はレンズ状を呈する。検出規模は、長

軸58cm、 短軸43cm、 深さ13.5cmを 測る。埋土は縁灰色砂質土である。出土遺物は、図化はできない

ものの上師質土器の小片が出上している。

時期 出土遺物と埋土から中世以降と考える。

S K527 (ぢ奉148区 ])

調査区西側のB2区に位置する。平面形は方形、

短軸81cm、 深さ18cmを 測る。埋土は黒灰色土、

ものの上師質土器の小片が出土している。

時期 出土遺物と埋土から中世以降と考える。

断面形はレンズ状を呈する。検出規模は、長軸84m、

緑灰色砂質上である。出土遺物は、図化はできない

S K528 (第 149図 )

調査区西側のB2区に位置する。平面形は楕円形、断面形はレンズ状を呈する。検出規模は、長

軸13■m、 短軸86cm、 深さ21.5cmを測る。ベースの埋土は縁灰色砂質土で淡黄色粘土が混じる。出

土遺物は、図化はできないものの土師質土器の小片が出土している。

時期 出土遺物と埋土から中世以降と考える。

W  E H=3500m

W  E H=35,00m

1黒灰色土
2緑灰色砂質土

0                  1m

(S=1:20)

第148図  SK526・ SK527沢 1量図

1縁灰色砂質土 (淡黄色粘土混)
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5区 の 調 査

S K531(ぢ君150図 )

調査区中央部のB3区に位置する。平面形は楕円形、断面形はレンズ状を呈する。検出規模は、
長軸91cln、 短軸83cm、 深さ27clnを測る。埋土は黒灰色上である。出土遺物は、図化はできないもの

の土師質土器の小片及び杯が出土している。

出土遺物 (第 151図 )

780は土師質土器の杯である。平底を呈する底部から緩やかに内湾気味に立ち上がる体部を持つと

思われる。底部切り離し技法は、回転糸切りによる。

時期 出土遺物と埋土から中世以降と考える。

S K534(第 152図・図版62-2)

調査区南側中央のC3区に位置する。平面形は円形、断面形はレンズ状を呈する。検出規模は、
長軸183cln、 短軸168cm、 深さ33clnを波Iる。埋土は暗灰色粗砂質土である。出土遺物は、図化はでき

ないものの土師質土器の小片と本の枝が出土している。木の枝には加工痕跡は認められず、出土状

態から流木と考えられるものである。

時期 出土遺物と埋土から中世以降と考える。

S  N H=35.00m

黒灰色上

緑灰色砂貰土

緑灰色砂質土 (浚黄粘土混)

0                    1m

(S=1 120)

第149図 SK528測量図
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桑 原 遺 跡 4!次|

〔
-2〕

その他の出土遺物

1)グ リッド内出土遺物
―

出上造物 (第 153図)

731は C2出上の須恵器邪議である.。 口縁部は直線的にやや開き、端部は丸く収められる。稜の張
り出しは弱く、丸みを帯ぴる.。 口1縁部外面には、緑白色―を呈す霜降

'状
の自!然釉が付着する。Tk

2"段階
'こ

比定されるものである。782は C3、 733は B2から出上した共に東播系申世須恵器のこね

鉢で14世紀後半～15世紀前葉に位置付けられるも|のである.。 782は薄手|のつくりで、日縁部に粘土を

巻き付けるように1貼り付け.ナヂ調整を施してドる―●体部内外は強いナデ調整により所 綾々をなす.釘

W  E H‐35.00m

敲 盤

緑医色砂質土

繰医色猫聟土

WE H事35100中

諸医色砂質上 (淡黄幣土励
緑灰色砂質土

第lmtt SK531測量図
0                   1m

(S==1 :20)

0                 10om

(S‐ 11.3)

出土遺物実測国

１

２

３

卓 υ 40

第154図 SK534
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5区 の 調 査

H=35.00m
暗灰色粗砂質土

黒褐色土

灰色粗砂質土 (小礫混)

緑灰色砂質土

2mO

(S=1:40)

第152図 SK534測量図

783の 口縁部は粘土を貼り付け、口唇部を上下に拡張する。器面の荒れが著 しい。784は B3か ら出
土した土師質土器羽釜の脚接合部である。外面上部に煤が付着する。785は C2、 786は C3か ら出
土した土師質土器の杯で、底部切 り離し技法は回転糸切 りである。786の底面には糸切り痕跡の他、

指状痕跡と板状圧痕が看取される。787は C4出土の棒状鉄片である。788は A2出土の鉄片である。
789は開元通賓 (かいげんつうほう、初鋳年621年)である。背面下には、月の文様が入る。

2)出 土地点不明遺物
出土遺物 (第 154図 )

790は須恵器で有蓋高邦の邪蓋つまみ部である。ナデにより窪みが形成され、中心部は僅かに突出

する。頂上部のみに灰緑色の自然釉が薄く残る。 T K47段階に比定されるものである。791は土師質

土器の杯である。底部切り離し技法は糸切りである。15世紀後半～16世紀前半に位置付けられるも

のである。792は土師質土器の椀である。体部は内湾気味に緩 く立ち上がる。高台は、高 さが約

1.2cmと 高く、断面長方形の輪高台が貼り付けられている。内外面共、器面の荒れが著しい。

4.小 結

桑原遺跡 4次調査地 5区では、中世～近世にかけての遺構・遺物を検出した。

(1)立地・層位
現在の石手川扇状地は、松山市石手寺付近 (標高約50m)を扇項とする半径約 4km、 標高約20m
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桑 原 遺 跡 4次

までとし、石手川左岸のうち、古期扇状地を「畑寺面」、低位段丘を「東野面」、現世の扇状地を「中

本寸面」の 3つ に分類される。また、洪積世の最終氷期最盛期の約 2万年～1.8万年前頃の最大海水面

低下期には、石手川は現在の城北地区を通り、堀江低地へ流下していたと推定されている。従って

石手川左岸では、洪積世の最末期から完新世にかけて、本流による激しい洪水に襲われることはなく、

安定 した地形環境であったと推定される [1988・ 1989 平井]。 その後、現石手川の河道が人工的

に現在の位置に固定されたのは、江戸時代初期ことであり、以後、左岸は度々洪水氾濫の影響を受

けている [1988 清水]。 本調査区は中村面のほぼ中央に位置する。

①本調査区で確認された土層のうち、第 二・Ⅱ層は近現代層、第Ⅲ層は粘土質土の層である。周

辺の遺跡 (樽味・桑原地区)に おいて検出される弥生時代や古墳時代の遺構検出面は、本来、第 Ⅱ

層 と第Ⅲ層の間にあると思われるが、本調査区では確認されていない。また本区第皿層以下は、西

方50mに位置する桑原遺跡 4次調査地 3区の第Ⅵ層以下に相当すると思われ、同区では確認されたA

T火山灰の 1次堆積層及び 2次堆積層も確認されていない。

②本調査区内で確認された遺構は、主に中世以降のものと考えられ、脆弱且つ不安定な第Ⅲ・Ⅳ

層上面で検出された。従って大半の遺構は、本来上部にあったであるう比較的堅固な基盤層から掘

り込まれたものと考える。

立地と① o②及び S K 534内 出上の流木から、本調査区は、近世以降に石手川 (段丘化した扇状地

上を流れる小河川も合む)の洪水氾濫の影響を受けた可台留陛がある。

○ 一

７８７

Ｔ

　

　

　

　

　

日

一　

　

　

　

　

　

一
―
‐

|

秤 8♀

0         5cm
|

(S=1:2)

第153図 グリッド出土遺物実測図

0            2 5cm

(S=1:1)

0  -
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5区 の 調 査

ヽヽ

0                   1ocm

(S=1:3)

第154図 出土地点不明遺物実測図

(2)遺物
本調査区から出土した遺物は、概ね中世後期までに収まるものが多い。以下、主要な遺物につい

て記す。

銭貨 :789は背面下に月の文様が入る開元通賓である。字体は明瞭で、判読は容易である。土圧の

よるものか表面を凸面状に湾曲している。開元通賓は大小様々な銭形があり、書体の変化が多く、

背面の模様も多種複雑である (1996 永井)。

東播系須恵器 :狭小な調査面積ながら本区から2点のこね鉢が出土した。近接する他区からもコ

ンスタントに数点出土している。これらは、「東播系鉢が広域分布品として12世紀末～13世紀に急

増 し、15世紀に “どこでも"出土するようになる (2003 池澤)」 を裏付けるものである。

本調査区は、検出された遺構・遺物の数量が他の調査区と比較 して少なく、遺跡的に希薄なエリ

アとなっている。これは本来、造成上下に存在すべき土層の欠如であり、二つの原因を考える。一

つは前項にも記した洪水氾濫である。792は土師質土器の椀で12世紀代に位置付けられるものである。

しかし、その器面の著しい荒れから他地域より流れてきたものと思われる。したがって12世紀以降

に本区が洪水氾濫の影響を受けた可能性がある。

※参考文献はP.242を参照

遺物観察表 ―凡例―
(1)以下の表は、本調査区の遺物の計測値及び観察一覧である。

遺物観察表は武正良浩、村上真由美、岩本美保が作成した。

(2)遺物観察表の記載について。

法 量 欄  ( ):推 定値復元。
調 整 欄 土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、拡→拡張部、胴中→胴部中位、胴底→月同部～底部

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 3)→「 1～ 3mmの砂粒 。長石を合む」である。
焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表86 SK531出土遺物観察表 土製品

表87 グリッド出土遺物観察表 土製品

表88 グリッド出土遺物観察表 鉄製品

表89 グリッド出土遺物観察表 銭貨

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調

(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

780 杯
底径 (6.7)
残高 1.3

平底。底部より内湾気味に立ち上
がる。

⑩ヨコナデ
Θ回転糸切り 摩減

の為不明 浅黄橙色
石・長 (1～鋤
金
の

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外 面 内 面

不蓋
口径 (126)
残高 2,7

口縁部は開き気味に下り端部は丸
セヽ。

回転ナデ 回転ナデ
明オリーブ灰色
灰色

微砂粒
◎ 獅Ｃ２

自

782 こね鉢
口径 (24.6)
残高 6.3

外反する口縁部。端部は上下に拡
張する。東播系。

回転ナデ 回転ナデ 黄灰色
石・長 (1
金
◎

C3

783 こね鉢
口径 (24.5)
残高 28

外反する口縁部片。端部は上下に
拡張する。東播系。

ヨコナデ ヨコナデ 灰白色
石・長 (1～劾
金
◎

B2

羽釜 残高 5,9 土師質。脚部。 ナデ 淡赤橙色
石。長 (1～働
◎
煤付着
B3

邪
径
高
底
残

平底。底部より内湾気味に立ち上
がる。

⑪ヨコナデ
⑧回転糸切

ヨコナデ 灰白色
微砂粒
◎

C2

786 不
６
．０
．

径
高
底
残 平底。

⑩ヨヨナデ
⑧回転糸切り
術潰
『
瘤あり)
ナデ 灰黄褐色 副嚇◎

C3

番号 器種 遺存状態 材質
法  量

備考 図版
長さ(cm) 宣径 (cm)

'し
径 (cm) 重量 (g)

棒状 鉄片 不明 鉄製 C4

788 鉄片 不 明 鉄製 A2

番号 銭   名 初鋳年
径

ｍ，
銭
くｍ

径

ｍ，
孔
ぐｍ 孵くｍｍ， 鵬ぐｍｍ，

重量 (g) 備考 図版

789 開元通賓 唐621年 対読

表90 出土地点不明遺物観察表 土製表

番号 器種 法量 (cm) 形 態 ・ 施 文
調  整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内 面

邪蓋
つまみ径3.0
残高 15 中央部が凹むつまみが付く。 回転ナデ ナデ

灰緑色
灰白色

微砂粒
◎

邦
底径 (50)
残高 12 小さく突出する底部。

⑩回転ナデ
⑧糸切り ナデ 灰白色 瓢

◎

椀
径
高
底
残
(74)
2.4

土師質。高台付き椀底部。「ハ」の
字に付いている。 摩滅の為不明 摩減の為不明 灰白色

微砂粒
◎
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第12章 自然科学分析

株式会社 古環境研究所

I.束本遺跡 6次調査 1区における植物珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si02)が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラス

質の微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、
この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽

培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山 ,2000)。

2。 試料

分析試料は、弥生時代後期後半の竪穴式住居 S B 102か ら採取された試料 A(焼土)、 試料 B(焼土)、

試料 C鰹土 ,黒褐色土)、 試料D鯉土 ,黒褐色土)、 試料 E(床面)、 試料F床面)の 6点である。

3.分 析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原 ,1976)を用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾 )
2)試料約 lgに対 し直径約40μ mのガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0,lmgの 精度
で秤量 )

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)による脱有機物処理
4)超音波水中照射 (30CIW。 42KIIz。 10分間)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラー ト作成
7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分

の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と仮定)と 各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10もg)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえること

ができる。イネの換算係数は2.94、 ヨン属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 メダケ節は1.16、

ネザサ節は0.48、 チマキザサ節型 (チマキザサ節・チシマザサ節)は 0。 75、 ミヤコザサ節は0.30で あ
る (杉山 ,2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。
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自 然 科 学 分 析

4。 分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い、その結果を第155図 。第156図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (第 157図 )を

示す。

〔イネ科〕

イネ、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウシクサ族A(チ ガヤ属など)、 ウ

シクサ族B(大型)

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ

属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (サ

サ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 未分類等

〔樹木〕

その他

(2)植物珪酸体の検出状況 (第 156図 )

分析の結果、焼土 (試料A,B)で は、メダケ節型やネザサ節型が多量に検出され、ヨシ属、ウ
シクサ族 A、 チマキザサ節型、ミヤコザサ節型なども検出された。埋土 (試料C,D)や 床面 (試
料E,F)で も、おおむね同様の結果であり、植物珪酸体の組成や密度に特に明瞭な差異は認めら

れなかった。なお、埋土 (試料C)と床面 (試料F)では、イネが検出された。イネの密度は700～

1,400個/gと低い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている3,000個/gを下回っ

ている。おもな分類群の推定生産量によると、各試料ともメダケ節型およびネザサ節型が優勢とな

っている。

5.考 察
弥生時代後期後半の竪穴式住居 S B 102の 埋上の堆積当時は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)な

どの竹笹類を主体としてススキ属やチガヤ属なども見られる比較的乾燥した草原的な環境であった

と考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られたと推定される。

また、当時は調査区周辺で稲作が行われていたと考えられ、何らかの形で住居内にイネの植物珪

酸体が混入したと推定される。このイネについては、屋根材や敷物などとして利用されていた可能

性も示唆されるが、密度が低いことから確定的なことは言えない。なお、焼土については、燃料な

どとして利用された植物の検出が期待されたが、これを示唆するような結果は得られなかった。
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藤原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究(5)― プラント・オパール分析による水田址の探査―.
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植 物 珪 酸 体 分 析

検出密度 (単位 :× 100個 /g)

地点・試料

分類群 学名

イネ科 Gramineae(Grasses)

イネ       賊 αs,肋α(dOmesdc ttce)                7             14
キビ族型    Paniceae type           15              7   21
ヨシ属     励■嘲 ゲ熔 (reeo           15   15   15   14        7
ススキ属型   ν盈籾勅拡此ype                   15   14   22   14
ウシクサ族A  Andropogoneae A type        22   15   44   36   22   28
ウシクサ族B  Andropogoneae B type                7
タケ亜科 Bambusoideae(Bamb00)

メダケ節型   PJo力うJFd,祢 sect,Nipponocttamus   248  335  196  280  151  259
ネザサ節型   PJo力肋湖絡 sect,Nezasa
チマキザサ節型 助w sOct,Sasa etc。
ミヤコザサ節型 Sps,sect.Crasshodi

502     626     582     719     576     483

58      82      22      29      58      63

131     127      15      43      86      49

15      37      29      22       7       7

568     514     604     755     800     707

888     857     735     783     807     735

未分類等    Others              197  119  145  252  245  168
その他のイネ科  Others
表皮毛起源   Husk hair Origin

棒状珪酸体 Rod― shaped

未分類等    OtheFS
樹木起源     Arboreal
その他     Ohers
植物珪酸体総数  Total 2658    2734 2415 2781

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/∬。clll):試料の仮比重を1.0と 仮定して算出

イネ

ヨシ属

ススキ属型

メダケ節型

ネザサ節型

0,92    0,94

2.87    3.89

2.41    3.00

0.44    0。 61

0.39    0.38

0.21

0.92    0,91

0.18    0,18

2.28    3.25

2.79    3.45

0,16    0.22

0,04    0.13

0。 41

0.44

0.27    0.17

1.76    3.01

2,77    2,32

0,43    0.47

0.26    0,15

勁 紹 St7肋α(dOmesuc �∝ )

馳″即 紘 Kreeo

Msε閉肋盗 type

PJo力bJpstt sect.Nゃ ponoCalamus

PJo力bJpstt sect,Nezasa

チマキザサ節型 SFsα sect.Sasa etc.

ミヤコザサ節型 Sps,sect,Crasshod

タケ亜科の比率 (%)

メダケ節型   PJo力肋湖祢 sect.NipponocЛ amus
ネザサ節型   PJ9あ bttsサ熔 sect,Nezasa
チマキザサ節型 Sas,sect,Sasa etc,

ミヤコザサ節型 SFs,sect.Crassinodi
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４
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第155図 東本遺跡 6次 1区 SB102植物珪酸体分析結果 (1)
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Ⅱ.束本遺跡 6次調査 1区における花粉分析

1.は じめに

花粉分析は、一般に低湿地の雄積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉

などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の推積物では分解さ

れて残存していない場合もある。

2.試 料

試料は、弥生時代後期後半の竪穴式住居 S B 102か ら採取された 6点である。これらは、植物珪酸

体分析に用いられたものと同一試料である。

3.方 法

花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の 方法をもとに、以下の手順で行った。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎
2)水洗処理の後、0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセ トリシス処理を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～1000倍で行った。花粉の同定は、島倉 (1973)および中村 (1980)

をア トラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (―)で結んで示した。

4.結果
(1)分類群

出現した分類群は、樹木花粉 2、 草本花粉 2の計 4である。分析結果を第158図に示し、主要な分

類群を写真 (第 159図 )に示す。以下に出現した分類群を記す。

〔樹木花粉〕

シイ属、 トチノキ
〔草本花粉〕

キク亜科、ヨモギ属

(2)花粉群集の特徴

分析の結果、埋土 (試料 C、 D)では トチノキ、キク亜科、ヨモギ属、床面 (試料 E、 F)ではシ

イ属、キク亜科が検出されたが、いずれも微量である。焼土 (試料A、 B)では、花粉はまったく検
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花 粉 分 析

出されなかった。

5.考 察

花粉がほとんど検出されないことから植生や環境の推定は困難であるが、当時の調査区周辺はキ

ク亜科やヨモギ属などが生育する比較的乾燥した環境であった可能性が考えられる。これは、植物

珪酸体分析で草原的な堆積環境が推定されていることと符合している。

花粉が検出されない原因としては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質

遺体が分解されたことなどが考えられる。また、焼上については火を受けて花粉が分解されたこと

も想定される。

文献

中村純 (1973)花粉分析.古今書院 ,p.82‐ 110.

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法,角川書店,p243262.

島倉巳二郎 (1973)日本植物の花粉形態.大阪市立自然科学博物館収蔵目録第 5集 ,60p.

中村純 (1980)日本産花粉の標徴.大阪自然史博物館収蔵目録第13集 ,91p.

分類群

学名 A B C D E F

ArboreЛ pollen       樹木花粉
C9s力ηてpsね シイ属

И?∫θ″ル∫″おデ確勉        トチノキ
NonarboreЛ pollen     草本花粉
Asttroldeac

И″姥脇ねカ

キク亜科

ヨモギ属

1        1                  1

2

ArborcЛ pollen       樹木花粉       0   0   1   0   1   0
Arbored H Nonarbored,ollcn 樹木・草本花粉    0   0   0   0   0   0
NonarboreЛ ponen      草本花粉       0   0   3   1   0   1
Total pollen        花粉総数        0   0   4   1   1   1
Unkaown pollen       未同定花粉      0   0   0   0   0   0
Fcrn spore         シダ植物胞子      0   0   0   0   0   0
Helminh eEES       寄生虫卵        ←) (― ) (― ) (― ) (― ) ←)
Dittestion rimeins      明らかな消化残澄    (―)  ←)  (―)  (―)  (―)  (― )

第158図 束本遺跡 6次 1区 SB102花粉分析結果 (1)
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束本遺跡 6次調査の花粉

「

4 ィ子・̀・
・ 臨

♂

比
Ｆ

醇
と̈

聰

Ｃ

e。 '..
1 シイ属

5 試料A

8 試料D

●  ♪

●   壁

9試料E

寺

▲J  と
4 ヨモギ属

“
ロー10 μ lll

マ ｀
｀ 4 ど

2 トチノキ

第159図 東本遺跡 6次 1区
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SB102花粉分析結果 (2)
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6 試料B 7 試料C
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Ⅲ.桑原遺跡 4次調査 4区における植物珪酸体分析

1.は じめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸 (Si0 2)が 蓄積 したものであり、植物が枯れたあともガラス

質の微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽

培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている (杉山 ,2000)。

2.試 料
分析試料は、 4区SP411か ら出土した土師皿内から採取された 1点である。

3.分 析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原 ,1976)を 用いて、次の手順で行った。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾 )

2)試料約 lgに対し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度
で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300hV。 42KIIz・ 10分間)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラー ト作成

7)検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象とし

て行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー ト1枚分

の精査に相当する。試料 lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個

数の比率をかけて、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重 (1.0と 仮定)と各植物の換算係数 (機動細

胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :10もg)を かけて、単位面積で層厚 lcmあ たりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえること

ができる。イネの換算係数は2.94、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 メダケ節は1。 16、

ネザサ節は0。 48、 チマキザサ節型 (チマキザサ節・チシマザサ節)は 0。 75、 ミヤコザサ節は0.30で あ

る (杉山,2000)。 タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

4.分 析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定

量を行い、その結果を第160図 。第161図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真 (第 162図 )を

示す。
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〔イネ科〕

イネ、ヨシ属、ススキ属型 (おもにススキ属)、 ウシクサ族A(チガヤ属など)

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型 (メ ダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属)、 ネザサ節型 (お もにメダケ

属ネザサ節)、 チマキザサ節型 (ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など)、 ミヤコザサ節型 (サ

サ属ミヤコザサ節など)、 未分類等

〔イネ科―その他〕

棒状珪酸体 (おもに結合組織細胞由来)、 未分類等

5.考察
分析の結果、土師皿内の試料からは、イネ、メダケ節型、ネザサ節型が比較的多く検出され、ヨ

シ属、ススキ属型、ウシクサ族 A、 チマキザサ節型、ミヤコザサ節型なども検出された。また、海

綿骨針も少量検出された。イネの密度は3,600個 /gと 比較的高い値であり、稲作跡の検証や探査を行

う場合の判断基準としている3,000個/gを上回っている。

以上のことから、SP411か ら出土した土師皿内には、何らかの形でイネの茎葉 (藁)が入れられて

いた可能性が考えられるが、比較試料 (土師皿周辺の土壌など)について検討が行われていないこ

とから確定的なことは言えない。また、海綿動物に由来する海綿骨針 (宇津川ほか,1979)が認め

られることから、海水や海産物に由来する何らかのものが存在した可能性も示唆されるが、海綿骨

針は堆積環境との関係に未解明な点が多く、密度も低いことから、確定的なことは言えない。

当時の調査区周辺は、メダケ属 (メ ダケ節やネザサ節)を主体としてススキ属やチガヤ属なども

見られるイネ科植生であったと考えられ、部分的にヨシ属などが生育する湿地的なところも見られ

たと推定される。

文献

宇津ナIl徹・細野衛・杉原重夫 (1979)テ フラ中の動物珪酸体 W Op』 Sponge Spicules Wに ついて,ペ ドロジス ト,第23巻 第 2

号 ,p工34144.

杉山真二 (1987)タ ケ亜科植物の機動細胞珪酸体.富士竹類植物園報告 ,第 31号 ,p7∈ 83.

杉山真二 (2000)植物珪酸体 (プラント・オパール)。 考古学と植物学.同成社 ,p.189213.

籐原宏志 (1976)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (1)一数種イネ科栽培植物の珪酸体標本と定量分析法―.考古学と自

然科学 ,9,p1529.

諜原宏志・杉山真二 (1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5)―プラント・オパール分析による水田址の探査―.考

古学と自然科学 ,17,p7}85.
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植 物 珪 酸 体 分 析

検出密度 (単位 :X100個 /g)
地点・試料

分類群 学宅

イネ科 Granheae(Grasses)

イネ      0り 寵M励 (domesic hce)     36
ヨシ属     励 r螂ケ膝 (reeo            7
ススキ属型   燃 露η肋

"s type            7
立ンタユ捧▲ ___如堂?p9翌oo生生伽咀 __……………………王
タケ亜科 Bambusoideae(Bamboo)

メダケ節型   PJo力 bJFdtts sect.Nipponocalalnus
ネザサ節型   PJo力 bttrvs sect.Nezasa
チマキザサ節型 Spsα sect,Sasa etc。

ミヤコザサ節型  Stta sect.Crassinodi

未分類等    Others               95
その他のイネ科  Ohers

1

87

168

15

7

棒状珪酸体   Rod― shaped
未分類等    Others

146

539

(海綿骨針 ) Sponge

植物珪酸体総数  Total 1115

おもな分類群の推定生産量 (単位 :kg/だ。cm)

イネ
ヨシ属

0均アZα Sα″υ吻(domestic ttce)

励 %四協力俗teed)

1,07

0.46

0.09

1,01

0,80

0.11

0,02

ススキ属型   /i励 熔 type

メダケ節型   PJo力 brFstts sect.Nipponocalalnus
ネザサ節型   PJo力肱対熔 sect.Nezasa
チマキザサ節型 SFs,sect,Sasa etc.

ミヤコザサ節型  Sps,sect,Crassinodi

タケ亜科の比率 (%)
メダケ節型   PJo力肋対密 secto Nipponocalamus    52
ネザサ節型   PJo力bJpstts sect,Nettasa
チマキザサ節型 Spdα sect.Sasa c俺 .

ミヤコザサ節型  St7dα  secto CrassinOdi

41

6

1

第160図 桑原遺跡 4次 4区 SP411土師皿内植物珪酸体分析結果 (1)
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第161図 桑原遺跡 4次 4区 SP411土師皿内植物珪酸体分析結果 (2)
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Ⅳ.桑原遺跡 4次調査 4区における花粉分析

1.は じめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生 。環境の復原に応用されており、

遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉

などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解さ

れて残存していない場合もある。

2.試料
試料は、 4区SP411か ら出土した土師皿内から採取された 1点である。これは、植物珪酸体分析に

用いられたものと同一試料である。

3.方法
花粉粒の分離抽出は、中村 (1973)の方法をもとに、以下の手順で行った。なお、寄生虫卵およ

び明らかな食物残澄にも注目して分析を行った。

1)5%水酸化カリウム溶液を加えて15分間湯煎
2)水洗処理の後、0.5mmの飾で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置

4)水洗処理の後、氷酢酸によって脱水してアセトリシス処理を施す

5)再び氷酢酸を加えて水洗処理

6)沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって300～ 1000倍で行った (第 163図 )。 花粉の同定は、島倉 (1973)お

よび中村 (1980)をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、

科、亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )

で結んで示した。

4.結果
分析の結果、花粉・胞子、および寄生虫卵、明らかな食物残澄は検出されなかった。花粉等が検

出されない原因としては、乾燥もしくは乾湿を繰り返す堆積環境下で花粉などの有機質遺体が分解

されたことなどが考えられる。

文献

中村純 (1973)花粉分析.古今書院,p.82‐ 110.

金原正明 (1993)花粉分析法による古環境復原.新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法,角川書店 ,p.24移 262.

島倉巳二郎 (1973)日本植物の花粉形態。大阪市立自然科学博物館収蔵目録第 5集 ,60p.
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桑原遺跡 4次調査の花粉分析顕微鏡写真

B

100 μ m

第163図 桑原遺跡 4次 4区 SP411花粉分析結果

V.桑原遺跡 4次調査 4区における種実同定

1,は じめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積物や遺構内に残存している場合がある。堆積

物などから種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過去の植生や栽培植物を明らかにする

ことができる。

2.試料
試料は、SR401か ら検出された計55点の種実である。試料の詳細を第164図に示す。

3.方法
肉眼および双眼実体頭微鏡で観察し、形態的特徴および現生標本との対比によって同定を行った。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

4.結果
(1)分類群

樹木 8、 車本 1の計 9分類群が同定された。学名、和名および粒数を第164図に、モモ核の計測値

を第165図に示し、主要な分類群を写真 (第166図)に示す。以下に同定根製となる形態的特徴を記す。

-228-



種 実 同 定

〔樹木〕

マツ属複維管束亜属 2側 s syわ寧朔.Dli」9Fov7or2 毬果 マツ科
黒褐色で卵形を呈す。種鱗先端の外部に露出する部分は扁平5角形であり、その中央にはへそがある。

ヤマモモ 唖 ca r溺聰 Sieb.et Zucc.核  ヤマモモ科
茶褐色で楕円形を呈し、両端がややとがる。一端にへそがあり、表面は粗い。断面は扁平である。

クリ Ottα  crcaβtt Sieb.et Zucc.堅 果片 ブナ科
堅果は三角状扁円形を呈す。一側面は円みがあり、反対面は平らな形が多い。両面とも円みがある。

コナラ属クヌギ節 Q確‐,s sec▲  4嘗ゎが 堅果 ブナ科
基部は明灰褐色、上部は濃褐色で表面には縦線条が密に並ぶ。花柱基部の伏毛は淡褐色。光沢は弱い。

アカガシ亜属 Operfvs syttCn.● 糊尻崩加9p詭 堅果 ブナ科
堅果は長い卵型を呈す。表面はなめらかで、縦方向に一条の凹線が入る。なお、殻斗に輪状紋を

もつヨナラ属アカガシ亜属で基部から先端に向かって直線的な椀状を呈するものをイチイガンとした。

イチイガシ (幼果)は黒褐色で楕円形を呈 し、先端に明瞭な花柱を持つ。花柱の先端は直上かやや

内側に向き、殻斗壁が厚い。

モ モ  PFLraVS persf∽  Batsch 核  バ ラ 科

黄褐色～黒褐色で楕円形を呈し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起がある。モ

モ核の計測値は、長さ18.0～34.3mm(平均23.6mm)、 幅14.6～ 20.9mm(平均18.lmm)、 厚さ7.0～

16.5mm(平均14.3mm)で あり、試料によって計測値の差異が大きい。

スモモ P24vs s江
=dnβ
 Lindley 核 バラ科

淡褐色で扁平楕円形を呈し、側面に縫合線が走る。表面には不明瞭で微細な凸凹がある。断面は

扁平である。

エ ゴ ノ キ  駐 匹 餌 Ji42p釦 ュGβ Sieb.et Zucc.核  エ ゴ ノ キ 科

黒褐色で楕円形を呈し、下端にへそがある。表面に3本の清が走る。

〔草本〕

ヒョウタン類 ゑ鐸r閉物 前∝翻協  Standl.果皮 ウリ科
果皮は、木質化しやや厚みがある。表面はなめらかで裏面は粗い。藤下がヒョウタン仲間とする

ものには、ヒョウタン・フクベ・カンピョウが含まれ、このうちフクベ・カンピョウは食用になる。

(2)種実群集の特徴

1)4西 区S R401・ 上層
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モモ 2が同定された。

2)4東 区SR401・ 中層
モモ15が同定された。

3)4東 区SR401・ ベル ト中層
モモ 2が同定された。

4)4西 区SR401・ 下層
モモ 8、 クリ 1、 コナラ属クヌギ節 1が同定された。

5)4東 区SR401・ 下層
モモ 2が同定された。

6)4東 区SR401・ 下層
マツ属複維管東亜属 1、 ヤマモモ ?1、 クリ 3、 アカガシ 1、 モモ14、 スモモ 1が同定された。

7)4東 区SR401・ 上層
モモ 1が同定された。

8)4西 区SR401・ 中層
エゴノキ 1が同定された。

9)4東 区SR401。 中層
ヒョウタン類 1が同定された。

5.考 察
分析の結果、モモ30、 クリ 4、 コナラ属クヌギ節 1、 アカガシ 1、 スモモ 1、 エゴノキ 1、 ヤマ

モモ ?1、 マツ属複維管束亜属 1、 ヒョウタン類 1が同定された。このうち、モモ、スモモ、ヒョ

ウタン類は栽培植物であり、ヤマモモ ?、 クリ、コナラ属クヌギ節、アカガシは食用にもなる有用

植物である。

最も多く検出されたモモは中国原産で、日本では弥生時代以降の遺跡から普通に出土し、古 くよ

り栽培されていた果樹である。金原 (1996)に よるモモ核の分類にあてはめると、丸く小孔のない

A類 (No.6、 9、 10、 13、 14、 16、 20、 21、 22、 23、 24、 29、 44、 49、 50、 51、 52)、 長く左右非対

称なE類 (比 12、 18、 26、 27、 30、 31、 42、 45、 47、 48)、 最大幅が上半にあるB類 (配 39、 43、 46)

などが認められる。やや時期幅のあるモモ核が混在していると考えられ、おおむね古代から中世に

かかる様相である。なお、最も多いA類は縄文時代からも出土例があり、弥生時代から古墳時代を

通して存在するモモ核である。

文献

笠原安夫 (1985)日本雑草図説 ,養賢堂,494p.

笠原安夫 (1988)作物および田畑雑草種類.弥生文化の研究第 2巻生業 ,雄山閣 出版 ,p.131-139.
南木睦彦 (1991)栽培植物.古墳時代の研究第 4巻生産と流通 I,雄山閣出版株式会社 ,p.165-174.

南木睦彦 (1993)葉・果実・種子.日 本第四紀学会編 ,第四紀試料分析法,東京大学出版会 ,p.27← 283.

金原正明 (1996)古代モモの形態と品種.月 刊考古学ジャーナルNo.409,ニ ューサイエンス社 ,p.1子 19.
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配 出土遺構・層位 分類群
部位 個数 備考

1
4区西 S R401,上層

PF2JPtt P9rdtt Batsch      モ モ         核 (完形 ) 1

″吻trd μrslcr BttSch     モモ        核(破片) 1

4区東 S R 401・ 中層

,留4躍r惚 .¨離 _.…………………■三ヽ____―――――― 核(完形)
1

4 ■聖空2ぞrど″ patSCh      モモ        核(完形) 1

5 ″聖4_μTtt β藤曼虫      モモ         核(完形) 1

6
…4_4望筆攣 …

'聾

呈虫_____― ―
モモ        核(完形) 1 露歯類の噛跡有

7
…々 空4_望空控ど坐

“

____ モモ        核(破片) 1

…々 留4ィr攣ど里婁 ……………一― モモ        核(破片) 1

…々 塑4望?rtt r聾勲 _____  モモ        核(完形) 1

…惚 T望舒筆 _“p延長虫______ モモ        核(完形) 1

…Fr聖留1_μr4■巡 _ヽ___――― モモ        核(完形) 1 露歯類の噛跡有

…型 _4々?r望生F聾呈虫______ モモ        核(完形) 1 蜜歯類の噛跡有
PF婢7d P9/SICa Batsch      モ モ         核 (完形 ) 1 盟歯類の噛跡有

ル
"弥 フ
¢rdた,Batsch      モモ        核 (完形) ユ 留歯類の噛跡有

P腕 7S P9FSytla Batsch      モ モ         核 (破片 ) l

…
=砕
町 躍T4■里聾ュ虫_…………………モモ        核(半形) 1

Pr"2s P¢rsICt7 Batsch      モモ        核 (破片 ) 1

4区東 S R401・ ベル ト中層 々留徽 軍r攣担空ⅢⅢ…………………三二_________ 弦(弟形) 1

P/2カ瘍 p?欝IcF Batsch      モモ        核 (破片) 1

4区西 S R401・ 下層

…里■44.軍盟招 .中

'蕪

ユ虫.……………… モモ        核(完形) 1

Pttlys,9rs,∽ Batsch      モモ        核 (半形 ) 1

型 、空望望空控 F誠ミ虫____  モモ        核(完形) 1

Pr"閣 フ9rdlca BAsch      モモ         核 (完形 ) 1

Pr″″2s PttICa Bttsch      モモ        核 (半形 ) 1

Q廟婢
"θ
′?″ra sicb et Zucc  クリ         堅果片 l

…,留T Prr攣 _¨p聾呈虫_……………… モモ         核(半形) l

…々 留でを4尊■
'■

皇虫_……………… モモ        核(半形) 1

…鰍僻 .髯生.r?ξ 14盟二.…………………二▲Z二空ニゴ節____堅果片 ユ

Prttvs p9rsた,Batsch      モモ         核 (半形) 1

4区東S R401,下層
P脇″2s P¢rsたα Batsch      モモ        核 (完形) 1

P/"vs parslca Batsch      モモ         核 (半形)

4区東 S R401・ 下層

=″

囚 Subgenつ″r91/79″     マツ属複維管束亜属  毬果 1

CFS筋″,tlr9腹筋 Sieb et Zucc  クリ         堅果片

//rlctv″″brtr Sieb.ct Zuco   ヤマモモ?      核片 1

働?T空 ユⅢEtti ttf壺坐

`空

4攣ゞ々  コナラ属アカガン亜属 堅果 1

Pnmus sdicha Lindley     スモモ       核 (半形) 1

4区西 S R401・ 下層 FIJ片 1

側片 1

4区東 S R401・ 下層

…々 空空撃T聟_「聾呈虫_……………… モモ        核(完形) 1

P/2ヵ trs P9rSItla Batsch      モモ         核 (完形 ) 1

…頚 _4堅44■ ,41ミ虫………………… モモ        核(完形) 1

…々 留4.躍r練 _¨,堅皇虫_……………… モモ        核(完形) 1

Pr71Ptt P?rStt Batsch      モ モ          核 (完形 ) 1

=坤
賀 Prr″ BatSCh      モモ         核 (完形 ) 1

Pttptrdフ¢rsrtla Batsch      モモ         核 (完形 ) 1

Pprt7S μttrtla Batsch      モモ        核 (完形) 1

″聖4_2?C攣 _r聾皇

“

_____一一三二 _______ _核 (差形】 1

々空4_21Ttt Ftts“ ______――玉圭_____― ――弦(差形) 1

聖々4_軍鉛攣F延長虫̂…………………三二_________一∠(差形メ 1

P/777S P9rSIt19 Bamh      モ モ         核 (完形 ) 1

P甑悶フ?ぉた,Bttsch      モモ        核 (完形) 1 雪歯類の噛跡有
P/2ヵ雷 フ¢rdた,Batsch      モモ        核 (半形 ) 1

区東 S R40Ⅲ 上層 P/"7s,9/Jた盟 Bttsch      モモ         核 (半形) 1

区西 S R40Ⅲ 中層 S,ra 7apο ″Jap Sicb.et Zuco  エゴノキ      核 (完形)

区頁 S R401・ 中層 肋γttsた 9rprrp Standl    ヒョウタン類     果皮片 1

種 実 同 定

第164図 桑原遺跡 4次 4区
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第165図 ―桑原遺跡4次 4区 .SR401モ |モ核計測値
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桑原遺跡 4次調査の種実

マツ属複維管束亜属毬果  2 コナラ属クヌギ節堅果片

- 5.OHlln

5 クリ堅果片

13 スモモ核
中
““
中H日 5.OHlln

種 実 同 定

3 同左

―……口 5.OHl14

6 同左 7 クリ堅果片

-5,OHHl

8 同左

10 モモ核 11 モモ核

機
|〔

ギ

14 エゴノキ核 15 ヒョウタン類果皮   16 同左
日 日 日 日 日 B  2.OHlln

第166図 桑原遺跡 4次 4区 SR401出土種実

アカガシ堅果

-5.

-5.Omm

モモ核

“
ロロ5.OmIB
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Ⅵ.桑原遺跡 4次調査 4区における樹種同定

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベ

ルの同定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣

の森林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手

がかりとなる。

2.試料
試料は、弥生時代後期から古代末頃に埋没した自然流路のSR401か ら採取された計19点である。

3.方法
カミソリを用いて新鮮な基本的三断面 (木材の横断面、放射断面、接線断面)を作製し、生物顕

微鏡によって60～ 600倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

4.結 果

結果を第167図に示し、主要な分類群の顕微鏡写真 (第 168図～第170図)を示す。以下に同定根狸

となった特徴を記す。

マツ属複維管束亜属 兄側s svbFc4,D」iJ979vF92 マツ科 (第 168図 -1)

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成さ

れる針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急で、垂直樹脂道が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管束亜属にはクロマツとアカマ

ツがあり、北海道南部、本州、四国、九州に分布する常緑高木である。材は水湿によく耐え、広く

用いられる。

スギ C7pわ盟(珀仇臆犯nicaD.Don スギ科 (第 168図 -2)

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はやや急である。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、 1分野に 2個存在するものがほとんどで

ある。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よリスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑
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高木で、高さ40m、 径 2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。
コウヤマキ &力■Ottsvettaヵ sieb.et Zucc.コ ウヤマキ科 (第 168図 -3)
仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅は狭い。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、10細胞高以下のものが多い。

以上の形質よリコウヤマキに同定される。コウヤマキは福島県以南の本州、四国、九州に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ30m、 径80cmに達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭、耐朽、

耐湿性も高い。特に耐水湿材として用いられる。

ヒ ノ キ  CFaz口 βθ● p盟 ∂ObrL/M Endl.ヒ ノ キ 科 (第 169図-4)

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面 :早材から晩材への移行はゆるやかで、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞が見られる。

放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は、ヒノキ型で 1分野に 2個存在するものがほとんどである。

接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型で、 1～ 15細胞高である。
以上の形質よリヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布する。

日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、 径1.5mに達する。材は木理通直、肌目緻密で強朝、耐朽、耐

湿性も高い。良材であり、建築など広 く用いられる。

ヒノキ浴i Cupressaceae

横断面、放射断面、接線断面共にヒノキ科の特徴を示 し、分野壁孔の型及び 1分野に存在する個

数が不明瞭なものはヒノキ科とした。

ヤナギ属 助肱 ヤナギ科 (第169-5)

横断面 :小型で丸い、放射方向にややのびた道管が、単独あるいは 2～ 3個放射方向に複合 し、

散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は交互状で密に分布する。放射組織は異性で

ある。

接線断面 :放射組織は、単列の異性放射組織型である。

以上の形質よリヤナギ属に同定される。ヤナギ属は落葉の高木または低木で、北海道、本州、四国、

九州に分布する。

コナラ属アカガシ亜属 Qttκ口s subgen.●瓶οわ班盟叩誌  ブナ科 (第 169図-6)
横断面 :中型から大型の道管が、 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材で
ある。道管は単独で複合しない。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織

である。
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以上の形質よリコナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチ

イガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ30m、 径

1.5m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いられる。

ヤブツバキ CtteととiaittOnicaLinn.ツバキ科 (第 170図 -7)

横断面 :小型でやや角張った道管が、単独ないし2～ 3個複合 して散在する散孔材である。道管

の径はゆるやかに減少する。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は 8～ 30本 ぐらいである。放

射組織は平伏細胞と直立細胞からなる異性で、直立細胞には、大きく膨れているものが存在する。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅である。直立細胞には大きく膨れてい

るものが存在する。

以上の形質よリヤブツバキに同定される。ヤブツバキは本州、四国、九州に分布する。常緑の高

木で、通常高さ5～ 10m、 径20～30cmである。材は強靭で、耐朽性強く、建築、器具、楽器、船、

彫亥Jな どに用いられる。

サカキ CtteraЙ即前∽Thunb.ツバキ科 (第 170図-8)

横断面 :小型の道管が、単独ないし2個複合して散在する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く60を越える。放射組織

は平伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる異性である。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で単列である。

以上の形質よリサカキに同定される。サカキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。

常緑高木で、通常高さ8～ 10m、 径20～ 30cmである。材は強靭、堅硬で、建築、器具などに用いら

れる。

ヒサカキ属 軸 &ツ バキ科 (第 170図-9)

横断面 :小型で角張った道管が、ほぼ単独で密に分布する散孔材である。

放射断面 :道管の穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く60を越える。放射組織

は平伏細胞、方形細胞、直立細胞からなる。

接線断面 :放射組織は、異性放射組織型で、 1～ 3細胞幅で、多列部と比べて単列部が長い。

以上の形質よリヒサカキ属に同定される。ヒサカキ属にはヒサカキ、ハマヒサカキなどがあり、

本州、四国、九州、沖縄に分布する。常緑の小高木で、通常高さ10m、 径30cmで ある。材は強さ中

庸で、器具などに用いられる。

5。 所見

分析の結果、ヒノキ 9点、マツ属複維管束亜属 2点、スギ 1点、コウヤマキ 1点、ヒノキ科 1点、

ヤナギ属 1点、コナラ属アカガシ亜属 1点、ヤブツバキ 1点、サカキ 1点、ヒサカキ属 1点が同定

された。ヒノキが最も多く利用されており、主要な用材であったと考えられる。これは近畿地方中央

部から瀬戸内沿岸地域の古墳時代以降における傾向であり、木材が流通によりもたらされた可能性が考
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えられる。

薪がやや多く、また切りくず (チ ップ)も あることから、ヒノキ材をはじめマツ (マツ属複維管

束亜属)材、カシ (コ ナラ属アカガシ亜属)材が近隣で加工された可能性が示唆される。杭は、コ

ウヤマキ、ヒノキ、ヤナギ属、ヤブツバキ、サカキ、ヒサカキ属と多様であり、近隣に生育してい

た樹木が利用されていたと推定される。
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試料 器種・種類 出土遺構・層位 報告書No. 結果 (学名/和名)

1  杭        SR401 下層
2  不明       SR401 下層

3  薪        SR401 下層

4  薪        SR401 下層

5  板材       SR4tll 下層
6  杭        SR401 下層
7  杭        SRIll 下層
8  薪        SR401 下層

9  板材       SR401 下層
10 薪        SR401 上層
■  曲物(底板)    SR401 下層
12 薪        SR401 中層
13 薪        SR401 中層
14 薪        SR401 中層
15 杭        SR4C11 中層
16 杭        SR401 中層
17 切りくず(チ ップ) SR401 下層
18 杭        SR4C11 下層
19 薪        SR401 下層
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710  吻 物切渤ぬ力協M Endl.

働 棚 勒 施 めntr Endl.

Pivtt subgen.Σ均拗

2磨吻病,肋開滋 D.Don

704   蜘 お φ力郷W Endl.

707  拗 力ヵ婢脇滋 Lian.

Cupressaceae

働物 空

"施
″漉 Endl.

儀卵 捌 施 Endl.

713  0,α
"α
?り脇ぬ 赫協W Endl.

働勁 翻ψぬ 励廠 End4.

助 胸崎″a溢防施 Endl.

助 盗 subge■.助
"

708 9叩 肋 肋 Thmb.

翻 カ

ヒサカキ属

ヒノキ

ヒノキ

マン属複維管束亜属

スギ

ヒノキ

ヤブツバキ

ヒノキ科

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

ヒノキ

マツ属複維管束重属

サカキ

ヤナギ属

め Subgen.9破疵力い    コナラ属アカガシ亜属
705 S戯源ψ妙 ″痢前脇協 Sieb.etZucc. コウヤマキ

働吻物り″施め腕 Endl.    ヒノキ

第167図  桑原遺跡 4次 4区 SR401樹種同定結果 (1)
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桑原遺跡 4次調査の木材 I

横断面        :0.5mm  放射断面       :0.lmm
l.サンプルNo 4 薪 マツ属複維管束亜属

放射断面      :0,05alal

―!+ 
十 1‐ョ

横断面       :05mm  放射断面      :01mm
3.サ ンプルNo.18 杭 コウヤマキ

第168図 桑原遺跡 4次 4区 SR401樹種同定結果 (2)
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桑原遺跡 4次調査の木材 Ⅱ

横断面       :0.5mm
4.サンプルNo.2 ヒノキ

横断面       :05mm
5.サンプルNo 16 杭 ヤナギ属

放射断面      :0.2mm 接線断面      :0.2mm

横断面       105mm  放射断面      :05mm  接線断面      :05mm
6.サンプルNo 17 切りくず(チ ップ)コナラ属アカガシ亜属

第169図  桑原遺跡 4次 4区 SR401樹種同定結果 (3)
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桑原遺跡 4次調査の木材 HI
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第170図 桑原遺跡 4次 4区 SR401樹種同定結果 (4)
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13章 ま と め

今回の調査では弥生時代、古墳時代～古代、中世～近世の遺構と遺物を検出した。

(1)土 層

調査地一帯は、アカホヤ火山灰とAT火山灰が広範に確認 されている地域である。これらの火山
灰は、平成 5年に調査 された束本遺跡 4次調査において詳しく分析され、AT火山灰層が 1次堆積
層と 2次堆積層からなる事が報告されている。この調査結果をもとに、本調査においても、これら

の火山灰の検出に努めた。東本遺跡 4次調査に隣接する束本遺跡 6次調査地 (以下、 6次調査)の 1

区では、アカホヤ火山灰層とAT火山灰層を検出した。アカホヤ火山灰層は、 6次調査の 1区のみ
の検出であり、他の調査地では削平のためか検出はしていない。

AT火山灰層は、 6次調査と桑原遺跡 4次調査地 (以下、 4次調査)の 1区と 3区で検出した。
この成果は、束本遺跡 4次調査より東方の、AT火山灰の堆積状況と分布域を知る上で貴重な資料
となるものである。

(2)弥 生時代

本調査では、弥生時代後期末に比定される竪穴式住居址 2棟を検出している。大型 (直径及び一

辺が 7m以上)の円形住居址 1棟と中型 (直径及び一辺が4m以上)の方形住居址 1棟である。
大型の円形住居址は、 6次調査 1区で検出した周堤帯を伴うS B 101が ある。周堤帯については、

当初ベッド状遺構として調査を行った。しかし、 6次調査 1区の西に隣接する束本遺跡 4次調査の

大型円形住居址 S B203で検出された周堤帯の検出状況や構造とを比較検討した結果、ほぼ同じ様な

状況であると判断して、本調査地検出のものを周堤帯とした。この S B 101と S B 203は、炉の形態

を同じとするが柱構造に違いがみられた。束本遺跡 4次調査の S B203は 、主柱穴が住居床面に掘ら

れるのに対し、 S B 101は周堤帯を切って掘られている。

方形の住居址は、S B 102が ある。 S B 102か らは、大量の焼土と共に鉄器製作の最終工程で生じ

る三角状鉄片などが出土している。このことからS B 102は 、鉄器の製作工房と考えられる。

次に集落の立地について考える。 6次調査の 1区東端で検出された S B 102の 東10mに は自然流路

S R201が ある。 S R201は川幅が37mを測る大きな流路である。出土遺物から遅くとも弥生時代後

期には出現 しているものと考えられる。この流路を境にして東側では、住居址を検出していない。

このことから、束本遺跡一帯の弥生時代後期後葉～末葉の集落は S R201の西岸に立地し、集落の東

限を S R 201に 求めることができるものと考える。つまり、鉄器製作工房と考えられるS B 102は、

集落の東縁辺部に立地する事になる。

遺物では S B 102か ら、石材が京都 B鳥滝産と考えられる砥石が出土し、桑原遺跡 4次調査 (以下、

4次調査)の 4区で検出された自然流路 S R401か らは、北部九州方面で産出される石材を使用した

大型の石包丁が出土している。これらの出土例は、石器や石材の流通を考える上で貴重な資料となる。

(3)古 墳時代 ～古代
この時期の遺構には、 4次調査の 2区で検出した古墳時代前期に比定される土坑 S K211だ けとな

る。明確な遺構は少ない地域となっている。
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遺物は S R201、 S R401よ り古墳時代と古代末の遺物が出上しており付近にこの時期の集落が展

開するものと考えるが、今後の周辺域の調査に期待したい。

(4)中 世 ～近世
この時期の遺構には掘立柱建物址、土坑、柱穴、溝などがある。

本調査で検出した掘立柱建物は、どれも柱間と柱穴規模は小さい事から小規模な建物である。こ

の時期の柱穴は 4次調査の 3区に集中する。

上坑は桑原遺跡 2次調査 (以下、 2次調査)の SKl、 4次調査 2区の S K207、 6次調査 2区の

S K201が ある。SKlか らは13世紀に比定される土師器、瓦器などが出上しており、一括出土遺物
として良好な資料となるものである。土坑墓と考えられるS K201や炭窯と考えられるS K207は 、

松山平野や他地域の資料収集を行い、今後の研究課題としたい。

柱穴は 6次調査の S P 188、 4次調査 3区の S P 3476、 4次調査 4区の S P411がある。 S P 183は

15世紀後半～16世紀前半、 S P 3476は 14世紀後半、 S P411は 18世紀に比定される。それぞれの柱穴

内からは、埋納されたと考えられる遺物が出土 しており、柱穴内祭所巳の一例となる。

溝は 2次調査のSDlが ある。 SDlか らは、土師器、瓦器など13世紀に比定される遺物が出土
している。出土した遺物は、当該期の遺物を考える上で良好な資料となる。

中世の桑原地区は、河野氏の支配下にあったと考えられており、今後は文献史学との比較検討に

よる中世桑原地区の集落構造解明が課題である。
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写 真 図 版

束本道跡6次調査地

-1区 の調 査 一



写真図版例言

1.遺構は、主な状況については、4× 5判や6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィルム

で撮影し、3511ull判 で補足している。一部の撮影には高所作業車を使用した。

使用機材 :

カメラ  トヨフィール ド45A      レンズ スーパーァンギュロン 9011ull他
アサヒペンタックス67        ペンタックス67 5511ull他

ニコンニューFM2          ズームニッコール 28～ 8511ull他

フィルム 白 黒 プラスが ン・ネオパンSS・ アクロス

カラー エクタクロームEPPo RDPⅢ

2.遺物は、4× 5判で撮影した。

使用機材 :

カメラ   トヨビュー45G
レンズ   ジンマーS 24011ul F5。6他
ス トロボ  コメット/CA32・ CB2400
スタンド等  トコ無影撮影台・ウエイトスタンド101
フィルム  白黒 ネオパンアクロス

3.単色図版は、一部を除き、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機  ラッキー450MD・ 90MS
レンズ  エル・ニッコール13511ull F5.6A・ 5011ull 毘.8N

印画紙  イルフォードマルチグレードⅣ RCペーパー

4.製 版  写真図版175線

印 刷  オフセット印刷
用 紙  マットコート■Okg

【参考】『埋支写真研究』vol.1～ 15 FttR告 書制作ガイド」
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